
一
43-R101

米国および欧州における

情 報 処 理 産 業 の 動 向

ノ

昭 和43年12月

財団法人 日本 情 報処 理 開発 セ ンター









は じ め に

コ ンピュ ータが実 用化 されて以来10数 年 が経過 し
,そ の間 八ー ドウ=ア お よび ソフ トウ ェア

技 術 の急速 な発展 は情報 処理 の広域化 と高 度化 を うなが し,こ れが社 会経済 の高度成長 に大 き く

寄 与 している こ とは言 うまで もない。

現在 コ ンピュータを利 用す る情報処理は大 きな転換期 にある と言 われてい る。す なわち従来 の

単純業務 の処理 か ら,さ らに有 機的な情報処理機 能を実現す るため企業,官 公庁 な どの事 業体 で

は経 営情報 システ ムの確立 を 目指 している。

言 いかえれば,こ れは産業 の再編 成や企業 の体質 変革を要求 しいわゆる情報革 命を現 出せ ん と

してい る とも言 え よ う。

情報処 理産業は この情報革命 を担 うもの として登 場 して きた。す なわち情報処 理装 置メ ーカー

をは じめ,情 報処理 サ ー ビス業,情 報 サ ービス業,ソ フ トウェ ア開発業 を含む この情報処理産 業

は,知 識 先導型 とも言 われ る明 日の産業 構造 を リー ドす .るもの,として大 きな期待 がか けられてお

り,通 産省産 業構造審 議会情報産業部会 において も現在 「情 報処理お よび情報処理 産業発 展 のた

め の施策 」について審議 を重 ねてい る。

本 書は 当財 団が情報処理 関連 の海外 トピックの速報誌 として発行 してい る「情報 処理 ニ ュース 」

を選別 集成 し新 たな資料 を加 えて総合 した 「スペシ ャル ・レポ ー ト」の第1号 であるが
,以 上 の

状 況 に鑑 み今 回は その テー マとして特 に米 国 および欧州主 要国 におけ る情報 処理産 業 の動 向を と

りあげ,体 系 的 に とりま とめ た ものであ る。

広 く各 位の御参考 とな れば幸 いであ る。

財団法人 日本情報処理開発センター

会長 難 波 捷 吾





1.情 報 処理 産業の成立
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1.情 報処理産業の成立

1-1.概 況

コ ン ピュータを 中核 とした情報 処理産業は極め て多彩 な企業 に よ って構成 されてい る とい われ

る。1953年 米 国 には91台 の コンピュータがあ った。 これ らの シス テムを デザイ ンし,製 造

し,設 置 し,稼 動 にこぎつけ,保 守 す るまでには多 くの種類 の企業 が参加 したが ,そ れで も企業

の数 はわずかに36社 だ った と記録 されてい る。 しかし今やそ の数 は4 ,000社 と も5,000社

と も言 われる までにいた った。

情報処理産 業を構成 す る企業を大別す る と①機器 メーカー② 情報処理 サ ー ビス業③ 関連 ビジネ

スの三つ の分野一になる もの と思 われ る。実 際に個 々の企業が どんな仕事 を してい るか?と い う点

になれば さらに千 差万別に なるだ ろ う。米国 で コンピュータ ・メ ーカ ーといえばIBMが 市 場 の

7害ljを 占め,ビ ッグ8と 呼ば れる8社 で全体 の98%を 占め る とい う状況 だが
,実 際 には メーカ

ーの数 は61あ る。 とい うこ とは50社 以 上 の会社が わず か2%の シ ェ アに食 いついてい るこ と

にな る。

これらの会社 の仕事 とい うのは,ア ナログとデ ィジタル ・コ ンピュ ータの橋 わたしであ るハ イ

ブ リッ ドシステ ムや プロセス ・コ ンピュータ,コ ン ト・一ル用の特殊 コンピュータを作 った り
,

セ ン トラル ・プロセ ッサ ーだけのサ ブ ・アセ ンブ リー ・メ ーカ ーと して生 きてい る
。

このよ うに ハ ー ドウェア ・メ ーカ ーだ けを取 ってみ て もピンか らキ リまであ り
,ソ フ トウ ェア

会社 や コ ンサルタ ン ト会社 の ように企業形態が複雑 な業種 では,従 業 員1～2名 とい う零細企業

か ら4,000名 に 及ぶ大 企業 まで,各 々独 自のセ7ル スポイ ン トをふ りかざして事業 を行 な って

いる。そ うした詳 細は ともか く一応情報 産業を構成 す る主な企業集団 と
,そ の関連 は第1図 に示

す通 りであ る。

このよ うに情報 処理 産業 は色 々なタイプの仕事,し か もその内容は ハ ー ドウ ェア ・メ ーカーの

よ うに'も の"を 売る仕事 から,計 算 セ ンター(サ ービス ・ビューP-)の よ うにtt時 間(time

とス ペ ース(FacilitySpace}"を 売 るもの,さ らには ソフ トウェ ア会社 の よ うにttア イ デ

ア"とtt頭 脳"を 売る もの な ど多彩な仕事 が こSに は存在す る
。

こ うした ところ に情報処 理産業 を 自動車産業 とか鉄 鋼業 とか と並 列に考 えるこ とので きぬ理由

が あるのである。 む しろこれ らの既存 の産業 が"も の"を 中心 にして縦 割 りの考 えで成立 してい

る とす れば ¶情報"と い う,ど の産業界 で も必 要な"商 品"を 作 り出 し,販 売す る とい うこ とか

らい えば・情報産業 は横割 りに各産業界 の中に位 置す る もの とみて も良いのか も知れ ない
。 また

あ らゆ る産業,社 会,経 済機構 にサ ービスす るプ ロフ ェッシ ・ナル ・サ ービス業だ と主張す る識

'
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者 もい る。 こ うしたこ とから第3次 産業 であ るサ ービス業 をさらに高度 の もの とした とい うこ と

で第4次 産業 とい う言葉 も誕生 した。

1-2.寡 占市 場 とマ ンモ ス企 業

ところで,情 報処理産 業を構成 す る企業は かな りの数 にのぼ り,そ の職種 も細 か く言 えば無数

とい えるまでに多彩化 してい るに もかsわ らず,こ の市 場全体 をお さえてい るのはIBM,GE

を 筆 頭 とす るマ ンモス企業 であ る。

これ らの企業 は コンピュータの生産 とい う点 で前述 の ごとく,米 国の コン ピュ ータ生産 の98

%を お さえてい る。 ソフ トウェア産業 とい う点 で も,ユ ーザ ーが 自分 の ところで使 うコ ンピュー

タ ・プ ログ ラムを外 の専 門業者 に 出す とい うこ とは,ご く最近 にな ってか ら常識化 した とい うこ

ともあ って,ま ず全体 の75%は コ ンピュータ ・メーカーであるこれ らの ビ ッグ ・カ ンパ ニ ーの

掌 中にあ る。

周辺 機器 の市場 も専 門メ ーカーは500社 を 上 回る企業 がひ しめいてい るが,こ れ ら全 部を合

わせ て も市場 の占拠率は わず かに15～16%,残 りは コンピュータ ・メ ーカーが 占めて い る。

これは最近ほ とん どが専 門メ ーカーをマ ンモス企業が 吸収合併 して周辺機器 の自家生 産を は じめ

た ことに よる。 このため専 門メ ーカ ーとして残 っているのは,技 術 と経 営面 で メ ーカ ー と対抗 で

きる までに成長 した数 えるほ どの 中堅 メ ーカーか,大 企業 では手 をつけぬ特 殊な システ ムを製造

してい る ところに限 られ てい る。 しか も専門メLカ ーの市場は毎 日の よ うに狭 くな り,1975

年 ま でには10%を 確 保す るのがや っとではない か とまでいわれているのであ る。

マ ンモス企業 の市場独 占は コンピュ ータのメ イ ンに なる ところに止 ま ってはい ない。ほ んの さ

Sい な市 場 とみ られ る消耗品 の市 場 に もこの波は及 んでい る。例 えばIBMは これ まで磁気 テ ー

プを3M社 の 「スコ ッチ 」テ ープを買 い込 んでIBMの ラベル にして売 っていた のだ が,日 本 の

ソニ ー社 との技術提携 に よって 自社 生産 を開始 した。3M社 は この最大 のカス トマーを失 な って

やむ な く,IBM製 磁 気 テ ープと市場 で激 し く争 っている。消耗品 で も う一 つ金 が さの張 る商 品

で ある プ リンター用 の連続帳票 シー トの市 場で も,専 門メーカ ーのムーア社 な どを相手 にIBM,

NCRな どの資本の入 った企業 が大い に稼 ぎま くって いる。

/

こ う し た 大 企 業 の 力 と金 に も の を い わ せ た 市 場 制 覇 は さ ら に 多 く の 業 種 で い く ら で も さ が し 出

す こ と が で き る ・ サ'ビ ス'ビ ・ 　 P－ 業 で 最 大 のSBC(Se「viceBurea・Crrp・)は

IBMが こ の 分 野 に 直 接 進 出 す る の が 独 禁 法 抵 触 の た め に で き な か ったSめ に'か く れ み の"と

し て 設 立 さ れ た 出 資100%の 子 会 社 で あ る 。 ソ フ トウ ェ ア 会 社 に は 専 門 企 業 が 多 く,CSC

(C6mputerSciencesCorP・)は 年 商5,300万 ドル(190億 円)を あ げ て ト ッ プ の 地 位

を 誇 っ て い る が ・ し かL
.本 当 に 第1位 の 座 に あ る の はIBMのFederalSystemDivisionl

で ゆ う に6,000万 ドル(216億 円)は 越 え る 年 収 を 持 って い る 。 こ れ も や は り ソ フ ト ウ ェ ア

会 社 と し て の タ イ トル を 持 っ て い な い だ け の 話 で あ る 。

一3一



＼
タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 業 の 市 場,こSで は 世 界 的 な ワ ー ル ド ・エ ン タ ー プ ラ イ ズGE

が ト ッ プ に 位 置 し て い る 。 も と も と こ の 市 場 はGEが 開 拓 し た も の と い え ば 当 然 の こ と と言 え る

が,し か し 毎 月2～3ヵ 所 の タ イ ム シ ェ ア セ ン タ ー が 開 所 さ れ て い る ブ ー ム 下 に お い て,

GEは セ ン タ ー数31,カ ス トマ ー5万 人,全 米 市 場1億 ドル(3'60億 円)の30%に 当 る

3,000万 ドル(100億 円)を 今 年 は 確 保 し て い くつ も り と 報 告 し て い る 。 タ イ ム シ ェ ア ・サ

ー ビ ス の 市 場 はGEを 除 け ば 当 初 の 貢 献 を し た の はCom-ShareやTimeShare社 と い っ だ 弱

小 の 専 門 業 者 だ った が,こ の 商 売 に 面 白 味 が あ る と判 明 す る や,IBMを 筆 頭 にCDC,ユ ニ パ

ッ ク,RCAな ど が こ ぞ っ て 参 加 し て シ ェ ア 競 争 を 演 じ て い る 。

一 方 コ ン ピ ュ ー タ 業 界 最 後 の ドル 箱 産 業 と言 わ れ た"教 育"す な わ ち,コ ン ピ ュ ー タ 学 校 と セ

ミ ナ ー ・サ ー ビ ス,こ の 市 場 も今 や 大 企 業 の 絶 好 の 稼 ぎ 場 に な って き て い る 。CDCはCDI

(ControlData工nstitute)を 各 地 に 設 立,海 外(西 独)に も手 を 拡 げ て い る し,ソ フ ト ウ

ェ ア 会 社C-E-1-Rを 吸 収 合 併 し た こ と に よ っ てAutomationInstituteの50以 上 の

学 校 チ ェ ー ン を 傘 下 に 入 れ た 。IBMは 子 会 社SBCの 手 で や は り か な り 手 広 く や っ て い る 。

こ の よ う にIBMを 筆 頭 に ビ ッ グ8コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー(1'BM,ユ ニ パ ッ ク,CDC,

ハ ネ ウ ェ ル,GE,RCA,バ ・ 一 ス,NCR)は,表 面 上 の メ ー カ ー と い う衣 の 下 に 種 々 の 鎧

を つ け て お り,角 度 を か え て み る と 巨 大 な 周 辺 機 器 メ ー カ ー だ った り,ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 で も あ

り,情 報 サ ー ビ ス 会 社 で もあ る と い う多 彩 な 顔 を 持 つ 百 面 相 の 怪 物 で あ る と い う こ と が で き る 。

1-3.'コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー の 事 業 拡 大 策

コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー が い か に 多 くの 種 類 の仕 事 に 手 を 出 し て い る か はIBMの 組 織 を み て

み る と 明 白 に 把 握 す る こ とが で き る 。1967年 度(1967年12月 末 で 終 る1年 間)の 総 売

上 げ 高53億4,529万 ドル(1兆9,224億 円)と い う数 字 は 世 界 の 製 造 業 の 中 で も第7位 静

(「 フ ォ ー チ ュ ン 」順 位)と い う位 置 に あ る 。 電 気 関 係 でIBMよ り大 き い 企 業 はGEの 第4位

だ け で あ る 。

従 業 員22万1,866名 が11の 事 業 部 と3つ の 子 会 社 で 働 い て い る 。 市 場 は 全 世 界 に ま た が

り 収 入 の3分 の1は 海 外 か ら の 上 が りで あ る 。(IBMWTG)

コ カ コ ー ラ とIBMだ け は 世 界 中 ど こ に い っ て も あ る とい わ れ る そ の 底 力 は,ニ ュ ー ヨ ー ク の

郊 外 ア ー モ ン ク に あ る 大 学 の キ ャ ンパ ス の よ う な 本 社 か ら,共 産 圏 へ の コ ン ピ ュ ー タ 売 り込 み の

最 前 戦 で あ る ポ ー ラ ン ドの ワ ル シ ャ ワ,ホ テ ルEuropeski124号 室 に ま で 広 い 地 域 を 制 覇 し

て い る 。

・'Th・5001a・g・ ・tlndu・t・ia1C。 ・p・・ati・n・ ・F・ ・tun・1968年6月15日 号 。

IBMの 現 在 の 事 業 部 お よ び 子 会 社 の 組 織 は 次 の よ う に な る 。

〈 事 業 部 〉

・AdvancedSystemsDevelopment
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新 機 種 と新 し い コ ン ピ ュ ー タ 利 用 分 野 の 開 拓 を 中 心 に,そ の 潜 在 的 バ リ ュ ー を 評 価 し,こ れ

を 製 造 お よび マ ー ケ テ ィ ン グ の 実 戦 部 隊 で あ る 所 轄 事 業 部 に 手 渡 す ま で の 仕 事 を す る 。

.Components

IBMの デ ー タ ・プpセ シ ン グ ・シ ス テ ム に 使 う部 品 を 開 発,購 入,製 造 す る 。

●DataProcessing

米 国 内 でIBMの イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ハ ン ド リ ン グ ・シ ス テ ム の 全 機 種(fullline)

の マ ー ケ テ ィ ン グ を 行 な う。 ・

●FederalSystems

米 連 邦 政 府 向 け の 高 度 の シ ス テ ム,と くに 軍 を 含 め た 航 空 機,宇 宙 船 な ど の 情 報 シ ス テ ム の

開 発 を 行 な う。

・FieldEngineering

米 国 内 の シ ス テ ム の 保 守(maintenance)と,こ れ に 関 連 し た サ ー ビ ス を 行 な う。

.InformationRecords

カ ー ド,連 続 用 紙,磁 気 テ ー プ な ど 消 耗 品 の 開 発,製 造,マ ー ケ テ ィ ン グ を 行 な う。 同 時 に

ビ ジ ネ ス ・レ コ ー ド の 蓄 積,検 索,配 布 な ど の た め の サ ー ビ ス お よ び シ ス テ ム の 開 発,製 造,

マ ー ケ テ ィ ン グ を 実 施 す る 。

.OfficeProducts

電 動 タ イ プ,磁 気 テ ー プ ・ タ イ プ,デ ィ ク テ ー シ ョ ン 機 器 な ど事 務 機 械 の 開 発,製 造,マ ー

ケ テ ィ ン グ。

・RealEstateandConstruction

工 場,事 務 所 な ど 不 動 産,施 設 の建 設,購 入,リ ー ス な ど を 行 な う。

●Research

研 究 開 発 部 門,主 に 基 礎 研 究

・SystemDeve1opment

IBMの 標 準 機 種 の 世 界 ベ ー ス の 開 発 組 織,シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム 開 発 を 含 む 。

・SystemManufacturing

IBMの 装 置 と シ ス テ ム の 製 造

く 子 会 社 〉

.工BMWorldTradeCorporation

IBMの 海 外 活 動 の 統 轄 を 行 な う組 織 。 多 く の 現 地 子 会 社 の 管 理 を 含 ん で い る 。

.ScienceResearchAssociates,Inc.

IBMが 教 育 事 業 に 乗 り 出 す た め に 傘 下 に 収 め た 会 社 で,新 し い 教 育 用 の テ キ ス トや 資 料,

情 報 を 開 発 し,出 版 す る 。 ま た 学 校,政 府,産 業 界 向 け の 適 性 検 査,ア チ ー ブ メ ン ト ・テ ス ト

も行 な う。
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●TheServiceBureau』Corporation

IBMの サ ー ビ ス'ビ ユ 『 ロ ー 機 関

IBMは こ の ように1924年 に 創立(前 身 のComputing-Tabulating-Recording

Co.は1911年 の創 業)以 来,自 社 内でほ とん ど情報 処理 システムの100%近 くを作 り上げ

られ るまでに社 内の充 実をは か って きた。

一方 このIBMと 対 照 的に ,こ うした種 々の能力を もっぱ ら自社外 か ら導入 して きた企業'に

CDC社 があ る。 すなわち,こ れ と目をつ けた企業 を合 併す る とい うや り方 で今 日まで伸びて き

た のがODCで あ る。

CDCは わ ずか11年 前 の1957年 に 当時ユ ニパ ックにいた現社長 のWilliamC.Norr.

is氏 らQ技 術 グル ープが創立 した会社 で,当 初だれ も手をっ けていな か った科 学技 術用の大 型

コ ンピュータを ,主 に大学,政 府,軍 に売 りつけて大成 功を とげた。 これは技術 計算 用の コン ピ

ュータはほ とん どが直売方式 で,レ ンタルが少な く,資 金 的 に余裕 のない 中小企 業で も十 分仕 事

が で きた こと,そ れに後 日超 大型機 の第 一人 者 とな ったCDCの 技 術的能力が秀 れていたXめ に

驚異 の成長 を とげた もの であ る。CDCの 他 企業の合併は1957年,す なわち創業 の年 からは

じまる とい う破天 荒の ものであ った。 一時 ベ ンデ ィックス社(1963年)の 合 併時 には,合 併

主 よ りも被合併会社の方が大 きい のではない か とい うよ うな大 物食いを や った り,ソ フ トウ ェア

企業の第1人 者C-E-1-R,ア ナ ログ ・ゴ ンピュ一夕の トップメ ーカ ーAEIを 傘 下に納め る

な ど質 的に も大 きな仕 事を してい る。CDCは1968年 に 入 って30番 目 の吸収合併を なし と

げたが,現 在 も4つ ほ どの合 併劇 を演出 中であ る。(第1表 参照)

CDC社 の こ うした合併 熱は もちろん対象 とな った企業 の もつシ ェア とか製品をほ しか った た

め もあ るが,真 のね らいは そ こにいる熟練 した人材を吸収す る こ とであ った 。例 えば ベ ンデ ィ ッ

クスの合併 では コ ンピュ ータの製作 とセ ールスに経 験のあ る400人 を 一挙 に獲得 したし,C-

E-1-Rの 吸 収 では1,600人 の ソフ トウ ェアマ ンを導入 した。CDCが 現 在進め ている合 併

交渉の 中には,こ うした人 集めを主 に した これまでのCDCの 動 きか らみ る と若干肌合 いの違 っ

た計画が混 ってい る。 これはCCC(dommercialCreditCorp.)と い う30億 ドル(1

兆 円)の 資産を持つ投資会社 であ る。 目的 はこの金 をCDCの 持 つ超大型機 に よる世界 デ ータネ

ッ トワーク構想(10年 間ti(10億 ドルは必 要 とされる)に 導入 し よう とい うものである。

1-4.専 門 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 企 業 の 誕 生

IBM,ODCの 両 社 にみ られ る ように米国の コンピュータ関係 の ビ ッグ企業 とい うのは,い

かに緻 密に しか も強引 に情報処理 産業 のあ らゆる部 門に入 り込み産業 全体を揺 り動か してい るか

が わかる。 この仕事 は莫大 な資金 と高 い技術 水準が支えてい る。 この1つ で も条件 の欠けた もの

は成功 していない。一方 コ ンピュ三夕 ・メ ーカ二が情報処理産業 の主 要部分 を これ まで力 と巧 妙
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年

1957

1960

1962

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1964

1964

1964

1964

1964

1964

1964

1965

1965

1965

1965

1965

1965

1965

1966

1967

1967

1968

1968

1968

第1表 CDCの 合 併 実 績

合 併 会 社 名 事 業 内 容

CedarEngineeringCorP・ 小 型 電 動 モ ー タ ー
,ゼ ネ レ ー.タ,回 転 機 部 品

ControlCorp.工 業 用 監 視 制 御 ・通 信 機 器

HolleyComputerProductsCo・ 一 高 速 プ リ ン タ ー
,EDP周 辺 装 置

MeisconCorp.シ ビ ル ・イ ン ダ ス ト リ ア ル ・技 術 コ ン サ ル タ

ン ト

ComputerDiv.ofTheBendix

Corp・G-15
,20コ ン ピ ュ_タ_メ_カ_

Beckts,Inc.・ 電 子 回 路

Electrofact,N.V.

(theNetherla・nds}磁 気 テ ー プ 装 置

DigigraphicSystemofItek

Corp・CRTエ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ タ ー ミ ナ ル

ControlSystems'Div .of 、

Daystrom,Inc.フPロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル 用 コ ン ピ ュ ー タ

Bridge,Inc.カ ー ド ・ リ ーk'・ パ ン チ ・ユ ニ ッ ト

RabinowEngineeringCo・ ・Inc… … オ プ テ ィ カ ル ・ス キ ヤ ン ニ ン グ ・ シ ス テ ム

Transactor,StrombergDiv.of

GeneralTimeCorp・ デ ー タ 収 集 シ ス テ ム

ComputerLaboratories,Inc.化 学 工 業 向 け サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ_

HolleyComputerProductsCo・ 一 ・…高 速 プ リ ン タ ー,周 辺 機 器

AdcompCorp.ADiン バ ー タ

TRGIncorporated電 子 ・光 学 機 器,マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ
,コ ン ピ

ュ ー タ,コ ン ト ロ ー ル,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な

ど の 研 究 ・製 造 会 社

DatatrolCorp.プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語
,ソ フ ト ウ ェ ア 開 発

Computech,Inc・ サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー

GlennW.PrestonAssociates,

Inc.
、コ ン ピ ュ ー タ 化 レ ー ダ ー ・ シ ス テ ム

Comm-ercialComputerDiv.,

1」ibrascopeGroupofGeneral

Precision,Inc.エ ン ジ ニ ア リ ン グ,航 空,特 殊 用 コ ン ピ ュ ー

タ,ド ラ ム ・デ ィ ス ク
.装 置

GPIComputerCanada,Ltd.EDPセ ー ル ス
,サ ポ ー ト

HowardResearchCorp.軍 事 シ ス テ ム 開 発

Wal声ekLtd.(HongKong)コ ア メ モ リ ー

ComputerSystemsDiv・,

ComputingDevicesofCanadaEDPセTル ス,サ ー ビ ス

Sgmuraghi&C・,S・P・A・(ltaly)… ・・サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー ・チ ェ ー ン

AutomaticControlCo・ 連 続 工 程 コ ン ト ロ ー ル 装 置

C-E-1-R,Inc・ シ ス テ ム コ ン サ ル テ ィ ン グ,サ ー ビ ス ・ ビ ュ

ー ロ ー
,EDP教 育

ElectronicAccountingCardCorp.).パ ン チ カ ー ド

ElectronicAssociates,Inc・ ア ナ ロ グ ・ コ ン ピ ュ ー タ
,ハ イ ブ リ ッF".シ

ス テ ム,プ ロ ッ タ ー,計 測

PacificTechnicalAnalysts,Inc.

(HawaiiandSoutheastAsia)コ ン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス
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な制度でお さえて きたため にそ の歪み も色 々な ところに出 てい る。 しかしこの業界 も20年 とい

う年月を経 て成人 に近 くな って きた こ とで,こ の歪み をな おそ うと第2勢 力が活発 に ビ ッグ ・エ

イ トの独 占に挑 戦 して いる。

例 えば ソフ トウ ェア会社 。 これらの企業は プログラムを広 くユ ーザ ーに販売す る制度 に着手;

ソ フ トとハ ー ドの価 格分離 問題 に火 をつけ,プ ログラムの特許 に よる保護 で成果を 上げた。 また

リース会社 は,IBMが が っち りと作 り上げ,巧 妙 に利益 を長 期 にわた って吸い上 げ るよ うにな

っていた レンタル制 に挑戦 し,価 格制度 を大 き く変化 させ よ うとしている。

また コ ンピュータ業界 に おける全 く新 しい ファクターであ るデ ータ通信。 この技術 は メーカー,

通 信会社,情 報 サ ービス専 門会社 の勢力の均衡 を大 き く変 え るこ とにな りそ うであ る。 コ ンピュ

ータ ・ユ ーテ ィリテ ィと呼 ば れ る高 度で精緻 ,大 規模 なシステ ムはメ ーカーだけでお さえ切 れぬ

課題 である。

ソフ トウ ェア会社,通 信会社,周 辺機 器メ ーカーな どすべて の専 門企業が各 々に高度 に専 門化

した技術 をお互い に出 し合 う機 会が要求 され るのでは ない か といわれてい る。 こSに 専 門分野 に

ある中堅 企業 に対す る評価 も大 き く変 って こよ うとしてい る。

、
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2.コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ド ウ エ ア 市 場 の 現 況

2-1.米 国 にお け る コ ン ピュー タ設 置 実績 と ピ ック8の 最.近 の動 き

米 国 の電子計算機 メ ーカ ーに よる1968年 の コン ピュ ータ出荷額は前年 の59億 ドル(2兆

1,240億 円)か ら16.9%上 回 って69億 ドル(2兆4,840億 円)に 達す る もの とみ られ て

い る。

これは最近 ま とま った上半期 の出荷実 績38億 ドル(1兆3,680億 円)を 土台 に推定 した も

のであ る。 この推 定は長 期 的にみ た今後 の米国製 コン ピュ ータの実 績伸び率 が16～17%と 踏

んでい るためで,第3世 代機 の出荷 が集中 した1966～67年 に 比べ て ス ・一ペ ースにな った

こ とを示 してい る。

コンピュータ産業全 体 のペ ースを先 導 しているIBMは1967年 に は市場 シ ェア(占 拠率)

は72.9%を 占め ていた。 ところが今 年は,そ れ よ りも若干高 く全体 の4分 の3す なわち75%

近 くまでシ ェアが上 が った のではないか と予想 されてい る。

米国 の コンピュ ータ ・メーカ ーのシ ェアは第2図 に示す通 りだが,ユ ニパ ック,CDC,RC

A,バ ロ ースが足踏み状 態で,一 方IBM,ハ ネ ウェル,GE,NCRが 若 干 伸びてい る。 しか

しこれは今 年に入 ってかな りまた変化 して くる もの とみ られ,大 型機 が好調 のユニパ ックや空軍,

英 国銀行業界 な ど大 口受 注を背景 にしたバ 同一ズが勢いを盛 りかえ している。 なお米国市場 にお

け るコ ンビ'一 夕お よび関連事 業 の伸 びは第3図 に示す 通 りであ る。 その 中で汎用デ ィジタル ・

コ ンピュータに絞 った実 績は第4図 に示す通 りであ る
。

ビッグ8各 社 の最近 め実 績を各社 別 にみ てみ る と次 の よ うに なる。

IBMIBMは コ ンピュータ業界 の鍵 を握 ってい ると同時 に,こ れ まで ミステ リー とま

でいわれ る,ベ ラ棒 に大 きな利益 を上げつづ けてきた。IBMは 数 年間 の長期収益計 画が ガ ッチ

リと組 まれた レールの上を走 り,レ ンタル制 とい う武器 で,そ れを掌 中にして きた。IBMの 税

引後 の純益は1968年 上 半期 で,前 年同期 よ りも36.4%も 、増えてい る。 この純益 急増 の最大

の原 因は リース会社 に販売 した コン ピュータか ら上が った ものであ る。 しかしIBMに 問題 が な

いわけではない。過去2年 間 に上 げ潮 にの っていた システム360の 力 にひ とりよが りの過信 を

もってい るこ とで,こ のため今年 は受 注では近 年にない低 調さであ る。IBMは 対 抗策 として セ

ールスマ ンの 目標を は っき りさせ るために特 別の点数 システムに よるノルマ制を確立 しつ つあ る

が,そ の成果 は割 り当て よりかな り下 まわ ってい るのがほ とん どといわれ る。 セール スマ ンは セ

ールス コンテス トの受注 高 をのばす 一環 として出荷 時期 の くり上 げを要 求 してい る
。一方 コンビ
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第2図 米 国 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 の マ ー ケ ッ ト シ ェ ア(1966.67)

その他0,1%

単 位:100万 ドル

1`年
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メ ー カ ー

IBM 4,300 2,500

"

ユ ニ ハ'ツ ク 340 195

ハ ネ ウ ェ ル 320 2.70

GE 240 190

CDO 200 20'0

RCA 175 95

NCR 140 95

"

ノ、 ロ ー ス 105 60

SDS 53 30

DEC 26

}25
そ の 他 11

合 計 5,910 3,660

(出 典,EDPIndustryReportJ
anuary之6,1968)



第3図 米 国企業 にお ける コンピュータお よび 関連 サTビ スの実 績
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第4図 米国 企業 に よる汎 用.デ ィジタル ・コ ンピュータ(米 国市 場)
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ユ 一 夕 市 場 自 体 がttア ド ・ オ ン"と 呼 ば れ る 追 加 導 入 市 場 の 比 率 が 増 え て い る の に
,IB

Mの セ ー ル ス は シ ス テ ム360の 発 表 以 来 ト ー タ ル ・シ ス テ ム 一 本 槍 で 売 っ て き た こ と に 不 利 が

み え は じ め,ア ド ・オ ン ・シ ス テ ム を 売 れ る セ ー ル ス マ ン を 育 て あ げ る 教 育 が 要 望 さ れ て い る 。

IBMは 現 在360モ デ ル20が 持 っ て い る よ う に 各 モ デ ル が 種 々 の セ ン ト ラ ル ・プ ロセ ッサ

ー を 持 った フ ァ ミ リ ー と な る よ う に
,新 し い セ ン ト ラ ル ・ プ ロ セ ッサ ー を 今 後 ど し ど し と 発 表 し,

こ れ に1/0装 置,マ ス ・メ モ リ ー,磁 気 テ ー プ ・ ト ラ ン ス ク ラ イ バ ー な どを プ ラ ス す る も の と

予 想 さ れ て い る 。 ま たIBMが かXえ て い る 最 大 の 難 問 に リ ー ス 会 社 の 台 頭 が あ る 。 リ ー ス 会 社

はIBMの セ ー ル ス マ ン と 競 合 し,ま た レ ン タ ル で 長 期 間 に わ た って,全 体 的 に 非 常 に 割 り の 良

い 利 益 を 上 げ る は ず に な って い るIBMの 収 益 計 画 を む し ば む 結 果 と な る 。 こ の 対 抗 策 は,す で

に モ デ ル25と85の 価 格 政 策 に あ ら わ れ て い る 。 こ の2機 種 で は レ ン タ ル と買 い 取 り の 比 率 が

55～60対1と い う よ う に,他 の360の モ デ ル の47対1に 比 べ て 引 き 上 げ ,IBMの レ ン

タ ル 料 を 下 げ て,リ ー ス 会 社 の リ ー ス 料 に 近 づ け た 。

ユ ニ バ ッ ク ユ ニ バ ッ クu-1108が 同 社 の コ ン ピ ュ ー タ の 中 で シ ン デ レ ラ の 役 割 を い

ま だ に 続 け て い る こ とは,あ る 意 味 で 同 社 の 将 来 に 対 す る 鍵 を 握 る も の と い え る 。U-1108

は 全 世 界 の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 で コ ン ピ ュ ー タ'ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ネ ッ ト ワ ー ク で も っ と も う け て

い る 機 械 で あ る 。UCC(UniversityComputingCompany)は 毎 月1台 の 害llり合 い で

1108を 購 入 し,WU(WesternUnion)も 今 や1108一 辺 倒 に な っ て お り
,CSC

(ComputerSciencesCo「Poration)も20台 の 大 口 発 注 を 行 な った 。 こ う し た 実 績 で

llO8は 当 初 ユ ニ パ ッ ク が 予 想 し て い た よ り も3倍 の 売 上 げ とな り,こ れ に 気 を よ く し て,

1108を 小 型 に し てIBM360モ デ ル50に 対 抗 す る も の や ,さ ら に1108の10倍 の 能

力 を 持 つ1109の 噂 さ な ど フ ァ ミ リ構 成 が 取 ら れ る の で は な い か と も い わ れ て い る 。

一 方 低 価 格 のL=バ ッ ク9000シ リ ー ズ は 未 だ に ユ ニ パ ッ ク は 慎 重 に 客 先 を 選 択 し て 販 売 し

て お り,主 に1ユ ー ザ ー で 数 台 を 導 入 す る マ ル チ ・シ ス テ ム に 注 力 し て い る 。 こ の よ う に ユ ニ パ

ッ ク は 今 の と こ ろ,大 型 機 に 寄 り か か っ て 生 き て い る と い っ て よ い 。 そ れ も1108な ど は 大 口

の カ ス トマ ー が 成 功 し た こ と で 良 い 機 械 に 育 て 上 げ ら れ た よ う な も の で あ った 。 ユ ニ パ ッ ク の セ

ー ル ス 陣 は 大 型 機 と シ ス テ ム ・ レ ベ ル の も の の 外 は 弱 く
,こ れ が,リ モ ー ト ・ア ク セ ス ・ コ ン ピ

ュ ー テ ィ ン グ で も 実 証 さ れ て し ま った 。

ハ ネ ウ ェ ル ハ ネ ウ ェ ル は 第3世 代 に は も っ と も早 く突 入 し た 企 業 だ が
,そ れ だ け に こ の

12月 に は,そ の オ リ ジ ナ ル マ シ ン で あ るH-200は 発 表 以 来5年 を 経 過 し た こ と に な る 。

200フ ァ ミ リの 最 大 の シ ス テ ム はH-4200 ,8200だ が,今 年 に 出 荷 が よ うや く ス タ ー

トし た ば か り で ・ フ ァ ミ リは1～5年 の 歴 史 を 持 つ 新 旧 機 の 入 り乱 れ た も の に な っ て い る
。 そ こ

でH-200フ ァ ミ リは,ま だ 何 年 か は 現 役 に あ る の で は な い か と さ れ ,そ の 時 に200フ ァ ミ

リを モ デ ィ フ ァ イ し,拡 大 し,ア プ グ レ ー ドし て い くた め ,選 択 的 拡 大 策 を 取 る も の と憶 測 さ れ

ている。,、
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同社 は米国で第2位 の地位 をね らってい るが,大 型機 の出荷 は これを金 額面で大 き く手助 けし

よ う。 一方入 出力装 置の分野 で も,キ ーボー ド ・磁気 テ ープ周 辺装 置,デ ィスクパ ックの製造を

拡大,通 信市場 の開拓 のための新 しい組織 を作 ってい る。 ハネ ウ ェル の受注残 の実 績は1年 前 に

底 を ついたが,最 近急 激に もど りをみせ てい る。 カス トマ 一散 は3,000を 越 え,1970年 に

は かな りし っか りしたシ ェアを 占め られ ると予想 されてい る。なお新機種 の発表 につい ては まだ

200シ リーズの実績の上が る うちは行 なわれ ない と噂 されてい る。

CDCCDCが 細 最大 の ファ・イ ナ ンス企業CCC(CommercialCreditCorp.)

との 合併話を進 めてい るが,こ れが もし成就す れば,CDCは 米 国で も特 色のあ る トータル情報

サ ー ビス会社 にな るこ とが で きる とされてい る。CDCは 現 在 の ところ社 の力を超大型 コン ピュ

ータに集 中 して お り,6000シ リーズ の受 注状 況は相 変 らず好調であ る。 さ らに6000シ リ

ーズの上をい くCDC7600も 今 年暮 れか来春早 々には出荷 され る。 また先 の連続 用紙 とパ ン

チ カ ー ド業者 のAmericanBusinessSystem'や ソ フ トウ ェア会社C-E-1-R社 の合併,

さ らに小 型機 のSCM社 の 参加,EAI社 に よるアナ ログとハ イブ リッ ド技術,こ れ にCCCの

現 金 とい う裏打 ちがあ って,広 い範 囲を カバ ⊥でき る トータル ・サ ービス会社 にな るた めの手を

着 々 と実現 させ て きてい る。'

'GE
・'GE社 は い まだに コンビ■一夕業界 ではねむ れる獅 子であ る。欠損が相変 らず続い

てい'るに もかxわ らず,GE'は コ ンビ==一 夕活 動に巨大 な資金 をつ ぎ込み,ス タ ッフを育ててい

るご タイ.云シiア リング ・'サービスの市場 では現在完全 に トヅプをい つてお り25台 の タイムシ

ェア ・ネ ッ トワー クで5万 人 のユLザ ーにサ ー ビスしてい る。 またGE265と600シ リーズ

大 型機 を結 んだサ ービスを開始,GECOS'オ ペ レーテ ィング ・システムに よって運用 してい る。

ノ

こ の 他 に タ イ ム シ 三 ア へ の 注 力 は,GE420,430,440ラ イ ン の コ ン ピ ュ ー タ の 整 備 と

な っ て い る 。"

RCA'ス ペ ク'ト ラ70の 受 注 は とび 抜 け て 良 くは な い が,ま あ ま あ の 線 に あ る6RcA

め コ ン ピ ュ 三 夕事 業 は わ ず か な が ら赤 字 を 脱 し切 れ ぬ 状 況 に あ る 。 こ れ は,保 守 的 な 取 り組 み 方

や レ ン タ ル 扱 い の 急 増 な ど の アンノミランスに よ右 もの であ る。同 社 の 強 い 市 場 は マ ル チ プ ル ∵ コ ご ユ ニ

ケ_シ ョ ン ・オ リ エ シ テ シ ド の シ ス テ ム で あ る 。 し か し な が ら 最 近 の 話 題 で は 当 初RCA社 と合

弁 で タ イ ム シ ・ ア リ ン グ ・サ ー'ビ ス を す る は ず だ ・ たCCC」(Co㎜ercialCreditCorp.}

がCDC社 と結 び つ き かSっ て い る し,ま た 英 国 の 技 術 提 携 先 で あ るEE(EnglishElectric)

社 がICL社 に 吸 収 合 併 さ れ る な ど マ ネ ナ ス の フ ァ ク・タ ー が 多 く出 て い る 。/"「,1,:/

・・P－ ス 全 般 的 に 好 況 を み せ て い る 。B1'00,2・00,300,50'0は 同 社 の 新 世

べ ・ 、,♪ ・ 衡 ド

代 機B2500,350・Oま で のつな ぎ どしてかな りよく売れてお りダ同様 にB5`000も,'大 型

機市場 の禰 を治 ・ニス、確 保 じてい る.'今 春 前 借 ド1・の知 契約 と齢 ・れ垣 パ 空副 あ

・治 殻 を♪ 金納 た鯖
,な・波 力C古 授 注 じ,一,さら峻 旬 銀行白筋 パ ミチ・躍 離d

-500の 受 注残6 ,000万 ドルな ど受注は極め て好調だ った。一方商 用機 では世界最大 あズ 三

一 ・114'〔 一
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、パ ー コ ン ピ ュ ー タB8500で 若 干 の ト ラ ブ ル が あ っ て,オ リ ジ ナ ル か ら 改 造 型 に 生 産 を 切 り

か え て い る 。 こ れ が バ ロ ー ス に と っ て は 気 が か り な 一 つ の 点 で あ る。

NCR… ………長 ら く噂 さ れ て い た 第3世 代 機 「セ ン チ ュ リ ー ・シ リ ー ズ 」が 発 表 さ れ た1当 面

月 間100台 の 生 産 を メ ドに ス タ ー トし,発 表 以 来1週 間 で250台 ,126億 円 を 受 注 し た 。

新 シ リ ー ズ は 最 低5,000台 を 販 売 す る 。 セ ンチ ュ リ ー ・シ リ ー ズ の 開 発 費 は!5億 ドル(540

億 円)と い わ れ る 。

2-2.第3世 代機 の成熟 と次世代機 への移行

第3世 代機 の登 場は1964年4月 にrBMが 発 表 した システ ム360に よ ってス ター トした
。

実 際に 出荷が は じまった のは1965年4月IBM360モ デ ル40が 市 場 に送 り出 された のに

は じまる。以来1966年 に はIBMだ け で早 くも月産1
,000台 の ペ ース に達 し,大 量生産時

代 の幕 あけ とな った 。

以来,'66,67年 は 第3世 代 の出荷最盛期 にな った。1968年 に 入 ってからは一部 の大型

機 ではLSI(高 密 度集 積回路)や ファームウ ェアを採 用 した機種 の発表 があ っ・て第3世 代 か ら

第4世 代機 への トラ ンジション ・フ ェーズ(過 渡的段階)の 機 能を持 った3 .5世 代 機 ともい うべ

き よ う な マ シ ン の 出 現 を み て い る 。 一 方 第3世 代 機 の 最 後 を う け て 注 目 さ れ る シ ス テ ム と し て は
,

第3世 代 フ ァ ミ リ ー へ の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム 機 の 追 加 で あ る
。.こ れ ら の 詳 細 に つ い て

は 後 述(別 項 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ)す る が ,ご く最 近 に 限 って もSDS945,ヒ ュ ー レ ッ トパ

ッ カ ー ド社HP2000A,GE430 ・ ユ ニ ・ミ・ク418M,RCAが ク ト ラ7Qtデ ・レ

46な どが登 勢 ている・

第3世 樋 と一言 にVl・ て も・ でt*ど の髄 力ζそ地 檸 す るの か とL)う こ とにな る と問齢

多い。.第3
.世代 機 の1つ の特 徴 としては小型機 から大型機 まで,ま たつ ッチ処理 か ら リアルタイ

ム処理,ま た はタイ ムシ ェア リングまであ らゆ る需要に応 えられる機種 を持
った ファ ミリー ・マ

シ
・ンとい う願 が あ る・諜 稜 えれ ・ま・ル ・・イ ・の髄 繊 を鰍 襲 ようであ る・

、・ うい

う観 点か らみ れば・最 も古い … リー ・・ル ラィ ンは ・BMシ ス テ・ム360で あ り
,も 。 とも

新 しいそ緑 町Rの セ ンチs)・ 一 ・シ ・一ズ で㌶ と搬 にいわれ ている
,し か・現実 に岬

2
、世代 垣 第 世 代へ の ほ ンwヲ ・ン ・フ・一ズtZ・tlli現して,そ の ま ・ず るず るべ ・た りと業

界 に あ?・ 第 β世 碑 ㌘ 四 二 マシ ンの機 能補 しなが ら,い わゆ る第3世 代ec
.L対 等 に競

ρ て!'る 髄 も多・1、・、例 嬢 ・・ネ7・ ル20・ttV・ ズ,GEの4・ ・,600シ リーろ ユ

ニ㌧ 勿 は08
,・490剖 ニズS異 論妙 齢 ら抽 るもの の第a世 代 捌 し 芦 えてLl

る ケ ースが多い・細 碑3世 代機 ・口 うし樋 卓 蛸 パ 第2表 の よう
,搬 種 にな る:、'、,

叉 §図 は娼 に 刷 そ 〒・ピ㌻ 切 通鍛 鹸 額を 々7化 し坤 の苗 る.・ の表でみ て

判 る通 り・第2世 代機 の実働 の ピー・は1967年 ・ あ り1懲 ・減 少 ・ρ ・く騨 ・あ ・
.・一

方第3世 代機は65年 の 出荷 開始以来急激 に伸び1970年 代 前半 までメ ーカーの財源
,収 入の
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第2表 第3世 代 コ ン ピ ュ ー タ の 機 種 名

ノミP ス

B2500

B3500

・B6500

B7500

B8500

CDC

G

3800

6000

E

1700

3100/3150

3300

3500

115/130

400シ リ ー ズ

600シ リ ー ズ

ハ ネ ウ ェ ル

DDP-116

DDP-124

DDP-224

DDP-516

H-632

シ リ ー ズ200

1BM

S D S

シ ス テ ム360

1130/1800

NCR

315RMC

NCR500

セ ン チ ュ リ ー

RCA

ス ペ ク ト ラ70

92/925

9300

シ グ マ シ リ ズ

ユ ニ ノミ ッ ク

491,492,494

1005

1108シ リ ー ズ

9000シ リ ー ズ

DEC

PDP-7,8,9,10

・C・mputerエndu・t・ysett1・ ・d・wnt・n・ ・ma19・ ・wth(EDPIndu-

stryreport7-31)168に お け る 見 解 で あ る 。

寄 りどころになる もの と考 え られ る。1968年7月 現在 までの コン ピュータの トータル設置金

額 お よび第3世 代機 の設置金 額 を各 メ ーカー別 に分 けて グラフ化 した ものが第6図,第7図 であ

る。

この2つ の図を比較 してみ る と,い ずれ において もIBMの 独 占的位 置は変化 していないが,

市 場第2位 争 いが極 めて激烈 であ り,し か もその2位 争いの明暗 を分 けてい るのが第3世 代機の

好不 調にあ るよ うに思われ る。例 えば,第1～ 第3世 代機 まですべ てを含 む トータル設置実績 で

は第2位 はユ ニパ ックに固 定化 し,一 時CDCが 大 きな攻勢 をかけた もののそ の後 それ程伸び て

い ない。 ところが このグ ラフで特徴的 に伸長 を記 してい るのが ハネ ウェル,GEの2社 で ある。

これを第3世 代機 のみ の実 績をみ てみ る と,す でにハネ ウェルが2位 の座 にあ り,次 いで小差 で

GEが 追 い上 げている。

この ように第3世 代 機 として早 くか ら機種 を有 していたハ ネウ=ル,GE(厳 密 にいえば2.5

世 代 的機種 だが)が,66.年 暮 れか ら1年 間に急激 に勢力を伸 ばした こ とがは っきりとわ かる。

しか もこれが トータルの実績 に も響い てい る。一方第3世 代機 の67年 末 か らの動 きをみ る と,

さ らにこの現象は明 白に読み とれ,ハ ネ ウェル,GEと い った初期 か ら第3世 代機 を持 っていた

企業 よりも,後発 の第3世 代 ファ ミリ機 メ ーカーである,ユ ニパ ック,RCA・ バ ロースな どが よ

り新 しい第3世 代機 とい うこ とで巻 き返 しをは か り実 績をのば してい る。

こ うした ことでやは り新機種 の発 表 と実績 の伸び とい うのは かな り密接 に結びつい てお り今 後

も相 変 らず話題 の多い ところであろ う。
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第5図 米国における世代別通算設置金額

(100万 ドル)

32,000

28,000

24000

20,000

16.000

12,000

8ρ00

4ρ00

100万 ドル

19555657・585960616263646566676869

具 体 的 に もハネ ウェルは何時新 しい ファ ミリーを発 表す るのか?IBMは 超 大型 機市場 の出遅

れ を ど うす るのか?な ど憶 測や噂 さはた えない。 そこで各社 の機種政策 を概 観 してみ る と次の よ

うにな る。

IBM・ ・……・…システ ム360の 機 種 の細分化,穴 うめが もっぱ らの政策 であ る。 モデル20は

設 置台数8,050台(1968年7月 現 在,受 注3;950台,以 下同 じ)・,モ デル30は7,850

台(2,000台),モ デ ル40は3,700台(9'20台)と 小 ～中型機では まずマ スセ ール スの

体勢 を築 いた といえ る。そ こで この分野 に相変 らず 注力 し,モ デル20の セ ン トラル ・プ ・セ ッ

サの細分化,メ モ リーの32Kバ イ トまで の増 強な どの手 を打 った。 さらに リー1会 社 対策 を念
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第6図 第1～3世 代機の トータル設 置実 績
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は グ ラフの下 段 に画か れた ものにな

る。 これは総 計 の 中に 占め る比率 に

な る と骨印の極 めて小 さな シ ェアを

7社 が分 ける こ とにな る。
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頭に 置いた価 格政策 を含 めた モデル25を 公 表,69年1月 か らの出荷開始を前 に早 くも2,000

台 の 受注 を得 てい る。 また こx2年 間 あ ま りの間,か な り頻繁 に噂 さの飛ん でい る超小型 機分野

は,モ デル10な い しは モデル7の 発表が今年 中にあ る との噂 さが さらに強 ま ってい る。

一 方大型機 以上の分野 では、モデル90シ リーズが19台(う ちす でに3台 出荷)の 現状以上 は
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第7図 第3世 代機の トータル設 置実績
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作 らぬ と公表 した り,タ イムシ ェア機 モデル67の ソ フ トウェアが完全 に遅れ に遅 れ るな ど,I

BMの 超 大型機分野へ の進i出断念 説が流 れた りした。 しかしモデル85(受 注22台)の 発表 に

よ りこの予想 は くつが えされ,し か もFederalSystems事 業 では さらに本格 的な超大型機

が開発 されてい る との噂 さ もあ る。

ハ ネ ウェル シ リーズ200の 中心機 種 モデル200は 設 置1 ,230台(130台)と 同

社 ではベス トセ ラー機種だが64年3月 に第1号 機の 出荷 が行 なわれた オール ドタイマ ーであ る。

そ こで新 型機の発表が噂 されてい るわ けだが,モ デルの方 は相 変わ らず小型機 か ら大 型機 まで小

きざみに整備が進み,4200,8200は 来 年 からが本格 化 とい うこ とで新 シ リーズ に切 りか

えられ る気配は ない。 しかし最近 公表 したH-420は 中大 型機でLSIの 初 期 バ ージ ョンを用

いた り,リ ー ド・オ ンリー ・メ モ リー(125ナ ノ秒)の 採 用,メ イン ・メ モ リーも131～

524Kキ ーヤラ クタ ーまで拡大 で きるな ど第3世 代機 の枠か ら出た新 しい ものであ る。 また同社

は3C社 の 合併 に よりコン トP-・ ル ・コン ピュ ータの製品 ライ ンを持ち 層の厚 い機種 陣 を擁 して

い る こ とが強み である。

ユ ニパ ック 実績 の方 では超大型 機の1108シ リーズが122台(98台)と ま ことに

好調 で稼 ぎ頭 である。 こ のために1108を 中心 に現在 の10倍 ぐらい の能 力を持ちIBM360

モ デ ル85,91やCDC7600に 対抗 す る大型 の機械や,逆 に若干能 力を落 とした1108

な ど ファ ミ リの整備 が予想 されて いる。 リアルタイム機では418の 能 力ア ップ機種418皿 が

新発 売 された。

CDCCDCは 超 大型機 と周辺 機器 に よって事 業を支 えてい る。現在 の ところ6000

シ リーズが84台(44台)と 好 調で,そ の上 の超大型7600が2台 受注 された。

GEGEも400,600シ リーズは古 くか ら出 てい て もう古 い との噂 さ もあ ったが,

実 質 的 には機 能の追加で,す っか り生 まれ かわ ってい る。400シ リーズでは430の タ イムシ

ェア モデルを加 えた。 タイ ムシ ェアはGEの 売 りもの の1つ であるが,GE600は バ ッチ,リ

モ ー ト ・バ ッチ,タ イムシ ェア と3機 能 を一台 でで きる とい うことでtt3-Dコ ン ピュータ(3

次 元 コンピュータ)"の 名前 で売 ろ うとしてい る。

RCA,バ ロース,NCRRCAの ス ペ ク トラ70,バ ロ ースの500シ リーズ,NC

Rセ ンチ ュ リー ・シ リーズ とも新 しい7ア ミ リで とくに新 しい動 きはみ られない。

2-3.欧 州 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 市 場 と各 国 メ ー カ ー の動 向

ヨ ー ロ ッパ 諸 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 導 入 は こxl～2年 の 間 に 急 テ ンポ に 伸 び て い る 。 ヨ ー

・ ッパ 全 域 の コ ン ビ=一 夕 設 置 台 数 は1967年 末 現 在 で15 ,000台,金 額 に し て45億 ドル

(1兆6,200億 円)と な っ た 。.

ヨ ー ロ ッパ は 米 国 と比 べ る と ま だ ま だ コ ジ ピ ュLタ の 導 入 が 少 た く大 きな 隔 り が あ る 。 し か し,

そ の ギ ャ ッ プは 短 縮 さ れ つ つ あ る こ と も事 実 で,例 え ば1967年 末 ま で の 通 算 実 績 で は 米 国 を
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100と す る と ヨ ー ロ ッパ は38弱 と い う指 数 で あ っ た が,67年1年 に 限 っ て み れ ば43 ,こ

の まxの ペ ー ス で い け ば1975年 ま で に は65ま で 増 え る だ ろ う と推 定 さ れ て い る
。

こ れ ら の 数 字 はIDC(InternationalDataCorporation)の 調 査 ・・に よ る も の だ が

一 応 ,ヨ ー ・ ッパ 全 域 の 統 一 調 査 と し て 取 り 上 げ ら れ た もの で 貴 重 な もの と い え る 。

eeGrowthofComputersinEuropehitsover40%annualrate
,(EDP

industryreport1968年7月24日)

IDCの 調 査 で はEECとEFTA ,そ の 他 と大 別 し て デ ー タ を 集 め て い る が,一 方 ヨ ー ロ ッ

パ 地 区 の 統 一 調 査 と し て コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 の 追 跡 調 査 寿 を 行 な っ て い る デ ィ ー ボ ル ト社

(TheDieboldGroup,Inc)の も の は 英 ,独,仏,ベ ネ ル ッ ク ス3国 に 限 っ て デ_タ を 収

集 し て い る 。 調 査 に つ い て は こsで 取 り上 げ る も の に 限 ら ず,調 査 対 象 の 取 り 上 げ 方,調 査 時 点,

デ ー タ 収 集 の ル ー トな ど細 か い と こ ろ に 差 が あ っ て,結 果 が か な り食 い 違 う こ とが 多 い 。 こ れ ら

の デ ー タ を つ き 合 わ せ'て,そ の 差 が ど こ か ら 出 て い る も の か を つ き とめ れ ば ,も ち ろ ん 理 想 的 だ

が,そ れ は 不 可 能 に 近 い 。 そ こ で こXで はIDC,お よ び デ ィ ー ボ ル トの デ ー タ を 単 に 併 記 す る

に 止 め る 。

借DieboldEuropeanComputerCensus(ADPNewsletter1968
,7月

22日)

これらの調査 に 垣 ば・ ・一 … 靖 国 における ・ンピ・一夕設 置は第3表 の通 りである
.ま

た デ ィーボル ト調査結果 の グラ フ化 した ものは第8図 の ような結果 とな る
。

第3表 ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 実 績

項 目

国 名

1967年 末

IDC調 査 デ ィ ー ボ ル ト調 査 設 置 台 数

台 数 伸 び率 台 .数 伸 び率 IDC
'

デ ィーボ ル ト

西 独

フ ラ ン ス

イ タ リ ア

オ ラ ン ダ

ベルギ ー ・ル クセ ンブル グ

4,150

2,975

1,710

620

560

4α7%

46.8

42.5

377

400

3,963

3,940

}

ベ ネル ックス

1,482

337%

96.2

544

2,950

2,025

1,200

450

400

2,963

2,008

}

ベ ネル ックス

960

EEC小 計 10,015 4a5 7,025

英 国

ス カ ン ジ ナ ビ ア

ス イ ス

オ ー ス ト リ ア

ポ ル ト ガ ル

3,020

1,040

560

210

35

41.0

36.0

33.3

4α0

40.0

3,079 367 2,140

765

420

150

25

2,252

EFTA小 計 4,865 390 3,500

そ の 他 260 444 180

ヨ ーP・ パ 総 計 15,140 41.4
静
12,464 523 10,705

苦 デ ィ ー ボ ル トの ト ー タ ル は 西 独
,フ ラ ン ス,ベ ネ ル ッ ク ス,英 国 の も の の み 。

一21一



IDCお よびデ ィーボル ト社 の調査結果 を比 較 してみ る と,1966年 末 の時点ではほS'総 体

的 に同 じような傾 向 が出てい る。 ところが,1967年 末 につ いては,フ ランスのデ ータが著 る

し く違 ってい るのが 目立 ってい る。理 由は不明であ る。

第8図 ヨ ー ・ ッパ の コ・ン ピ ュ 一 夕 設 置 の 推 移
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一 方 設 置 金 額 に つ い て は ,IDC調 査 の み が 報 告 し て い る が,こ れ に よ れ ぱ,ヨ ーPッ パ の コ

ン ピ ュ ー タ総 設 置 金 額 は45億 ドル(1兆6,200億 円)で,こ の う ちEEC6カ 国 が10,000

台,金 額 に し て30億 ドル(1兆 円)で3分 の2を 占 め て い る 。EFTA7カ 国 は5,000台,

14億 ドル(5,000億 円)で ほs3分 の1弱 を 所 有 し て い る 。 こ の 概 況 は 第4表 に 示 す 通 り で

あ る 。

第4表 ヨ ーPッ パ の コ ン ビ=一 夕 設 置 金 額

単 位:100万 ドル

項 目

国 名

1967年 1967年 末 通算

金 額 シ ェ ア 金 額 シ ェ ア

西 独

フ ラ ン ス
.

イ タ リ ア

オ ラ ン ダ

・ ペ ル ギ ニ ・ル ク セ ン ブ ル グ

350

285

148

50

47

27.0%

220

11.3

3.8

36

1,250

890

510

180

167

27.7%

197

11.3

40

3.9

EEC小 計 880 67.7 2,997 66.6

英 国

ス カ ン ジ ナ ビ ァ

ス イ ス

オ ー ス ト リ ア

ポ ル ト ガ ル

265

80

38

16

3

204

6.1

3.O

l.2

0.3

910

3ユ5

165

45

8

・2
.(12

7.0

3.6

1.0

03

㌧EFTA小 計
402 31.0 1.44'3 321

そ`の 他 18 1.3 52 1.3

ヨ ー ロ ッ パ 総 計 1,300 1幽000%
〉'4

,492' 10α0%

;" 一ヨー ロッパにおけ る各企 業の 活動

ヨー ・ツパ市場 におけ る米国 メ ーカ ーの市場 占拠率 は85%近 くを示 し'tい る。 しか も各 メ_

　 ミ

カ ーともク ロス ライゼ ンスに よる技術供与 か ら,1セ ー ルス ・オ フィスの開設,さ らに進んで コン

ピュ ータ製造工場 の配 置;ン ・一 ド,ソ フ トの開発 を行 な う研 究所 の開設な ど種 々の手段 によ り進

出 を 行 な っ て い る 。 … バ":・ ・'一 〉 一'・;'・

米国企 業の市場独 占は コンピュ ータ開発 その もの に先導 的地位 を占めでいた こ と,事 業計 画や

マ ニケテ ィング の手法 に米国で確立 した コンピュータ事 業独 特 の体制を ヨー二戸ッパ に持ち込 ん'だ

と とな どに原因hgあ る'。これ に加 えて米国 企業 ほ金 にも あを言 わせて強引 に進 出したーことが加 わ

り,し か も一方の ヨー ロッパ企業 は旧弊 なマネ ージメ ン トの方式 で,と て も最先端 をい'く,コ ン

ピュータ事 業 には ついてい けなか ったのではなし・か と思 われ る。'また:最 近セξ妄方 針 の転換 を

求 あてはい るものの,っL・2つ 年前 まで]垣 一 吋 二・あ世界 的 な電気 噛 信 関係 ゐ ビy夕'11.ヵ
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ンパ ニイ,例 えば シーメ ンス(西 独),フ ィ リップス(オ ランダ)と い った企業が コン ピュータ

には比較 的冷淡で,日 和見的 な態度 を取 って きて いた。 こうした ことがあ って政府 の保 護が厚 く,

企 業 も積極 的だ った英 国のみが,国 内市 場の半分 をかろ うじて 自国メ ーカーの手で確保 しただ け

で,大 陸 の諸 国は米国系企業のほ しい まXの 跳梁 を許 したのであ る。

し かし,こs2年 程 の間 にこ うした状態 は少 しずつ変化 をみ せは じめてい る。例 えば これ まで

ヨー ロッパ の企業 のマ ーケテ ィングに対 す るアプ ローチ は極 めて散 発的で迫力 に欠 けていたのが
,

コ ン ピュ ータに よい ものが整備 され て きたの に伴 な って,ア メ リカ ン ・ス タイルの精緻 なマ ーケ

テ ィ ング政策 に転 換をみせ は じめ ている。 これは英国 のICL,シ ーメ ンス(西 独),フ ィ リッ

プス(オ ランダ),CII(フ ラ ンス)な どの よ うな大 企業が本腰 を入れ出 した こ とに よる。

また コンピュータで も種 々の点で量産化 とか,集 中化,場 合 に よっては一つの国 の企業 が 一致

団結 す るな どして経 済効果 をは かる必要 があ る とか,あ る一定の規 模の仕事 をせねば 米国企業 と

肩 を並 べ てい くことは無理 であ るな どの意味 があ った。そ れが,最 近西欧では英国 のICL,フ

ラ ンスのCIIな ど政府 の肝 入 りで大が か りな合併が行 なわれて きた。 こ うした政府 の援助は,

コ ン ピュ ータ業界特有 の現金 投資が膨大 で ,し か も一方 で資金 の回収が遅い とい う資金 の圧力 を

1大 き く手 助け している・す なわ ち漠 大 な先行 投資 を腰 とす る研 究開発・髄 の・・一 ド…

ト両面の整備 は政府 の補 助金 で,一 方 資金 回収 を遅 らせ る レンタル資金 についても,"国 産 機愛

1用 運動"か ら レンタル会社 への補 助,企 業への資本参加 な ど直 接,間 接に援助の手 をさ しのべて
'い る

。

現 在 の と こ ろ 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ 業 界 援 助 は 国 内 の 企 業 に 限 定 さ れ て い る が,す で にEEC,

EFTAま た は こ れ に 類 す る 同 一 経 済 圏 の 中 で 国 際 協 力 の 話 し 合 い が もた れ,近 い 将 来 そ の 可 能

性 が 濃 い と噂 さ れ て い る。 も し こ う し た こ と に な れ ば,ヨ ー ロ ッパ の 産 業 界 に 米 国 の 大 企 業 並 み

の 規 模 で,コ ン グ ・メ レ ー ト的 活 動 を す る こ と に も な ろ う 。

例 え ば,こ う し た 国 際 協 力 は 英 国 のICL,西 独 の シ ー メ ン ス,オ ラ ン ダ の フ ィ リ ッ プ ス,フ

ラ ン ス のCIIと い っ た と こ ろ が 噂 に の ぼ っ て お り,こ れ ま で も 航 空 会 社 の コ ン コ ル ド開 発 な ど

例 の な い こ と で は な い だ け に 注 目 さ れ る 動 き とい え よ う 。

現 在,ヨ ーPッ パ 市 場 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 市 場 は,9つ の 主 要 メ ー カ ー に よ っ て コ ン ト ロ ー

ル さ れ て い る 。 こ の うち ヨ ー ロ ッパ の 企 業 はICL,シ ー メ ン ス,CIIの3社 で あ る 。 こ の9

社 の 市 場 シ ェ ア はIDCの 調 査 に よ れ ば 第5表 お よ び 第9図 の よ うに な る 。

ヨ ー ロ ッパ 系3社 の シ ェ ア は 全 部 合 わ せ て も12 .5%と 低 い が,い ず れ も各 々 の 国 の 期 待 を に

な っ て 最 近 急 激 に 増 強 を み せ て い る こ と,オ ラ ン ダ の フ ィ リ ッ プ ス 社 の 進 出 が 本 格 化 し て きた こ

と に よ っ て シ ェ ア は あ る 程 度 ま で 拡 大 を 続 け る も の と 思 わ れ る 。 各 社 の 概 況 は 次 の 通 り で あ る 。'

〔 ヨ ー ロ ッパ 系 企 業 〕

ICL(InternationalComputersLimited)

英 国 のICT,EE,Plesseyが 合 併 し て 大 同 団 結 し た 企 業 で 正 式 に は1968年7月 に ス
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第5表 ヨ ー ロ ッパ 市 場 の メ ー カ ー ・シ ェ ア

1967年 末 現 在,単 位:100万 ドル

会 社 名 通算設置金額 市 場 シ ェ ア

IBM・WTC
12
,625 5&0%

ICL(英) 410 90

ユ ニ パ ッ ク 385 &5

GE-Bu11-Olivetti 320 75

シ ー メ ン ス(西 独) 115 25

ハ ネ ウ ェ ル 90 20

NGR 69 1.5

CDC 68 工.5

CII(フ ラ ン ス) 40 1.0

そ の 他(蒔 注) 370 8.5

ト ー タ ル 4,492 10α0%・

注)そ の 他 企 業 は20社 あ り,バ ・ 一 ス,DECな ど 若 干 の ほ か は ほ と

ん ど ヨ ー ロ ッパ の 企 業 で あ る 。

第9図 ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピ ュ ー タ 市 場

出典( EDPlndustryReport)
JanuarY26,1968

総 計$4,492

(単 位100万 ドル)
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タ ー トした。政府 が15%の 資本参 加 を してい るほ か,研 究 開発 資金 として3,350万 ドル

(120億 円)を 準備 して お り,並 々な らぬ援助を してい る。

ICL社 の 規模は初 年度2.1億 ドル(730億 円)で,CDC社 程 度の企業 をめ ざしてい る。

1970年 代 前半の年間の コンピュータ出荷 レベルで4.5～5億 ドル(1,620～1 ,800億 円)が

目標 で,そ の うち40%は 輸 出に向 け るもの としてい る。 しかしこれを達成す るため には種 々の

問 題 点がある もの とされ,と くに混成軍 であ るICL社 の 当初 のス ターテ ィング時の問題が 当面

の課題 である。

まず第1に 現在 すでに構成各社 に よって販売 されてい る機械 の統合 が ある。 これ らの 中にはI

CT1900シ リーズ,EEの シ ス テム4(米 国RCA社 との技術提携 に よる),エ リオ ッ ト社

の4000シ リーズな どで ある。ICT1900は1964年 秋 に発 表 され大成 功 を納め,こ れ

まで に納 入分 は700台,受 注 ベ ースで400台 と1,000台 を越 え るベス ト ・セ ラーにな った。

これ がICTを して1965年 の 決算 では赤 字12.5万 ポ ン ドだ った のを,1967年 には230

万 ポ ン ドの黒字に転換 させた もの とい われてい る。

これに比べ て,EEの シ ステ ム4は 大 型機 で若干の成果を上げ た もの の,小 型機で トラブルが

あ って出荷が遅れた りして あま り良い状 態では なか った。エ リオ ット社 にして もどち らか とい う

と細 々と仕事 を続 けていた とい う状 態 であ った。 これではICTグ ル ー プの発言 力が極めて強 く

な りそ うだが,ICL社 をICTグ ル ープが牛耳 るこ との是否 はい まだ結論 としては出 てい ない。

第2の 問題は英 国が これ まで弱 か った ヨー ・ッパ大陸 とい う大 きな市場 をい かに して 開拓す る

か とい うことであ る。 数年後 に生産 の40%は 輸 出 に回そ うとい うのだ から手 近な ヨー ・ッパ の

大 市 場をだ まって見のがす手 はない。 これを解決す る もっとも簡 単で可能性 のあ る手段は,大 陸

を ベ ースにす る供 給社 と手 を結 ぶ こ とであ る。

第3番 目には1970年 代 前 期 に市場 に出すべ き第4世 代 の ファ ミリー ・マシ ンの研 究 開発 を

ど うす るか とい うことであ る。 これは現在 の機種の調整以上 に問題 であ る。

シ ーメ ンス(Siemens,西 独)

シ ーメ ンス社 は西独 に本拠 を 置 く,世 界 的な(巨 大)電 機総合 メ ーカ ーであ る。

1965年 にRCAと の技 術提携 をする まで コンピュータ部 門にはあ ま り力を入れ てい なか った。

これ までのシ ーメ ンス製 コンピュータの実績は1967年 末 で270台(こ の実 績 にはZuse社

の プ ロセ ス ・コン ピュータは含 まれ ていない)で あ る。但 し,こ の うち約62台 は シーメ ンス ・

グル ープの 中で使 われ てい る もので,ユ ーザ ーとして もマ ン・モス企業 であ る。 また1968年 当

初 で受注残は170台(う ち20台 は社 内利用)で あ った。 同社 の現時 点にお ける課題は輸出市

場の問題 で,現 在全体 の20%が 輸 出 にまわ ってい るが,そ のほ とん どは シ ーメ ンス ・グルー プ

であ り,一 般市場 はほ とん ど開発 されてい ない。

CII(CompagnieInternationalPourLIInformatique・ フ ランス)

フ ランス政府が進め てい るttプ ラ ン ・カルキa－ ル(PlanCalcu1)"を 通 して,CAEと
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SEAの 合 併に よって創設 された のがOIIで あ る。CIIが 現 在持 ってい る商品 ライ ンは米国

ノ

のSDSの シ グ マ ・シ リ ー ズ を ペ ー ス と し た も の で,コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム の 市 場 で は 評 判 が

良 い が,汎 用 で は ま だ 勢 力 が 弱 い 。/

一 方 プ ラ ン ・カ ル キ ュ ー ル の 実 施 計 画 の 下 に 進 め ら れ て い る新 シ リ ー ズ4機 種 は
,ま ず 最 初 の

1機 種 が 本 年 末 ま で に 発 表 さ れ,1969年 初 め か ら 出 荷 が 開 始 さ れ る 予 定 。1972年 ま で を

カ バ ー し て い る 現 在 の プ ラ ン ・カルキ ュール で は,研 究 開 発 に 約1億 ドル(360億 円)の 補 助 金 を

得 て お り,こ れ に 間 接 的 な 政 府 援 助 も あ っ て 新 シ リー ズ の 完 成 後 は フ ラ ン ス に お い て も非 常 に 強

い 立 場 が 保 証 さ れ て い る 。

PhilipsGloeilampenfabrieken(オ ラ ン ダ)

米 国 以 外 で は 最 大 の エ レ ク ト ロ ニ ク ス 会 社 で あ る フ ィ リ ッ プ ス社 は よ うや く コ ン ピ ュ ー タ 部 門

の 拡 充 と本 格 的 進 出 に 取 り くみ は じ め た 。 コ ン ピ ュ ー タ 事 業 部 そ の も の は,1962年 に 創 設 さ

れ,コ ア メ モ リ ー ・シ ス テ ム や 周 辺 機 器 の 生 産 を 行 な っ て き て い た 。 以 来6年 間,コ ン ピ ュ

ー タ ・シ ス テ ム で は あ ま り派 手 な 動 き を み せ て い な か っ た が,し か し1968年 に 入 っ て,小

型 か ら 大 型 ま で 一 応 の ラ イ ン を カ バ ーす るP1000シ リ ー ズ を 発 表,全 面 的 に こ の 市 場 に 打 っ

て 出 る 意 向 を 明 ら か に し た 。

PlOOOシ リ ー ズ は い くつ か の 点 で 画 期 的 な 特 徴 を 有 し て い る 。 ま ず 第 一 に コ ア メ モ リ ー の

サ イ ズ ・レ ン ジ が 広 く,16Kか ら512K(サ イ ク ル タ イ ム 、1μsec)ま で あ る 。 こ れ でIB

M360モ デ ル30～50ま で と完 全 に 競 合 で き る こ と に な る 。 第1号 機 の 出 荷 は1969年 か

ら だ が,す で に オ ラ ン ダ 郵 政 省 か ら 第1号 の 契 約 と し て 約130万 ドル(4.7億 円)の 契 約 に 成

功 し て い る 。 フ ィ リ ッ プ ス はP1000シ リ ー ズ の 生 産 販 売 体 制 と し て,生 産 をNvPhilips-

Electrologica社,販 売 マ ー ケ テ ィ ン グ をPhilipsDataSystems社,そ し て ソ フ ト ウ

ェ ア は 米 国CSC社 と合 弁OCSI(ComputerScienceslnternational)で 製 作 す る。

ま た 当 初 大 き な 資 金 負 担 と な る レ ン タ ル 資 金 の 調 達 に つ い て は1億 ドル(360億 円)の 保 証 を

Pン ド ン のN・M・RothschildandSonsやAmsterdam-Rotterdam銀 行 ,ニ ュ ー ヨ ー

ク のHeldringandPiersonな ど か ら 取 り つ け る た め 折 衝 中 で あ る 。 い ず れ に し て も 資 本 財

力,人 材,さ ら に 世 界 中 に は り め ぐ ら さ れ た マ ー ケ テ ィ ン グ ・ネ ッ ト ワ ー ク と い う力 で,世 界 の

コ ン ピ ュ ー タ 市 場 に 大 き な 影 響 力 を 及 ぼ す も の とみ ら れ て い る
。

〔米 国 系 企 業 〕

IBM

IBMは ヨ ー ロ ッパ 市 場 で も コ ン ピ ュ ー タ の 世 界 を 牛 耳 っ て い る。 英 国 を 除 い て は ど の 国 で も

ト ッ プ の シ ェ ア を 誇 り,全 ヨ ー ロ ッパ の シ ェ ア も58%に 及 ん で い る 。 ヨ ー ロ ッパ 大 陸 に 限 れ ば

シ ェ アは66%に 達 し て い る 。

ヨ ー ロ ッパ で の 活 動 はIBM・WTC(WorldTradeCorp .,)と 呼 ば れ る 子 会 社 を 通 じ

て 行 な わ れ て い る が,こ れ は 完 全 に 中 央 集 権 化 さ れ た 全 欧 州 を カ バ ー す る 組 織 で あ る 。
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し か も ヨ ー ロ ッパ 域 内 に 多 くの 工 場 を 持 っ て い る 。 西 独 に は コ ン ビ ュ ー タ 工 場2,タ イ プ ラ イ

タ ー工 場1,フ ラ ン ス に コ ン ビ ュ ー タ 工 場2,そ し て イ タ リ ア,英 国,オ ラ ン ダ,ス エ ー デ ン に

は コ ン ビ ュ ー タ 工 揚 巻1を 有 し て い る 。WTCの ヨ ー ロ ッパ 地 域 だ け の 従 業 員 で4万 人 を越 え

て い る 。 さ ら にIBMの 市 場 シ ェ ア は ほ と ん ど の ヨ ー ロ ッパ 諸 国 で 増 加 し つ つ あ る よ う に み ら れ

る 。 但 し,ICLが 創 立 し た 英 国 で はIBMの ヨ ー ロ ッパ ・チ ェ ー ン の 中 で 最 と も 弱 い と こ ろ と

し て 残 りそ う で あ る 。

.ユ ニ ノ'ツ ク

ユ ニ バ ッ ク はU-1108や494な どの リア ル タ イ ム ・ コ ン ピ ュ ー タ が 好 調 で 完 全 に 米 国 で

は 再 起 を は か った が,ヨ ー ・ ッ パ で は こ の 傾 向 が は っ き りみ え て い る 。 ヨ ー ・ ッパ 地 域 で は ユ ニ

パ ッ ク は ス イ ス で は 極 端 に 強 く,市 場 の20%を 越 え る シ ェ ア を 持 っ て い る 。 西 独 ,オ ラ ン ダ で

も12%,イ タ リ ア で10%と 米 国 の 水 準 を 越 え て い る 。 し か し,ス カ ン ジ ナ ビ ア と 英 国vciの ユ

ニ ノミッ ク は 非 常 に 弱 いo

GE-Bull-01ivetti

、GEは4年 前 にBU11と オ リベ ッテ ィ の 株 式 を 取 得 し て ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 に 進 出

し た 。 こ の 結 果 フ ラ ン ス にGE-Bull,イ タ リ ア にGEオ リ ベ ッテ ィが 合 弁 会 社 と し て 設 立 さ

れ た 。 し か し そ の 後 こ の 両 社 の 赤 字 は 継 続 し 早 急 に は 好 転 し そ う に もみ え な い 。GEは 現 在,

Bull,オ リ ベ ッ テu社 の 人 材 を こ の 合 併 劇 の 最 大 の 利 益 とす る た め,同 社 の 第4世 代 機 の シ ス

テ ム 開 発 に 貢 献 さ せ よ う と は か っ て い る 。 赤 字 続 き の 市 場 とは い っ て もGEの シ ェ ア 自体 は こ の

両 社 の 獲 得 に よ っ て 大 幅 に の び た 。 フ ラ ンス,イ タ リ ア で は15～20%の シ ェ ア が そ の まx掌

中 に あ る し,ベ ル ギ ー の15%,オ ラ ン ダ と ス イ ス が 各 々9%,西 独 が5%で あ る。

ハ ネ ウ ェ ル'

ヨ ー ロ ッパ 大 陸 で の ハ ネ ウ ェ ル は 全 くの 新 参 者 で ,そ の シ ェ ア も微 々 た る も の で あ る 。 し か し

英 国 で は1960年 代 の は じ め に 事 業 を 開 始 し た とい う歴 史 に 裏 打 ち さ れ て 市 場 の8%を 持 って

い る 。 こ の よ う に 総 体 的 に ヨ ー ロ ッパ で は 弱 い が,ア メ リ カ で の ハ ネ ウ ェ ル 社 の 急 激 な 伸 び を み

る と,現 在 の シ ェ ア が 低 い だ け に,今 後 も っ と も 積 極 的 な 活 動 が 期 待 さ れ る 米 系 企 業 と 目 さ れ て

い るb

NCR

英 国 で はNCRはElliottAutomation社 と提 携 し て 商 売 を し,市 場 シ ェ ア6～8%を 占

め て い た と思 わ れ る 。 と こ ろ がElliott社 のEE,そ し て 実 質 的 にICL社 へ の 合 併 に よ り,

こ の 販 売 ル ー トを 失 な っ た 。NCRは 現 在,新 し い セ ンチ ュ リ ー ・シ リ ー ズ を 銀 行 お よ び 小 売 店

向 け に 焦 点 を 合 わ せ て 巻 き 返 し を は か っ て い る が,か な りの 苦 戦 が 予 想 さ れ て い る。

CDC

CDCが ヨ ー ロ ッパ に 進 出 し た の は こ の 数 年 間 だ が,セ ー ル ス の 成 果 も 超 大 型 機 を 中心 と し た

特 定 機 種 に 限 ら れ て い る 。 地 域 的 に も 西 独,フ ラ ン ス,・ オ ラ ン ダ,ス イ ス に 限 ら れ て い る が,シ
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ステ ムが大型 の機械 を中心 にしてい るため金額 では全 ヨー ロッパ の1 .5%の シ ェアを持 ってい る。

そ の他 のメ ーカー

この外 の?ン ピュ ータ ・メーカ ーでは,パ ・一ス とDEC社 が 今後数 年間 に もっとも伸長 を予

想 される企業 であ る。 バ ロース社 はIBM社 と対決の結果英 国の銀行業界 から9 ,000万 ドル

(324億 円)の 大 口受注 を獲得 して世間を ア ッといわせ た。 これはTC-500タ ー ミナル.

コ
.ンピュ一夕数千 台を含む大 が か りな リアルタイム ・シ ステムであ る。

DEC社 は 英 国におい て科 学技術 ,プ ロセス用小型機 の市場 で有利 な地位を 占め るに成功 し,

さ らに大 陸へ の進 出を企 画してい る。

RCA社 は ヨーロ ッパ については直接進出で な く,多 くのパ ー トナーを選んで ライセ ンス契約

に よる売 り込 み をはか ってきた。 しか しこ うした ヨー ロ ッパ のメ ーカーは次々に国産機 産業樹立

の旗 印の もとにRCAと の手 を分 かつ よ うにな って きてい る。例 えばICTとBU11は こ れ まで

RCA301を 売 って きていたが,今 や これは実質 上 ゼPに 近 い
。EE(英 国)も スペ クトラ70

を シ ステム4と して国産化 してい るが,ICL社 へ の合併統 合で この先行 きは おぼつ かない
。西

独 の シーメ ンス社 もスペ ク トラ70を 生 産し ているが,こxで もシーメ ンス社が 自社 の ライ ンを

開発 して お りこれが完 成す ればお払いば こになる可 能性.が濃 い。

SDS社 もRCA社 と同 じよ うな技術提携先 どの関係 の先行 きに不安があ る。 フランスではC

AEの 手 で販 売 されていたが・ これがCII(プ ラ ン ・カルキ=一 ル)に 合併 されて しま った。

い まの ところCIIが 自社 の ライ ンを持 ってい ないためSDSの シ グマ ・シ リーズは主 力機種 と

して販売 されてい るが,プ ラ ン ・カルキ ユールの新 機種 が今 年末 に発表 される とそ の陰 が薄 くな

るこ とは必至 であ る。英 国 でも現在GEC,ComputersandAutomationがSDSの コ ン

ピュータを売 ってい るが,英 国の産業界再編成 と合 併ばや りで この先行 き も疑 問が多い
。

ヨ'-Pッ パ 市場 の将来(1975年 ま で)

ヨ ー ロッパ におけ る コンピュータ設 置は今後か な り急速 に伸 びる もの と予想 され る
。 と くに

1970年 中 頃 までは少 な くとも年率20～25%平 均 の伸びが期待 される
。 これは米国の.市場

よ りも拡大のテ ンポが早い こ とを示 してい る。 これ らの予測は第6表 に示す通 りである
。

この表 に もみ られ る通 り,ヨ ー ロッパ とアメ リカのギ ャップは徐 々に うま ってい くこ とが 予想

され る。

ヨー ロッパ市 場のキ ーポイ ン トになるのは やは りICL
,シ ーメ ンス,フ ィリップス,CII

とい った地 元 企業だが,次 世代 の コンピュータに関 しては米国 のメ ーガーよ りもむ しろ早 く世 の

中に出す こ とが可 能の ようであ る。 ア プリケ ーシ ョン面では ヨーロ ッパは米国に比べ て通 信回線

を利用 した もの に遅 れがみ られ るこ と,要 員 とくに熟練 した スペシ ャ リス トが不足 してい るこ と

な どに問題 があ る とされてい る。
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第6表 ヨPッ パ の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 予 想

年 ヨ ー ロ ツ!ぐ 米 国
米 国 を100と

し た 時 の ヨ ー ロ ッパ

1958 370 2,550 14.5

59 610 3,810 16.0

60 1,000 5,400 18.5

61 1,600 7,550 21.2

62 2,500 9,900 25.3

63 3β00 12,850 29.6

64 6,00.0 18,200 33.0

65 7,500 23,200 32.3

66 10,700 29,800 35.9

67 15,140 40,100 37.8

68 2'0～21,000 49～50,000 41.4善

69 26～27.500 57～59,000 46.1寿

70 32～34,000 68～69,000 48.2蘂

75' 65～70,000 10'0～110,000 643寿

'

寿 ヨ ロ ッパ と米国 の指数比較 は各 々中間値 を もって計算 してい る;

2-4.英 国 コ ン ピュー タ産業 の大 団結

英 国 の コ)/ピ1ぞ 一 夕 産 業 に お け る 大 同 団 結 が 完 了 し た'。7月 に 正 式 ス タ ー ト し たICL(ln-

ternationalComputersLtd.)が 英 国 唯 一 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に な っ た の で あ る 。

英 国 ほ ど コ ン ピ ュ ー タ 分 野 の 企 業 の 離 散 集 合,合 併 に 次 ぐ合 併 が 行 な わ れ た と こ ろ は な か った で

あ ろ う。 一

英 国 政 府 の.コ ン ピ ュ 三 夕 産 業 に 対 す る 強 い 執 念 が,米 国QDC社 並 み の 巨 大 コ ン ビ ュ ーB・ ・メ

ー カ ー を つ い に 作 り 上 げ た も の で あ る 。 こ れ に よ り英 国 内 で の 海 外rン ピ ュ.一 夕 ・メ ー カ ー の 跳

梁 を 制 す る と共 に,国 際 市 場 で の 活 躍 が 期 待 で き る とい う。

英 国 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ.一 カ ー の こ れ まで の 動 向 は 目 ま ぐ る し い も の が あ った 。 こ の 概 況 は 第

1.0図 に 示 す 通 りだ が2年 置 き ぐ ら い の 間 隔 で,企 業 提 携 と か 合 併 とい った 事 件 が 起 こ っ て い る 。

大 同 団 結 の 契 機 と な・っ た の は,19・67年 にElliottAutomation.が.EE(English.

..ElgctricCo↑).に 合 併 さ れ た もの で あ る.。 そ の 時 点 で 図 で も判 明 す る よ う.に英 国 に はICT,

EEC,Elliottが 主 要3社 と し て 存 在 し,ICTが 事 務 用 を 中 心 と し た 小 中 型 機.,EECが

科 学 技 術 用 を 中 心 と し た 大 型 機,Elliott社 は プ ロ セ ス,コ ン ト ロ ー ル.用 コ ン ピ ュ ー タ と機 種

別 に 市 場 を 分 け て い た 。 英 国 政 府 と し て は 米 国 メ ー カ ー と 立 ち 打 ち で き る コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 樹
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第10図 英 国 コンピ ュータ産業 の大 同団結 までの足 ど り

EE(EnglishElectricCo.Ltd.)
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立 とい うこ とで種 々の施策 を進 めて いた中に超大型機 の開発 とい う一項 が あ った。 ところが,こ

の プPジ ェク トには3社 とも名乗 りを あげ て きた し,こ のほ かに も機種 の大小 で分 ける とい った

形 で は調整 のつかぬ問題が起 きて きた。

さ らにIdTはICT1900シ リ ーズが好調では あ ったが,こ の販売活動 や レンタル 資金 で

資金面 での圧迫 が出て き,一 方EECは シ ス.テム4が 若干 トラ ブルがあ って 出荷が3ヵ 月全体 に

遅 れ た り,機 種間 に価格 面での アンバ ランスがあ って市場で失敗が表 面化す るな ど問題が徐 々に

大 き くな って きていた 。 こ うした全体 の傾 向か ら英 国政 府は これ ら3社 を大同 団結 して英国 にた

だ1つ の巨大 な コンピュ ータ ・メ ーカーを作 ろ うとい う意向を固めた ものであ る。

ITL社 はEE/Leo-MarconiとElliottカ も合 併 してで きていたEEC社 とICT,そ

し て通信会社 のPlessey社 が 合併 して で き上が った。ITL社 の 株 はICT社 が53 .5%を 所

有 し,EE(EECの 親 会社)が18%,Plessey社 が18%,英 国 政府 が10.5%と い う比

率 であ る。1[llLの 現 在 の能力は初 年度2.1億 ドル(730億 円)と されたが,目 標 は1970

年代 早 々に年間5億 ドル(1,800億 円),う ち40%は 輸 出にふ り向け よ うとレてい る。

ICL社 設 立の 背景は前述 した ように国内企業同 志の競合 を排 除 し,開 発投 資 の重複 を避け る

とい うこ とに最大のポ イ ン トがあ った。 しかし現実 問題 としてICTの1900シ リーズはEE

Cの シ ステ ム4フ ァ ミリーに真 っ向 うか ら対立 している機種 だ し,超 大型機 の 開発 プ ・ジェク ト

もICTの プPジ ェク ト51,EECの シ ステム4モ デル90の4100シ リーズ と3社 別個 に

行 なわれて きた経過 から推 して急速 に調 整 がつ くとも思われない。いず れ もICTが 実 績面 で も

政府 のおぼえ も良 くてその主導 権 を取 りそ うではあ るが,ICLが 旧ICTグ ル ー プで独 占運営
/

され る ことになれば,本 ・当に この巨大 メー カーの利益 につなが るか ど うかは疑 がわ しい といわれ

てい る。

英 国政府 は1970年 代,す なわち第4世 代機の ファ ミリーを新 たに一本化 して開発す る こと

で研 究開発 資金 を支出 しよ うと考 え ている。これには今後4カ 年 の間 に3,200万 ドル(115億

円)を 準備 してい るといわれ る。
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3.ソ フ トウ エ ア 産 業 の 台 頭

3-1.ソ フ トウ エ ア と プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・サ ー ビ ス

ソ フ トウエア会社 とい うもの につ いて のイメー ジは 種々 あるだろ うが,高 度 の教 育訓練 を うけ

た人 々に よ って遂行 される プロ フェ ッシ ョナル ・ワー ク(Professionalwork)を 業 とす る企

業体 であ るとい うのがPRC(PlanningResearchCorp}の 社 長|RobertW.Krueger博 士

の主張 で あるご

博 士に よれば 医師,薬 剤 師,弁 護 士,経 理 士,経 営 コンサル タ ントとい った一 般の プ ロフェ ッ

シ ・ナル ・サー ビスは米 国の国民総生産(7 ,600億 ドル ー273兆 円)の5%を 占めてい るが;

こ れが2,000年 頃 までには,国 民総生 産2兆 億 ドル(720兆 円)の うち15～20%と い う

極 めて高い位 置を 占め るよ うにな るであ ろ うとしてい る。 こ うした ことは今 後30～35年 の 間

に プ・フェッシ ョナル ・サー ビス産業が10倍 に も拡大 す るこ とを意味 す る。

この産業 の中には経営 コンサル タ ン ト会社,エ ンジニア リング会社 ,コ ンピ ュータ ・サー ビス

会社 ・ システム アナ リシ ス会社が含 まれ る ことにな る。 こ うした プロフ ェ ッシ ョナル ・サー ビス

を売 り物 とす る企業 は,ほ とん ど人 間だ けが た よ りの仕事 をす る。物を作 る会社 では
,そ のため

の製造 設備 に巨大 な投 資を行 な うが,サ ー ビス会 社の投 資は人 間だ けな ので
,仕 事の需要 に応 じ

て これを増 減す るこ とで利益 を上げ るよ うに経営 で きる
。人間 を うまく確保 で きさえす れば絶対

に儲 か る とい うKrueger博 士の ソフ トウエア産業 に対す る考 え方は ここか ら来 てい るのだ とい

う。

PRC社 の 調査 に よれば,プ ・フ ェ ッシ ・ナル ・サ ー ビスにおけ る利益は 税引後5%
,荒 利 益

の段階 では20%程 度 の ものだ とい う。 また この市場は医者
,弁 護 士,経 理士 関係 を除 いた,す

なわ ち研究 開発色 の濃い ところを考 えてみ ると,次 の よ うな資金源 によ って支え られてい る とい

う。

'米 国 国防省(DOD)現 在DODの 年 間予算 は750億 ドル(27兆 円)だ が
,こ

の うち3～4%が プ ロフ ェッッ ヨナル ・サー ビスに支 出され てい る
。

'米 国連邦政府 一 政 府予算 の うち国防関係 を除いた ものは500億 ドル(18兆 円)に

な るが,1～2%が こ の分野 に流 れて いる もの と推定 され る。

・ 州'・ 一カル政府 一 各州の 予算 を集め ると連邦政府予算 の半分 ほ どにな るが
,プ 。フ

tcSystemsanalysis,computers
,andthefutureofprofessional

se「vices`(ComputersandAutomation196 .8年7月 号)
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エ ツシ ョナル ・サー ビスに支 出 して い る金 の比率 はほぼ 連邦政府 と同 じ ものになろ う。 これか

ら推 定す ると州 ・P－ カル政 府は年間10～15億 ドル(3,600億 ～5,400億 円)を 投入

してい るもの と思わ れ今後数 力年以 内に急増す るもの とみ られ る。

・ 産業界 こ うした政府資金 のほ かに国内の産業界の 各企業が年 間20～30億 ドル

(7,200億 円 ～1兆 円)の 資金 を出 してい るもの と推定 され る。

これ らの資金源 から プロフ ェ ッシ ョナル ・サ ー ビス産業 に投 下 され る資金 は結局70億 ドル

(2.5兆 円)程 度 と見 られ,国 民総生 産の1%弱 に 当 る。

また さらに細 か く考 えて見 るとコ ンピュー タ ・ソフ トウエ アに限 れば,ソ フ トウエ ア ・サー ビ

スの市場は,こ こで示 した狭義 の プ ・フェ ッシ ・ナル ・サ ー ビスの約 半分,す なわち35億 ドル

(1.3兆 円)で,残 り半分 はシ ステ ムズ ・アナ リシスな どを中心 とした仕事 にな るとい う。

(第11図 参 照)

第11図 米 国 の プ ロ フ ェ ッ シ ・ ナ ル ・サ ー ビ ス 業 の 構 造

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル
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3-2.ソ フ トウエ ア 会社 成 立 の 条件 と環 境

コ ン ピ ュ ー タ 関 係 に 絞 っ た プ ロ フ ェ ッ シ ・ ナ ル ・サ ー ビ ス を ソ フ ト ウ エ ア 産 業 と し て み た 場 合,

実 際 に 企 業 が 行 な う仕 事 の 内 容 は 大 別 す る と 次 の よ うに な る。

・ソ フ トウ エ ア ・プ ロ グ ラ ミ ン グ の 作 成 お よ び シ ス テ ム ワ ー ク を 含 む ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビ ス

・ コ ン ピ ュ テ ー シ ョ ン ・サ ー ビス

.コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 教 育

こ の3っ は 大 き く分 け た 場 ・合 で,実 際 に カ ス ト マ ー か ら 得 て い る 収 入 の 対 価 は 種 々 雑 多,多 彩

な サ ー ビ ス に よ っ て 成 立 し て い る 。 ソ フ ト ウ エ ア 自 身,無 形 の も の だ し ア イ デ ア を 売 る と い っ た

傾 向 が あ る た め,物 を 売 る 時 の よ うに こ れ と い った 決 ま っ た パ タ ー ンが あ る わ け で は な い 。 カ ス
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トマー と話 しが合 いさえす れば,な ん で も商 品に なる とい うことは,商 品に仕立て上 げ るには カ

ス トマー と真 っ向から話 し合 え,さ らに ある種の 指導性 を持 った高 い能力が要求 される とい うこ

とである。 こ うした他 よりも一歩 も二歩 も抜 きん 出た 専門技術 を持 っていない と仕事 が出 さない

とい うこ とから各 ソフ トウエ ア会社は得 意の専門 分野 を持 ってい るのが普通であ る。

現在米 国には少 な くとも ソフ トウエ ア会社 と呼 ばれ る企 業が2,000社 は あ るとされ るが,こ

れ らのほ とん どは特定の専 門分野 に しか通 じぬ能 力を持 った,し かしその代 りに 稀少価 値 を持 っ

てい るスペ シ ャリス トに リー ドされた,2～3名 の従 業員 とい う零細企業 であ る。 しか もこれ ら

の零細 企業 は設立当初は好調 であ って も,ス ペシ ャリス トを広範 に確保 する ことがで きず にす ぐ

に停滞期 に入 って しま う会社が 多い。

一方 伸び てい る会社は極 めて専 門化 した あらゆ る分野 のエ ンジニアを糾合した組織 と して大 き

な プロジ ェク トを取 り扱 うチ ャンスに恵 まれ てい る。 しかも大 きな組織 にふ くれ上が る途次 にお

いて は零 細企業を貧欲 に買収,吸 収合併 して きた。 この段 階では専 門技術 だけにた よるわけには

い かず"資 金"と"マ ネー ジメ ン ト"が 要求されて きている。

こ うみて くると,い わ ゆ るソフ トウエ ア会社 と呼ば れてい る企業の姿がおぼ ろげ なが ら浮 かん

で くるよ うな気がす る。そ こで ソフ トウエ ア会 社 の特徴 を大雑把 に みてみ ると次の よ うにな る。

・専 門的技術 サー ビスの能 力が必要であ る。

独 立 したソ フ トウエ ア会 社の ほとん どは熟練 した コン ピュータ専門家 に よ って設立 されてい る,

技 術屋 の集 まりだが,自 分 達の力 を存分 に発揮 したい とい うこ とで設立 されてい る。 し かし こ う

い うことは逆 に腕一本 で食 っていけ る専 門的な能 力が ない とだめだ とい うことに もつなが る。

'コ ンピュータ ・スペシ ャリス トに とって魅 力あ る職 場で ある。

ソフ トウエ ア会 社が 高度 の スペシ ャリス トを雇傭 してい るとい うのは,と りもなおさず この企

業が コン ピュータ ・スペシ ャリス トに と って極 めて魅力 があ るとい うことにつなが る。待 遇,サ

ラ リーの向上 とい う面 もあ ろ うが主 に仕 事の面 でスペシ ャリス トの意欲 を満 足 させ ることが で き

る ことが最大 の利点 で ある。第1に 熟練 した スペシ ャリス ト同志がチー ムを組 んで働 け るとい う

こ とであ る。企業 の トップも多 くの場合 、スペシャリズトも しくはその出身だから こ うした環 境づ く

りに理解が ある。第2に,こ れが最大 の要 因だが,高 度の プ・ジェク トに取 り組 む チ ャ ンスが 非

常に多い とい うことであ る。 これは 実力 さえあ れば,さ らに高度 な プ・ジェク トに参加 して実力

だけ で昇進 できるチ ャンスがあ る とい う第3の 理 由につなが る。ユ ーザーやメー カーで縁 の下 の

力持 ちとして働 いてい る多 くの スペ シ ャ リス・トからみれば 出世の機会は雲泥の差 で 多い よ うにみ

え る。技術屋 で企業 の トップに躍 り出 るには こ うした エンジニア リング ・オ リエ ンテ ッ ドな会 社

でなければ チ ャンスが ほ とん どない ともい える。 これは 魅力 である。 しか し反面 ソフ トウエ ア会

社 に と っては この専門家 だけの集団 とい うのは や っかいな ことがないわけではない。 まず ス タ ッ

フが不足 したから とい って 内部 に新人 を取 って教 育す るとい うこ とは まず不可能 である。 ほ とん

どは他社 か らのス カウ トにた よる。 求人 難の折 からこれは大仕事で 他 社からの スカ ウ トと同 時に

〆
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他社 からの引 き抜 きに も対抗 策 を施 こす必要が ある。 しか も人 数 をそろえ よ うとすれ ばス タ ッフ

の質,熟 練度 を一 定の レベル に維 持'しなければ ならない。

・小 資本 で設立 で きる
。

ソフ トウエ ア会社の 設立 は比 較的少 ない資金 で可能 である。売 れ る アイデ ア ,と りあえず有 利

な契約 条件 さえ あれば す ぐにで もは じめ られ る。 資産 も別 に建物 ,コ ンピュータ,土 地 な どは不

用 だ し・ ソフ トウエア会社 の真の財産は専 門的才能 を持 った人材 とい う貸借対照表には 表われぬ

ものであ る。第7表 は現在 では著 名な ソフ トウエ ア会 社が,一 体 どの程 度 の規模 でス ター トした

第7表 米 国の主要 ソフ トウエ ア会社 創業 時規模 単位
:1,000F"7レ

企 業 名 事 業 創 業

'

初 年 度 最新年度

売 上 高資 産 売 上 高

AutomaticData

:Pr・cessing デ ー タ 処 理 1961 228 661 9,054

C。 ひP・ ・erU・ag。 プ ロ グ ラ ミ ン グ 1957 75 200 8,897

Datatab デ ー タ 処 理 1959 0.9 138 905

ExecutiveData

Systems

デ ー タ 処 理

プ ロ グ ラ ミ ン グ
1966 99 30 30

.]五fo壬matics
デ ー タ 処 理

プ ロ グ ラ ミ ン グ
1962 20 150 ,6,428

APPliedData

Research
プ ロ グ ラ ミ ン グ 1959 ? 346

』1
,386

Ult・6・i・

Systems

デ ー タ 処 理

株 式 相 場 情報
1961 ? 35 806

Digitek プ ロ グ ラ ミ ング `1961 ? 19 L251

Adminfstrative

・Systems デ ー タ 処 理 1964 5 19 94

Univer'sity

COmputin9

デ 一 夕 処 理

プ ロ グ ラ ・ミ ン グ
1963 340 627 4,532

C・mPut・x
1
デ ー タ 処 理 1966 2,874 L887 2,779

C-E-1-R
デ ー タ 処 理

プ ロ グ ラ ミ ン グ
1956 31 683 22,359 '

Computer
APPlicationS

デ ー タ 処 理

プ ロ グ ラ ミ ン グ
1960 ? 175 17,576
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Q.か を 示 す ものだが・ ソフ トウエ ア会 社はCUqな ど でもわず か ・75,000ド ル,・C-・E-1-R

も31・000ド ・レの資金 で 出発 してい る・
,'・.1

場 合 に よ ってはす ぐれた アイデ アと専 門技術 をも っていれば 護れで もが ソフ トウエ ア会社 をは

じめられ る とい う長 所が あ る。 しか レ逆 に コス トの方が収益 よ りも大 き くな るよ うな不利 な仕 事

には,い.く ら面 白い仕事 で も手 を出せ ない ことにもな る。 ζの辺が零細 ソフ トウエ ア会社 の限 界

であ り,政 府,産 業界,軍 の出す超大型 プ・ジェク トは ソフ トウ干ア会 社 で も大 型 の企業 に しか

契約 で きぬ事にな る。 こ うして ソフ トウエ ア会社 はあ る一線 を越 す とやは り大 型化 に必死 にな ら

ねば な らない。

・ソフ トウエア会社の経 営は人 件 費に左右 され る
。

ソフ トウエア会社 の最大 の資産は人間 であ る。 この業界 は零細 業者がひ しめ き合 ってい るので

競争が激 しい。一方 コス トの方 は プ・グ ラ ミング作成 のための人件 費は どうして もあ る一定 の比

率で必要 にな るか ら鮒 は眠 れる… ず れにし'てもぼろ鮒 と・・うわけ に(ま⑭ ない.・ れは

特定の発注主 のた めに ソフ トウエアの作成 を請負いでや ってい る限 りは そう であ る。 これが長 く

続い て業務が 拡大 で きなければ,年 々上 が ってい く人 件費の重 圧 に耐え るのが精一杯 とい うこと

になる し,ひ いては ソフ トウエ ア会社 の魅 力その もの も色挺 せ ることにな りかね ない。 そ うした

有能 な人 間を 自社 に引 きとめて お くために もスペ シ ャリス トの 手 をつけたい よ うな仕事 を常 に準

備 してお く必要が あ る。 カス トマーから このよ うな仕事を受注 す るのは一度な ら まだ しも継続 的

に とい うとまず 無理 であ る。.この対抗策は 自社 の独 自の製品(プ ・グラム ・パ ッケー ジや サー ビ

ス な ど)を 開発 す る しか な〉い。

・独 自の ソフ トヴエア商 品の開発 に大 きな比 重 が移 ってい る
。,

ア プ リケーシ ョン ・パ ッケ ー ジや コン ピュータによ る情報 サー ビスを多 くのユ ーザ ーに同一 の

ものを販売 で きるな ら … ウエ ア会社の縫 基盤1斌 変革 担 げ よ う.こ れ まではい くら大 き

な ソフ トウエ ア開発 プロジ ェク トで も,'こ れ を作 るに要 した開発 コス ト,そ れに一定の利益率 を

・かけた・ いわ ゆる原価 計算 方式 の手 間賃仕事 であ った。情報処 理 サー ビス とい う最 先端 をい く仕

事で あ ったが ために手間賃 が少々高 か ったわけ だが,し か しこれも需要 と供給の バ ラ ンスの問題

で競合が激 し くなれば デ ィス カウ ン トで安 くな るのは当然の こ と。 とす れば 自社 で これは売れ そ

うだ と思 う"ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ージ"や"情 報 サー ビス"を 開発 して,こ れ を広 く販売すれ

ぱ,も はやそ の作 成に かけた手間 に依 存せずに商売 で きる。

もち ろん リスク もあるが,売 れ ればかな り大 きな利益 を掌中 にで きるであろ う。こ うした理 由

から現 在 ソフ トウエア会 社の大手は 競 って専有 権付 き(Properietary)ソ フ トウエ ア ・パ ッ

ケー ジと呼ばれ る仕事 を積極 的.に開発 してい る。

・大 手 ソフ トウエ ア会 社は株式 の公開 に踏 み切 ってい る
。

ところでPrOperietaryソ フ トウエ アを開発 す るとなるとかな りの資金 がい る
。 しか も大 手

の ソフ トウエア会社 では 副業 と して,コ ンピュー タ ・セ ンターを経 営 した り
,情 報 サ ー ビス ・ネ
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ツトワークの建設 に進 出した り,学 校を開設 す るな ど多角化経 営を行な って～・るため に資金需 要

は大 幅 に増 えてい る。 ソフ トウエア会社 の株 式の公開 は こ うした理 由では じま った。今 の ところ

各社 とも成長株 として株価 の伸びは すば らしい ものであ る。

米国企 業 でも っとも急激 な伸長 を示 した企業 の中の1つ に ランクされ るとい うUCC(Univer-

sityComputingCo・)・ な どは,創 業 以来 わずか5年,た った1.50ド ル の株は今や155ド

ル と100倍 には ね上 が った。 これ で売 り上 げ高1,700万 ドル(61億 円)の 企業 の株 の価値

は6億 ドル(2,160億 円)に 急騰 した ので ある。 ソフ トウエア会社では第1位 に位す るといわ

れ るCSC(ComputerSciencesCo「P)社 の株価 の足 ど りは第12図 に示 す通 りで ある。

第12図CSC社 株公開以来の株価推移
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こ うして ソフ トウエ ア会社 も大 衆資本 を糾 合 して事業 として もさらに大 きな飛躍 に向 か って挑

戦 し?つ あ る。

3-3.ソ フ トウエア 会社 の事業 内容

ソ フ トウエ ア会社ヵい 商品"に 仕 立 て上げ る仕事は無数 にあ るとい って も よい。極 端 な言 い方

をす れば カス トマーが情報 シス テム を導入 す るため にた どる各 フ ェーズ,シ ステムの計画段階 か

ら保 守 まですべて のフ ェーズで何 か手助 け とな る仕事 を発見 で きるはずで あ る。 まずユ ーザーが

コン ピュータ ・システムを導入 す る時 の プロ ジェク ト ・サイ クルを考 えてみ よ う。

第13図 は 通常み られる プPジ ェク ト ・サ イ クルだが,単 純化 すれば①計画,② システム分析

とシ ステム設計,③ プ・グ ラム整備,④ 運用,⑤ 保 守 とい う流 れにな る。 この5っ の段階 で種 々

の需 要が 出て これ に答 えるべ くサー ビスが考 え られ る。 全段階 を通 じて行 な うこ とので きるサ ー

ビスは(1)要 員 教育,② 要員派遣,(3)参 考 書,テ キス トの発行 とい った仕事が あ る。次 にその概 況

をみ てみ よ う。
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図13 コ ン ピ ュ ー タ 導 入 の プ ロ ジ
ェ ク ト ・サ イ ク ル の モ デ ル
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{1)要 員 教 育

コ ン ピ ュ ー タ ・ス ペ シ ャ リス トか ら ユ ー ザ ー の ト ッ プ マ ネ ー ジ メ ン ト ま で 広 い 範 囲 の 教 育 は ソ

フ ト ウ エ ア 会 社 の 大 き な 財 源 に な って い る。 プ ロ グ ラ ム を 書 く コ ー ダ ー と か ジ ユ ニ ァ ・プ ロ グ ラ

ーマー の 教 育 は 主 に 専 門 の 学 校(ECPI
,PSI)や コ ン ピ ュ ー タEメ ー カ ー(CDC,IBM)

な ど が 大 き く進 出 し て い る が,ソ フ ト ウ エ ア 会 社 で もC-E-1-RがAI(Automation

Institute)と い う子 会 社 で 実 施 し て い る。 し か し全 般 的 に ソ フ ト ウ エ ア 会 社 が 力 を 入 れ て い

る教 育 は シ ニ ア ・プ ロ グ ラ マ ー と か ト ッ プ マ ネ ー ジ メ ン ト,シ ス テムズ ・エンジ ニア等 の 上 級 エ ン ジ ニ

アを 対 象 と し て い てCUC社 の よ うに 通 信 教 育 を や って い る と こ ろ も あ る し,高 い 技 術 レベ ル を

持 つ 人 材 を 生 か し て,IR(情 報 検 索)と か,MIS,OS,TSSな ど と い った 短 期 日 の セ ミ

ナ ー を頻 繁 に 開 催 し て い る と こ ろ も あ る。 ま た プ ラ イ ベ ー トな 形 で 企 業 と契 約 し て 教 育 ・訓 練 を

請 負 う場 合 も あ る

② 要 員 派 遣

業 界 全 体 で 熟 練 し た ス ペ シ ャ リ ス ト不 足 が 深 刻 化 し て い る た め 要 員 派 遣 と い う形 で の サ ー ビス

を 行 な う こ と も多 い 。SE(シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア)か ら プ ・ グ ラ マ ー,オ ペ レ ー タ ー,キ ー パ

ン チ ャ ー ま で 広 範 に わ た る,一 種 の ス キ ル(Ski11)を 売 る 仕 事 で あ る 。

㈲ 出 版 活 動

現 在 の と こ ろ ソ フ トウ エ ア 会 社 が 出 版 活 動 に 深 入 り し て い る と こ ろ は 少 な い 。 し か し今 後 の 需

要 と し て は か な り大 きな も の が あ る と期 待 さ れ て い る 。

熱 心 な と こ ろ はAuerbach社 の 各 種 技 術 レ ポ ー トやAdamsAssociates社 の コ ン ピ ュ ー タ

ハ ン ドブ ッ ク な どは 定 期 刊 の も の と し て 有 名 で あ る。 ま た 最 近 ベ ス ト ・セ ラ ー と し て 注 目 を 浴 び

た も の と し てCUC社 が 出 し た"ProgrammingtheIBM360"は グ ッ ド ・タ イ ミ ン グ な

企 画 と し て うけ た 。 ソ フ ト ウ エ ア会 社 が コ ン ピ ュ ー タ 業 界 で 最 先 端 の と こ ろ を走 り,秀 れ た ノ ウ

ハ ウ を も っ て い る 限 り,出 版 物 に 対 す る 指 導 性 と テ ー マ の 選 択 に は 有 利 な 立 場 に あ る と 思 え る 。

一 方 導 入 各 フ ェ ー ズ に お い て 個 々 に ソ フ ト ウ エ ア会 社 の サ ー ビ ス 能 力 が 重 用 さ れ る も の と し て,

導 入 コ ン サ ル テ ィ ン グ,シ ス テ ム 解 析,プ ・ グ ラ ミ ン グ作 成,コ ン ピ ュ ー タ'セ ン タ ー の 運 用 代

行,プ ・ グ ラ ム ・メ イ ン テ ナ ン ス と な っ て い る 。 こ の 大 要 を 取 り ま と め て み る と 第8表 の よ うに

な る。

第8表 ソフ トウエア会 社の サー ビス内容

フ ェ ー ズ サ ー ビ ス の 内.容

予 備 計 画 と 'EDP導 入 の 可 能 性 調 査(Feasibilitystudy)

コ ス ト評 価 ・データ処理組織 の調査

・機器(ハ ー ドウエ ア)の 一般 調査 と選定基 準設 定,そ の他

・ プ ・ グ ラ ミ ン グ 言 語,OSな ど ソ フ ト ウ エ ア の 選 択 調 査
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情報 システ ムの

分析 と設計

プ ロ グ ラ ミ ン グ

.作 成 と テ ス ト

情報 シ.ステムの

設置 と運転

メ イ ンテナ ンス

(保 守)

'シ ス テ・評価 ‥rひ 例:SCEI}
.Tプ .Pグ ラ.ム・S3な ・どシ ミ・

・二元 シ スみ 効 果 を評価 鵠 プ・グ ラ・な どの醗 にそれ を使

ったサービス) ..

・シ ス テ ム 分 析 ,.設 計,実 施

。プPグ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム

。オ ペ レ ー テ ィ ン グ'シ ス テ ム

。デ ー タ通 信 シ ス テ ム 、 、

。 ア プ リケ ー シ ョ ン'シ ス テ ム

二.・・グ・綱 発!請 負い)・ 隈 な プrグr・ の販売(P・ ・per・・二

.・ta「yP「og「am)・tt

。 コ ン パ イ ラ ー と ア セ ン ブ ラ

。 コ ン ト ロ ー ノレ ・プ ロ グ ラ ム

。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム

。移 行 プ ロ グ ラ ム(EDPシ ス テ ム の 変 更 ・移 行 時)

∵ ン ピ ュ 一 夕'セ ン タ ー の 運 用(フ ノレ祈 ば ㌻ け イ ム?趣 請

負 い 。.パ ー ト ・タ イ ム の 場 合 は 夜 だ け の 契 約 とい っ た の が 多 い)

'サ ー ビ ス ゾ ・
.-r-'サ ー ビ ス(ユrザ ー の ピ ー ク 時 の ノi'7ク ㍗

プ サ ー ピ ス,マ シ ン ・タ イ ム ・セ ー ル ス)

'メ イ

.ンテ ナ ン ス(保 守)契 約 に よ るプ ロ グ ラ ム'シ ス テ ム の 保 守(..主

に プrグ ラ ム の 蜘 や ・ ・ イ ・k'・ イ シ テ ナ
.ン ス な 川.、 ・

これまでに駒 上げたほか咋 ソ.7'7エ ア飾 の樋 とい うの贈 るか細 れないヵK・本来

の仕事 とい う点からみ ると若干副業 的になるのではないかと思
.われる。そこで丁応 これまでみて

きた駆 の仕事の中で・ソフ ト
.ウエ7会 社uaも`っと醐 合 ・た・ンフ け 干 桧 社ならではの・tt

いわゆる本命 とす るイ博 について拝 辞蹄 紹介 してみ ・、..㌧

プ ロ グ ラ ム の 開 発 と 販 売

ソフ け エア今社を嚇 する繰 と
.しても・ζも力 を注 ぐ頒 は この プログラムの醗 で あろ

う・当面こ雌 事はなかなか世の中から正当な評櫃)暗 れ方 儲か碓 声 で興 ＼が]
、○

し 会 社 の 評 判 と し て は 表 看 板 だ か ら お ろ そ か に で き な い ・
∵.、.、 ・.

プロ
.グラムには① コンパ イラとアセ¥ブ ラ・② コン ト?rル プ 『グラム・③ ア ブ・1グ7シ ・ン

プ・グラム,④ 移行 プ・グ ラムの4っ に大別 して考 え られる。①の コンパ イ ラ ・アー『ン ブラはほ

と
.ん どが コンビュー 乏'メ 二方ーが発注 主 とな る仕事 で ある9本 来 この プログ ラムはメ ーカrが

'ン ピユ一夕ーを市場 に 出
.す際 に取 りそうえてぷ'ね ぱ らぬ ものだが最 近は雌 が 多 は ・

た り,タ イ ム シ ェ ア な ど会 話 型 の 言 語 プ ロ セ ッサ な ど 需 要 が 多 く な った た め メ ー カ ー の ソ フ ト ウ
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エアマ ンだけ では手薄 にな った。か とい って これらの プログラム作成 には 高度の熟練 した技術が

必 要 なた め ソ・フ トウエ ア会 社に仕事 を出すケースが多 くな ってい る。

② の コン ト・一ル'プ ・グラムは メーカー とユーザ ーの両方 から出てい る。メーカー向けは①

と同 じ くシ ステム ・プログ ラムの一部だ から,メ ーカーの指定 した条件 で作成す る。一 方ユ ーザ

ー向 け とい うのは メー カーが準備 した コン トロール プログ ラムでは
,そ のユーザーの ア プ リケー

シ ・ンからみ て機 能が足 りない とか効率が 悪い とかで修 正す る とい うケースが多い。

③ の ア プ リヶーシ ・ン ・プ・グ ラムの作成 は金 額的 には ソフ トウエア会社 の商 いの 中で最大 の

シェアを持つ ドル箱 で あろ う。CAI(ComputerApplication工nc.)の 場 合 はほ とん どが

アプ リケ ーシ ・ンの仕 事だ とい うぐらい で ある。 コンピュータ ・システムの導入 当初 に おいては

プログ ラ ミング の作成は オ〒バ ー ・一 ドにな り・一 時的に追加の人手が 必要で ある。 この場合 ソ

フ トウエア会社は 助つ人的 な感 じで質 よ り量 とい うサー ビスの仕方 である。 ところが も う1つ の

理 由 として高価 な コンピ ュータを最大 限に利用す るた めに プ・グ ラムが 演算 スピー ドや メモ リー

スペ ース に きび しい制約 を課せ られ るケースが あ る。 この時は ソフ トウエア会社の よ うな玄人 に

まかせ た方が よい。 こ うしたケースは明 らかに ソフ トウエア会社 の経験 と技能 を見込 んだ質 のサ

ー ビスで あ る
。

④ の移 行 プ・グ ラムも③ の アプ リケ ーシ ・ン ・プ ・グ ラムに関連 す るが,プ ・グラムの互換性

のない新 しい コン ピュータに移行す る場 合に プログ ラムお よび フ ァイルの コンバ ージ ョン(変 換

が必 要に な る。 この仕事 も プログ ラ ミング作業 の重複(新 しい もの とコ ンバージ ・ンの)か ら オ

ーノミー ロー ドにな る
。 この移行 時期 を切 り抜 け るのを援助 す る仕 事が多い 。ここでは コンバー ジ

ョンの プログ ラム ・パ ッケー ジが開発 され てか な り販 売 されてい る。CSCのEXODUS(脱

出)はIBMl410(7010)か らIBM360へ の コンバ ージ ・ンへの移行 プログ ラムで

9,000ド ル で販売 されてい る。

専 売権 付 きProperietaryプ ロ グ ラムの開発

ソフ トウエ ア会社が あ る一線を越 えて大型 化す るた めには個 々のユーザーから ソフ トウエア開

発 を請負 っているだけではだめ である。 自社 の リスクで これは と思 うソフ トウエ アを開発 して一

般 に広 く販売 する ことがで きれば,請 負い とい う手間 仕事 の枠 をこえて正 常な商 売 とす ることが

でき るの であ る。 とい うことで ソフ トウエア会社は"商 品"に なる ソフ トウエア ・パ ッケー ジを

スポ ンサ ーなしで開発 す る とい う方向 づけ を強力 に打ち 出して きた。米 国ではProperietary

programpackageと 呼 ば れてい る。専売権 っ きの ソフ トウエ アパ ッケージとでも言 う意味 だ

ろ う「が,こ の プ ログ ラムの市販 の契機 を作 ったのはCUC社 がPrudentialInsuranceCo.,

の た め に開発 したIBM3・60のCOBOLシ ス テムで あ る。 このCOBOLコ ンパ イ ラは効率

が 非 常に よか ったた めに評判 を聞 きつけ た他 のIBM360の ユ ーザ ーが使わせ て くれ と申 し込

んで きた。そ こでCUC社 はPrudentia1に 一 般ユ ーザ ーへの再販 権 を収入 の一部 を スポンサ

ー に返還 す るとい う契約 で取得 し
,こ れ によ って市販 に踏み 切 った もの であ る。
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このよ うに品 質さ えよけれぽ メー カーの無料 の ソフ トウエアをさしおいて も ソフ トウ エアを買

お うとい うユ ーザーが出て きたため,こ の市場は急速 に拡大 して きている。1967年 に は この

パ ッケー ジの販売が 業界 全体 で500万 ドル(18億 円)を 越 え
,市 場 に出回わ っているパ ッケ

ー ジも100件 以 上 に達 してい るとい う
。 この数字は前年 の2.5倍 に相 当す る急増 であ る。

個 々の企業 について見た場合 でも全力投球す るのは このProperietaryprogramだ とす る

ソフ トウエ ア会 社 も出て きて お り,例 えば ソフ トウエ ア会社 では トップに位 す るCSC社 で は,

67年 にパ ッケー ジの売上 げが200万 ドル(7 .2億 円)に な り,こ れ を4～5年 以 内には収入

(1968年 度 ・…3月 決算 では5,354万 ドル,192億 円)の 半分以 上を 占め る重 鎮 にしたい

としてい る。

ところでこの市場 を確保す るためには,コ ンピュー タ ・メー カーが無料 で提供 す るソフ トウエ

アと競合 す る可能性 の薄い ところを選ん で"商 品"と す る必要が あ る。 しか もメ ーカー よ りも良

い仕 事が で きなければな らない。ADR(AppliedDataResearchInc.)社 の開発 した プ ロ

グ ラムの ソーズ ・デ ックから プログ ラムのフ ローチ ャー トを自動 的に作 り出すAUTOFLOW

な どは この条件に ピタ リあては まる。AUTOFLOWは こ うした ところに需要 が ある とい うこ

とをずば り見抜 いた アイ デア商 品だ し,品 質 も米国政府 のGSA(共 通 役務庁)の 調 達スケ ジ ュ

ールに登録 された最初 の プロ
1グ ラムであ る。AUTOFLOWの 成 功は,NCA(National

ComputerAnalysis1,Inc.)社 の"QUICK-DRAW"と い う同 じ目的 の プ・グラムが

開 発され他 社が追随 してい るこ とで も裏打ち される。

informatics社 も専 売権付 きソフ トウエアの販売 で成功 した企業で あ る。MACS(Media

AccountingControlSystem)と い う広告代理店 と種 々の広 告媒体 ,テ レビ,新 聞,雑 誌 な

どの間 で複雑 な代金決算 をt精 算")す る プPグ ラムを開発 した。 また汎 用 の フ ァイル処理用 ソフ

トウエ アで あるMarkWフ ァイル ・マ ネージメ ン ト・システム,建 設工事の計 画.と管 理用 のCP

Mパ ッケージな どもあ る。

Comress社 はSCERTパ ッケージと呼ば れ るユーザーが コンピュータを選択 した り増強 したりする時

に機種の 性能比 較,評 価 を行 な うソフ トウエ アで有名 にな った。 このパ ッケー ジはシ ミュレーシ

ョン技術 に よ りハ ー ドウエアだ けでな くソフ トウエアの特徴 を も比較 してみ るこ とが で き る。 現

在同社 は リアル タイム,タ イムシェ ア リング,リ モート・ター ミナル ・シス テムを完 成に シ ミュレ

ー トもで きるSCERT -Vの 開 発 に全力 をそそいでい る
。 シス テム評価 プログ ラムの分野 では,

これ まで まず同社が独 占 して いた。 ところが,最 大のユ ーザ ーで ある政 府機 関の 中から陸軍 のセ

ンターがS3シ ミ ュレー タを開発中で,こ れがタイム シェ ア関 係では同社 の現有 してい るSCERT

-Wよ りも性 能が す ぐれてい るとあ ってユー ザーを持 ってい かれ か けてい る
。 そこで急 き ょSTE

RTVを 開発 して これ に対 抗 しよ うとしてい るものであ る。
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3-4.ソ フ 、ト ウエ ア 市 場 の 実 態

ソ フ ト ウ エ ア 会 社 が 出現 し は じ め た の は1958～9年 頃 か ら で あ る 。d-E二1-Rが19

56年 で も っ毛 幽も 早 く,次 い で57年 にCUC(ComputerUsage),ア ウ エ ル ノミッ八 社159

年 に はCSC(ComPuterSciences)ADR(AppliedDataResearch)[が 設 立 さ れ て い る 。

ゴg60年 代 に 入 る'と この 数 は 急 増 し た6

ソ フ ド ウ エ ア 会 社 の カ ス トマ ー と し て 当 初 仕 事 を 出 し て くれ た の は ① 政 府(軍 や 宇 宙 開 発,原

子 力 な ど の プ ・グ ラ ミ ン グ 開 発 や コ シ ピ ュ ー テ ー シ 。 ン ・セ ン タ ー の 運 営)② コ ン ピ ュ ー ダ

メ ー カ ー(コ ン パ イ ラ ー やOS,リ ア ル タ イ ム 用 な ど の シ ス テ ム'プ ・ グ ラ ム の 開 発)③ 科 学 技

術 計 算 機 の カ ス ト マ ー(ア プ リ ケ ー シ 。 ン ・プ ・ グ ラ ム の 開 発)が 主 で あ った 。'『ビ ジ ネ ス 関 係 の

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム は 非 常 に 限 ら れ た も の で あ った 。

コ ン ビ 三 ー タ投 資 は ハ ー ド ウ エ ア と ソ フ ト ウ エ ア の 比 率 が い ま や 半 々 とい う と こ ろ ま で きて い

て,19'・70年 頃 に は ソ フ ト ウLア の 比 重 が 高 く な ら て,そ の 地 位 が 逆 転 す る だ ろ う と い うの は

今 や 常 識 で あ る 。 現 在 ソ フ ト ウ エ ア に 対 し て ど め 程 度 の 投 資 が な さ れ て い る か に つ い て は か な り

キ ペ

数 字をつかむ のは難 かしい が,あ る調査 に よれぽ米 国におけ るソフ トウエ ア投 資 は金 額 に して

1967年 で51.3億 ドル(1兆8,'468億 円)に な るとい う。 この中で も っとも大 きな部分を

占め るのは コンe;ユ ー タ ・ユ'一ザ」 で全体 の3分 の2に 当 る38億 ドル(1兆3.690億 円)で

あ る。た だし これはユーザ ーが ソフ トウエ ア入 手のた めに支払 って い る金額 だか ら,そ の多くは

社内 にいる プPグ ラマーに対す る給 与そ の他 の経費が多 く,独 立 ソ フトウエア会 社に支払われ る

金 額 は極 めて少 ない もので あろ う。

次 には コ『ン ピュLタ ・メーカーで,11.5億 ドル(4,140億 円)を 支 出,こ の 中には ジステ

ム ・プログ ラムな どあ調達は ソフ トウエ ア会社 から してい るもの も含 まれ る。 ソフ トウエ ア会社

の場合 は,も っぱ ら販売 す るソフ トウエ ア作 りのために支 出 した金 額 で,こ れが1.8億 ドル

〈64"S億 円)だ とみ られてい る。(第9表 参照)

これは支 出ペースだから,ソ フ トウエ ア市場が どの:くらいか とい うことは明確 には判 からない。

Info壬matics社 のWalterF.Baner博 士に よれば,独 立 ソフ トウエ ア会社全部 の市 場は

1967年 で1億 ドル(360億 円)程 度 ではな か ったか としてい る。 この推定は他 の ソフ トウ

エ ア会 社から もほぼ妥当で ある・とされ てい る。 この2つ の ソフ'トウエア会社 の支 出 と収入め数 を

単純 に比較 すれば,ソ フ トゥtア では完 全 に赤字 とい うことにな る・。赤 字が1.8億 ドル と1億 ド

ルの差 とい うことはす ぐには言え ないが,ソ フ トウエ ア会社 は ソフ トウエ ア商売で の赤 字 を コン

噛
ピユータ∴ セ ンターの運営や 要員教 育,・な どでカノミー してい るとい うこ とは現実に考 えられるこ

ceEDPIndustryReport1968年5月15日"Separatepricingofsoftware

andhardwareistalkofthein己ustry11
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とで ある。 しかし・第14図 で み るとソフ トウエア会社 の ソフ トウエア開発 への投 資額 の伸びは

もっとも大 きなもの であ る。

第9表 米 国の ソフ トウエア投資 の推移

単 位100万 ドル

業種 コ ン ピ ュ ー タ コ ン ピ ュ ー タ

ソ フ トウ エ ア 会 社 ト ー タ ル
年 メ ー カ ー ユ ー ザ ー

1964 800 1,600 20 2,420

65 1000 2,100 50 3,150

66 L100 2,600 100 3,800

67 ↓150 3,800 180 5,130

68 1200 4,500 250 5,950

69 1300 5,450 400 7,150

70 エ450 6,350 550 8,350

71 1,750 7,050 700 9,500

1972 2,100 8,000 900 11,000

第14図 米 国におけ る ソフ トウ エア投 資 の実態

10,000

5,000

2.OOO

1,000

100万 ト'7Tt626466687・72626466687・
72、 。。万 ㌦

3-5.ト ッ プ ・ソ フ トウ エ ア 会 社 の 内 容
.

ヘ

ソ フ トウエア産業は コンピュー タ分野 では も っとも伸長 をみせてい る業種 の1つ であ る
。 こ の

業界 は もともと従業 員2-3名 の零 細企 業 から4 ,0・0名 の大会社 まで格 差力激 し1.・と ころだヵ'1,

最 近 その傾 向は ます ます強 くなり,大 企業は 多角経営 と高度 の技術 を持つ人 材の集 中で雪だ る ま

式に強大 にな ってい るのが 目立つ。

2年 前 の1966年 までは従 業員 数LOOO名 を越 え る企業 はわず か3社 にす ぎなか
ったが,
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今や数社 が この線に達 してい る し,年 間売 上高 も2,000万 ドル(72億 円)を 越 える ところが

かな りあ る。 これらの大手 ソフ トウ エア会社の特徴 は多角経営 とい う点 につ きる。 ソフ トウエ ア

の開発 や専 売権つ きソフ トウエ アは表看板 だが,そ れ ほど儲 けには な らない。 そこで,こ れを カ

バーす るために計算 セ ンタ ー(サ ー ビス ・ビュー ・一)か ら要 員訓練 の学 校の経営,タ イムシェ

アや リモ ー ト・バ ッチ ・サ ー ビスの運用,施 設管理 サー ビス と多方面 に手 をのば してい る。第10

表 は この業 界 の トップ企業CSC(ComputerSciencesCorp・)の 概 況だが,こ れ をみて も

かな り手広 く仕事 をし,し かも看板 の ソフ トウエア開発 の利 の薄 さを カバーす る利益率 の良 い独

占的な情報 サー ビスを持 ってい ることが判 か る。

第10表GSC社 の 事 業 概 況

項 目 内 容

業 績 1968年 度(3月 末 決算)で 総 収入5,354万 ドル(192億 円)

純 益が330万 ドル(11.8億 円)。 いずれ も前年度 に比 べて45%,

94%と い う急 増 ぶ りで あ った 。

従 業 員
F

現 在 約4,000名 。1966年1,400名,67年2,300名 だ か ら

毎年 ほぼ倍増 してい る。

専売権 つ き ソフ トゥ 1967年 に200万 ドル(7.2億 円)を 販 売 し て い る 。 コ ン ・ミー ジ

エ ア ・ ン 用 の"EXODUS"や 銀 行 が 貯 金 ・取 引 先 企 業 に サ ー ビ ス す る

際 のBankpayrollsystem,所 得 税 申 告 計 算 な ど のComputax,

デ ー タ ・マ ネ ー ジメ ン ト ・パ ッ ケ ー ジCOGENTな どが あ る。

シ ス テ ム ・プログ ラム ユ ニ パ ッ ク のU－ 皿,U-1107な ど のEXECシ ス テ ム,ま た,

の開発 FORTRANコ ン パ イ ラ ー やOSを 多 く開 発 し て い る。

計 算 サ ー ビ スプ タ イ
一 般 の 計 算 サ ー ビ ス(IBM360/50)の ほ か リモ ー ト ・・ミッチ

ム シ エ ア ネ ッ トワ ー サ ー ビス と し て ユ ニ ・ミッ クU-1108を 使 ったRemotranサ ー ビ ス

ク を 実 施 中,タ イ ム シ ェ ア ・ネ ッ トに つ い て は 全 米20都 市 に5,000

万 ドル(180億 円)のU-1108を 配 置 し て 大規模な サー ビスを

行 な う計画 を1969年 か らスター トさせ る。

セ ンターの運用代行 同社 の利益率 では筆頭 に位 する。NASAのU-1108,3台 の セ

業務 ンタ ーな ど防空,宇 宙 リアル タイム セ ンター施設 の運用管理 を中心に

活 躍 。

マ ー ケ ッ ト ・リサ ーチ 市場 調査 の コンピュータ利用 を推進 してい る。

要 員 教 育 67年 にCSI(ComputerSciencesInstitute)を 開 設 。 視 聴

覚教 育 とコンピ ュータをふ んだんに使 った コンピュータ教 育で特色 を

も っ て い る。
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独 自の情報 サー ビス ・COmputax－ 経 理 士を対 象に税金計算 と過 敏収税 の割 り戻 し
の計

部門 算 サー ビス。契約はLOOO人 以 上 の経理 士と結んでい る。

・COmputicket－ オ ン ラ イ ン に よ る各 種 切 符 の 自 動 予 約 販 売
サ ー

ビス を実施す る。

海 外 事 業 オ ラ ン ダ の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーPhillipsLampWorksと 合 弁

(CSCの 出 資 比 率75%)でCS・(C。mp。t。 。S。i。n。es

Internationa1)社 を 設 立 。 欧 州 の ソ フ トウ エ ア 市 場 を 開 拓
。

ソフ トウエアの開発 お よび販売 に重点を置 く企業は
,前 述の独 立 ソフ トウエ ア会 社だが,市 場

としては ・ このほ かに ・BMF・deralSy…m・ 事 業部 をrl・・L・とす る.一 ・一
,RAND,

SDC(SystemDe・ ・1・pm・n・C・ ・p・)・M・ ・R・ ・Aer・ ・p・・eC。 。p
,そ れ 駄 学な 誹

営利団体が かな りの実績 を上げてい る。

メ ーカーが金 を取 ってソ フ トウエアを作 る分は
,ほ ぼ独 立 ソフ トウエア会社 の実績 に匹敵 して

い るとされ・ 非営利 団体 の仕事 も明白な ところは判 からぬが
,か な り大 きな もの とみ られ てい る。

大手 のIBMと かSDC・A・ …pace社 な どの年間売 上げ高 は5
,000..6,000万 ド、レ

(180-216億 円)程 度 で・従業 員 も3 ,… 名 内外,専 門 ス・ 。フ・・1,・ 。 。-1 ,5。 。

名 とい った陣容 で あ る。

独立 ソフ け エア会社 の仕事は とくに禾・溢 率 の良い商 売 とい うことでは な・・よ 恒 ある
.税 引

前 収 益15%・ 純 利益 は5-6%が せL・ぜいであ る.… ウー・会社の雛 費とその内訳

けについて標準 的 な ケースを分 析 してみると第11表 の通 りに な る6

第11表 ソ フトウエ ア会社 の コス ト構成

経 費 内 訳 比 率

直 接 給 与40%

福 祉 厚 生15%

一 般 管 理 費
11%

マ ー ケ テ ィ ン グ10%

指 導 料9%

税 引 前 利 益15%

収 入100%

も ち ろ ん 人 権 費 の 占 め る比 率 が 極 め て 高 く4割 を 占 め て い る
。

以 下,米 国 の 主 要 ソ フ ト ウ エ ア 会 社 の 内 容 を 紹 介 す る
。

'〔1〕C
・nputerSciencesC。rp。rati。n

CSC社 は 米 国 随 一 の … ウ ー ・会 社 とL・
・て よ い.従 業 員2,3・ ・ 名 ,輔 売 上 疏7。4

万 ドル(1967年 度)で あ る。
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事 業 は コ ン ビ 」 一 夕 に 関 連 す る あ ら ゆ る サ ー ビ ス に 及 ぶ 広 範 な も の で,ユ ニ バ ッ ク の 大 型 機U

－ 皿 用 のExEC(Package -B)やU-1107のExEC皿 を 作 っ た シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ミ ン

グ の 実 績 か ら ・ リ ア ル タ イ ム ・コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス,Computax,Computicketな ど の 情

報 産 業 に も 進 出 し て い る 。

また ・1967年 度 に は オ ラ ン ダ の 世 界 的 な 電 子 工 業 会 社PhilipshampWorksと 組 ん で ブ

ラ ッ セ ル にComputerScienceslnternational社 を 設 立(株 はCSCが75%を 持 ち
,残 り

をPhilips社)と して 欧 州 で の ソ フ ト ウ エ ア市 場 へ の 進 出 を は か っ て い る。 また ソ フ ト ウ エ ア

の 一 般 カ ス トマ ーへ の 販 売 に 乗 り 出 し た の もCSC社 が 先 駆 け と な って い る な ど ソ フ ト ウ エ ア業

界 の 指 導 権 を 握 っ て い る 。

業 績

CSCは 急 伸 を とげ て い る が,そ の 最 近 の 業 績 は 第12表 の 通 り。

第12表CSC社 の 最近 の営業 成績

単位:1,000ド ル

年 度
項 目 1967 1966 1965

総 収 入 37,047 22,684 6,723

純 益
税 引 後 1,704 2,474 28

1株 当 り .40ド ル .59ド ル

資 産
流 動 10,273 6,791 4,665

総 資 産 14,757 10,470 7,410

徒 業 員 数 2,300名 1,400名

囲 会計年度は3月 末にもっとも近い週末

事 業 内 容

1959年 に 航 空 関 係EDPス ペ シ ャ リス トで あ ったFletcherJonesとRoyNettに よ

って 創 立 さ れ,当 初 電 子 計 算 機 ソ フ ト ウ エ ア の 作 製 を 目 的 と し て 事 業 を 開 始 し た 。

そ の 後 計 算 サ ー ビ ス や 関 連 情 報 サ ー ビ ス,情 報 シ ス テ ム の 製 作,マ ー ケ ッ ト ・ リ サ ー チ と 手

を 拡 げ て きた 。

CSCの 事 業 の 特 徴 を つ か む た め 同 社 の1967年 のAnnualReport・ か ら ト ピ ッ ク ス を 捨

っ て 見 る と,

'Com
puterSciencesDiv.は1966年6月 にNASAのMarshallSpace

FlightCenterに あ る 計 算 研 究 所 の サ ポ ー ト契 約 を 受 注,世 界 で 有 数 の 規 模 を 誇 る セ ン

タ ー の1つ を 運 用 す る こ と に な った 。

・ オ ラ ン ダ のPhilipsLampWorksと の 共 同 出 資(CSCの 出 資 比 率75%)で
,ブ ラ

ッセ ル にComputerSciencesInternational社 を 設 立 し た 。
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・1965年 に 吸 収 し た2っ の 子 会 社 で あ るCommunicatio
nsystemsとSystem

SciencesDiv.の 合 併 で,CommunicationsystemsDiv.と し て,重 複 投 資 を さ け て

一 本 化 す る こ と に 成 功 し た
。

・ 新 しい 商 品Computicketシ ス テ ム を 公 表
,ス ポ ー ツ,観 劇 な ど の 切 符 の 予 約 を す る シ ス

テ ム で,1968年 早 々 に ・サ ン ゼ ル ス 地 区 で 運 用 す る 予 定 で あ り,そ の 後 米 国 各 地 の 大 都

市 で の 設 置 を 企 画 し て い る 。

・ 税 申 告 と 過 徴 収 税 の 割 り戻 し 処 理 サ ー ビ ス を 行 な うC
omputaxシ ス テ ム はCSC社 が48

%の 株 式 を 持 つ 子 会 社ComputaxServiceInc .で 実 施 中 。

・ComputerSciencesDi
v.の 実 施 し て い る 自 己 開 発(Proprietary}ソ フ ト ウ エ ア と

し て ・ 銀 行 向 け 給 与 プ ・ グ ラ ム(銀 行 が 顧 客 向 け に 給 与 サ ー ビス を 行 な う も の)やEXODUS

(第2世 代 機 か ら 第3世 代 機 に 移 る 際 の プ ・ グ ラ ム)な ど を 開 発 し た 。

業 務 内 容

① 一般計算 サ ー ビス部 門

Pサ ン ゼ ル ス本 社 に あ るIBM360150(目 下 ,360/65に リ プ レ イ ス 中)を 使

って,一 般 の 計 算 サ ー ビ ス を 受 託 し て い る 。

② オ ン ラ イ ン 計 算 サ ー ビ ス 部 門

遠 隔地 の顧客 に,電 話回 線 を使 ってオ ンライ ン計算 サー ビスを提供 す る。 タイム シ ェア リ

ング方 式では ないが,コ ン ピ ュー タ の共同利用の先駆 け ともいえ るもので
,数 年前か ら実

施 してい る。

使用機械 はU-1107で あ るが,現 在,U-1108と リ プレイス中であ る。 計算 内容

は,オ ンラインとい う性格 上,技 術計算 が70～75%を 占めてい る。

③ オペ レーシ ・ナル ・シス テム部 門

防空 システム・宇 宙船 コ ン トロール ・システムな どの大 規模 な軍 事 ・宇宙用 リアルタ イム

シ ステムの開発 を担当す る。

コンピュ「タ システム の先端 を行 く部門 であ り
,こ れらのシ ステム開発 で習得 した技術は,

他 の分 野の ア プリケ ーシ ・ンに広 く応 用 できるため,C8Cで は,と くに この分野 に力 を注

いでい る。

米空軍世界通 信網 のシ ステム設計を行な った コ ミユニケー シ ・ン ・システム社,国 防通 信

衛星 システムを開発 した シス テム ・サイエ ンス社 の2社 を吸 収合併 した の も
,そ うした意図

の あらわれ と思 われ る。

計算 サー ビスにおけ る長 い経験 と,オ ペレイシ ・ナル ・システ ム開発 の実績を買わ れ,航

空宇 宙局(NASA)が ホ ンッ ビルに設 置してい るU-11083台 の運用管理 全般 を委

託 されてい る。
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④ コ マ ー シ ャル ・ ア プ リケ ー シ ・ ン 部 門

民 間 企 業 の 生 産 管 理,工 程 管 理,在 庫 管 理,営 業 情 報,人 事 情 報 な ど の 大 規 模 な イ ン フ ォ

メ ー シ ・ ン ・シ ス テ ム の 開 発 を 担 当 す る。 こ れ ま で に 手 が け た 主 な シ ス テ ム と し て は,

ロ ッ キ ー ド航 空 機 会 社 マ ネ ー ジメ ン ト コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム

ダ グ ラ ス 航 空 機 会 社 シ ミ ュ レ ー シ ・ ン を 伴 な うPERT/COSTシ ス テ ム

ユ ニ オ ン石 油 会 社 石 油 ・ガ ス に 関 す る イ ン フ ォ メ ー シ ・ン ・シ ス テ ム

U.S.フ ォ レ ス トサ ー ビ ス 社 木 材 の 販 売 並 び に 会 計 シ ス テ ム

⑤ 科 学 技 術 計 算 部 門

応 用 数 学,数 値 解 析 の 専 門 家 を 擁 し,科 学 ・技 術 面 の 複 雑 な現 象 を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

で シ ミ ュ レ ー トす る た め の シ ス テ ム 設 計 や,独 自 の 数 学 モ デ ル 開 発 を 担 当 し て い る 。

ま た,顧 客 か ら の 要 望 が あ れ ば,シ ス テ ム の 維 持 運 営 も 引 き うけ て い る。

⑥ ソ フ ト ウ エ ア 部 門

コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー か ら の 依 頼 を 受 け て ,U－ 皿,U-1107を は じ め 数 多 く の コ

ン ピ ュ ー タ ・に つ き,シ ス テ ム ズ ・プ ロ グ ラム(EXEC,コ ン パ イ ラ ー 等 の 基 本 的 な ソ フ

トウ エ ア)を 開 発 し て い る。

また,自 社 で 開 発 し た ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッケ ー ジ の 販 売 に も積 極 的 で あ る 。 こ れ ま で に 売

出 し た も の を 挙 げ る と,

⑤ 給 与 計 算 プ ログ ラ ム(銀 行 向 け)

銀 行 が 自社 コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て 顧 客 へ の 給 与 計 算 サ ー ビ ス を 行 な う際 に 使 用 す る プ

ロ グ ラ ム

IBM360用 に 設 計 さ れ て お り,販 売 価 格 は15,000ド ル

⑥"EXODUS"プ ロ グ ラ ム(IBMユ ー ザ ー 向 け)

IBM1410,7010の プ ロ グ ラ ム を,IBM360用 に コ ン バ ー トす る プ ロ グ ラ

ム で,IBMユ ー ザ ー に 直 接 販 売 し て い る 。9,000ド ル

⑦ 独 自 開 発 商 品 部 門

本 社 機 構 の 中 に新 商 品 開 発 部 を も ち,コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 新 シ ス テ ム 開 発 に つ と め て い

る 。 す で に,COMP・UTAX,COMPUTICKETの 両 シ ス テ ム を ス タ ー トさ せ て い る が,

前 者 は,子 会 社 と し て 独 立 し,年 間270万 ドル(9.7億)の 純 利 益 を あ げ て い る。

⑤COMPUTAX(コ ン ビ ュ ー タ ッ ク ス)

計 理 士 を対 象 と し て,税 金 計 算 な ら び に 過 徴 収 税 の 割 り戻 し を チ ェ ッ ク す る シ ス テ ム で,

現 在1,000人 以 上 の 計 理 士 と契 約 を 結 ん で い る。 リ ッチ ラ ン ドに あ るCSCのU-1107

に よ っ て バ ッチ 処 理 を 行 な い,ア ウ ト プ ッ トは 客 先 宛 郵 送 し て い る 。 将 来,こ れ を,U-

1108に よ る オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス に 発 展 さ せ る 計 画 も あ る よ うで あ る 。

⑤COMPUTICKET(コ ン ビ ュー テ ィケ ッ ト)
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アブ ライ ド

サ イエンス

部



〔2〕

C-E-1-Rの 前 身 は

非 営 利 団 体 で あ った 。

1954年 に 現 在 の 経 営 陣 に 手 わ た っ て 以 来 営 利 企 業 と な った 。

当 初 同 社 の 事 業 は 政 府 と の 契 約 に よ る コ ンサ ル テ ィ ン グ を 中 心 に ス タ ー ト し た が,現 在 は サ ー

ビ ス'ビ ュ ー ・ 一 事 業 か ら の 収 入 が ト ッ プ に ラ ン ク さ れ て い る 。

事 業 項 目 は セ ン タ ー 運 営,数 値 統 計 コ ン サ ル テ ィ ング,マ ー ケ ッ ト分 析,経 済,教 育 な ど多 岐

に わ た り・ 米 国 の5つ の オ フ ィス の ほ か に,ハ ー グ,メ キ シ コ ・シ テ ィ,プ エ ル ト リ コ で も 活 動

を し て い る 。'

1954年 ～1959年 に か け て は,同 社 は 急 増 で は な か っ た が,確 実 な 伸 び を 示 し た 。

収 入 は350万 ドル に 増 え,一 方 純 益 も13.5万 ドル に 伸 び た 。

次 の5カ 年 間 は 業 績 面 で は 不 振 で,売 上 高 は1,700万 ドル に 増 え た が,利 益 は190万 ドル

の 欠 損 に な っ た 。 こ れ は 事 業 を 拡 大 し す ぎ た こ と で,組 織 の 再 編 成 が と り ざ た さ れ た 。

そ の 後 業 績 は 隙 々 に 正 常 に 戻 り,収 入 が1966年 度(9月 末)に2,236万 ドル と な り,

赤 字 は145万 ドル に 止 ま っ た 。

し か し,1967年 秋 に コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー のCDC社 に 合 併 さ れ た こ と で,C-E-1-R

は 大 き く変 る も の と み ら れ る 。

1+A(1)

こ れ はC-E-1一 旦 の トレ ー ドマ ー ク で"lntellestPlustheAmplifetsof

-52一

シ カ ゴにIBM360-402台 を 置 き,オ ン ラ イ ン に よ る 切 符 販 売 を 行 な うシ ス テ

ム で あ る 。 各 地 の プ レ イ ガ イ ドに 特 殊 端 末 を 置 い て ,フ ッ ト ボ ー ル 等 各 種 興 業 の 入 場 券 を

発 売 し て い る。

⑧ マ ー ケ ッ ト ・ リサ ー チ 部 門

市 場 調 査 の た め の デ ー タ 収 集,分 析 分 野 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 進 歩 に 着 目 し,ご

く最 近,ア ル フ レ ッ ド ・ポ リ ッ ソ ・ リサ ー チ 社 を 買 収 し た 。

マ ー ケ ッテ ィ ン グ ・ リ サ ー チ ,広 告 媒 体 研 究,マ ー ケ ッテ ィ ン グ サ ー ビ ス を 行 な っ て い る 。

設 備

ロ サ ンゼ ル スIBM360-50(目 下360-65に リ プ レ イ ス 中)

リ ッ チ ラ ン ドUNIVAC1107(目 下U-1108〃)

シ カ ゴIBM360-402台COMPUTICKET専 用

シ カ ゴIBM360-30COMPUTAx専 用

ニ ュ ー ヨ ー クIBM1410ポ リ ッ ソ 専 用

組 織

組 織 は 第15図 の 通 り で あ る 。

C-E-1-R,1nc

CouncilforEconomicandIndustryResearchと 呼 ば れ る



第13表C-E-1-Rの 営 業 成 績

単 位:1000ド ル

年 度項 目 1967

ト

1966 1965

総 収 入 22,358 20,355

純 益
税 引 後 △1,450 △1,845

1株 当 り △ α88 △1.12

資 産
流 動 6,639 5,411

総 資 産 1L337 11.'911

従 業 員 数

囲 会計年度は9月30日

In七ellectT「 を 表 わ し,こ れ が 同 社 の 役 割 りを 示 す もの で あ る と し て い る 。

英 智 を コン ピュータ で 増 幅 す る た め に 数 学 者 か ら 経 済 学 者 ま で の ス ペ シ ャ リ ス トが 協 力 す る の

だ と 主 張 し て い る 。

事 業 の 主 な 概 況 は 以 下 の 通 り。

①MACサ ー ビ ス

ワ シ ン ト ン で 米 国 で ト ッ プ を 切 った 企 業 の1っ と してMACサ ー ビ ス が ス タ ー ト し た 。 こ

の 事 業 の た め に 同 社 は20万 ドル を66年 度 に 投 下 し て い る 。 現 在 ユ ー ザ ー は 約75社 で,

NBS,保 健 研 究 所,ジ ョ ン ポ プ キ ンス 大 学,ATT,ユ ニ オ ン カ ー バ イ トな ど 。

② コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

同 社 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス は,ワ シ ン ト ン,ニ ュ ー ヨ ー ク,サ ン フ ラ ン シ ス コ,ボ ス

ト ン,ロ サ ン ゼ ル ス,メ キ シ コ 市 に 総 額4,000万 ドル を 越 え る コン ピュー タ を も って 大 規 模

な 事 業 と し て い る。

こ れ ら の セ ン タ ー は"生 の"コ ン ピ ュー タ 時 間 の セ ー ル ス か ら 完 全 な カ ス ト マ ー ・コ ン ピ

ユ テ ー シ ョ ン'サ ー ビ ス ま で 広 範 な 仕 事 を 行 な って い る 。

66年 はIBM360/30と/40を6台 導 入 し,67年 に360/65な ど も 設 置 す

る 。

③ サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ・ 一 ・フ ラ ン チ ャ イ ズ ・プ ・ グ ラ ム

新 事 業 でDataProCessingConsultants,工nc(Chicago}な ど5つ の セ ン タ ー が 参 加 。

こ れ ら は い ず れ もG-E-1-Rの 名 前 を 使 っ て 活 動 で き る 。 こ の 事 業 にC-E-1-Rは

66年 度28.1万 ドル を 投 資 し て い る。

④ コ ン ピ ュ ー タ教 育

子 会 社 のAutomation工nstituteofAmericaInc.の 手 で フ ラ ン チ ャ イ ズ 制 に よ る

全 米 教 育 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て い る 。
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10万 人 が この学校 チェーンか ら巣立 ち,6,800の 企 業 に雇 われてい る。

〔5〕PlanningResearchCorp.

沿 革

1954年 に 現社長RobertW.Krueger氏 ら5名 の エンジニアの手で創 設 された 。

これ らの人 々は 非 営 利 団 体 で あ るRAND社 に いた人 々である。

PRCの 特 徴は システ ム ・アナ リシス技術 の各 分野 への適用 にあ り,国 防省 を 中心 とした連

邦 政府官庁 に良いカ ス トマーをも ってい る。

現在 の売上げ のユーザ ー ・グルー プ別 内訳け は,

国 防 省65%

そ の他政府機 関27%

民 間 企業8%

と な ってお り,こ の数 字が こうした実態 を如実 に示 してい る。

しかし最近 の方 向 としては こ うした政府受託 開発 で得た 知織 を民 間の,と くに公共 事業 に応

用 していこ うとす る姿勢 に ある。

中で も都市再 開発,教 育,医 学 な どに関す る情 報の処理 に注 目してい る。

Krueger社 長 に よれば,PRC社 の 企業 としての ポ リシーはシステ ムズ ・アナ リシスが複

雑 精緻な技術 ・社会 ・経 済学的(technosocio-economic)課 題 に対 しては も っとも有効 な

ア ブ・一チ方法 であ るとい う認識 か ら,こ の技術 を応用 した あらゆ るプログ ラム ・ソル ビソグ

方式 を開発す ることであ るとしてい る。

こ うした専 門的サー ビス業 を同 社 では"タ ーンキ ー"プ ・フェ ッシ ・ナル ・サー ビス と呼 ん

で い る。

も う1つPRC 、社 の社風 を伝 え る もの として,準 学 術的社風(Semi-academicatmosp-

here)に おい て高度 に専 門的 に薫 陶 された分野相互 間(interdisciplinary)の 成 果 を契

約 したmultidisciplinedorganizationと す ることだ としてい る点 であ る。

こ うした ことから各分野 の スペシ ャ リ5ト の数は1,000人 の従業 員 中787名 に も及 んで

い る。

業 績

1967年9月 に お け るPRC社 の 概 況 は 次 の と お り で あ る 。

創 業 』1954年2月

契 約 件 数(ト ー タ ル)2,269

契 約 中 の も の268

事 務 所 の 数29

総 従 業 員 数1,083

ProffesionalStaff787

年 間 事 業 高 約2,000万 ドル
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PRCの1つ の 特徴だが,そ の専門分野 と学位プ ロ フ ェ ッシ ョ ナ ル ス タ ッ フ の 豊 富 さ が,

別 分 布 は 第14表 の 通 り。

第14表PRC社 専 門 男i
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PRC社 の 過去3カ 年の実績 は第15表 の通 りである。

第15表PRCの 最 近3年 間 の営 業成績

単イ立:1,000ド ル

＼ 年度(6月終了)
項 目 ＼ 1967 196-6 1965

(研 究 ・開発)契 約 収入 18,595 16,618 14,212

純 益
税 引 き後 1,006

(5.4%)
747
(4.5%)

789
(5.6%)

1株 当 り 1.34ド ル 1.00ド ル 1.05ド ル

資 産
現 金 3,742 2,781 1,976

総 資 産 7,870 7,235 4,993

総 従 業 員 数 992名 804名 758名

注)純 益の( )内 数字は契約収入 に対する%

1967年 度 に っ い て み れ ば,Krueger社 長 は 年 次 報 告 書 に お い て,PRCの 歴 史 上 も っ

と も 成 功 した 年 だ と し て い る 。

収 入 は1,859万 ドル で,前 年 に 比 べ て11.9%も 増 え,ま た 収 益 も 税 引 き後 で100万 ド

ル と34.6%の 急 増 を 示 し た 。

契 約 状 況 は シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ シ ス と コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム ズ,ソ フ トウ エ ア に ほ ぼ2分

さ れ て い る 。

契 約 は と く に大 型 の 数 百 万 ドル ク ラ ス の 引 き合 い が 増 え て お り,こ れ が" ,ター ンキィー"プ ロ

フ ェ シ ・ ナ ル サ ー ビ ス の 成 功 を 示 し て い る 。

1967年 度 の 事 業 の み に 限 れ ば,契 約 は,

国 防 省(DOD)71%

政 府 機 関14%

民 間,州,ロ ー カ ル 政 府15%

の 比 率 と な った 。

国 防 省 の 比 重 が 高 く な っ て い る の は 国 防 予 算 の 増 加 を 反 映 し て お り,こ れ は し か し,長 期 的

に は 比 率 は 下 が る も の と み て い る 。

各 事 業 部 の 活 動

事 業 部 門 は5事 業 部 と3っ の 子 会 社 に よ って 成 立 っ て い る 。

LAssuranceandsupPortengineeringDivり

2・ConputerSystemsDiv・ ・

3.InformationSystemsDiv.,

4.MilitarySystemsDiv.,
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5.SystemsEconomiesDiv.,

6.AlanM.Voorhees&Associates,Inc・

7.Read,Voorhees&AssociatesLid .,

&PRCTechnicalApplication

こ の 中 で コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 関 係 は2,3項 の 事 業 部 で あ り,そ の 概 況 は 次 の 通 り。

☆ComputerSystemsDiv・ ・

こ の 部 門 は 顧 客 の

'マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ン サ ル タ ン ト

シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ シ ス

シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア ・

プ ロ キ ュ ア メ ン ト ・オ フ ィサ ー

と し て 活 動 す る 部 門 で あ る 。

1967年 度 に 実 施 し た 典 型 的 な プ ・ ジ ェ ク トは 次 の 通 りで あ る 。

軍 事 関 係 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

・大 陸
,大 洋 横 断 航 空 リ フ トの シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル

・コン ビ≒一夕 時 間 を よ り 有 効 に 利 用 す る た め の タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ シ ス テ ム

・海 軍 の 船 艦 の 情 報 シ ス テ ム

航 空 宇 宙 関 係

・サ ー ベ イ ヤ ー と サ タ ー ンV用 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム
,こ れ は 同 部 の 最 大 の プ ・ ジ ェ ク ト

で 宇 宙 船 の情 報 収 集 処 理 の プ ロ グ ラ ム 作 成 で あ る 。

・宇 宙 船 搭 載 コ ン ピ ュ ー タ仕 様 開 発'

民 間 向 け 事 業

・警 察
,消 防 シ ス テ ム(メ ー カ ー 向 け)

・ペ ル ー の 某 銀 行 の シ ス テ ム 設 計

・医 薬 学 関 係 のMIsシ ス テ ム と そ の プ ロ グ ラ ミ ング

☆InformationSyStemsDlvision

主 に 軍 事 関 係 ユ ー ザ ー に 対 す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 提 供 が 仕 事 で あ る 。

シ ス テ ム 設 計 か ら プ ・ グ ラ ム 作 成,運 用,保 守 ま で で,米 大 陸 の ほ か ハ ワ イ,ヨ ーPッ パ,

東 南 ア ジ ア の コ ン ピ ュ ー タ 基 地 に 従 事 し て い る。

こ の ほ か 種 々 の 政 府 ・民 間 向 け の コ ン ピ ュ ー タ 援 助 を 実 施 して い る 。

こ の 他 の 部 も 大 規 模 デ ー タ ・プ ・ セ シ ン グ ・シ ス テ ム の 開 発 や マ ネ ー ジメ ン ト関 係 の研 究

を 実 施 し て い る 。

PRCの ソ フ ト ウ エ ア生 産 能 力

PRCの ソ フ ト ウ エ ア 開 発 専 門 担 当 ス ペ シ ャ リス トは50名 で あ る 。
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こ れ ら の うち で,コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ マ ーは 平 均6年 以 上 の 経 験 者 で あ り,シ ス テ ム ズ ・

ア ナ リ ス トは10年 以 上 のベ テ ラ ン だ と い う。

こ れ ま で に 約600件 の ソ フ ト ウ エ ア契 約 を や って き て お り,中 に は 数 百 万 ドル の 大 規 模 プ

ロ ジ ェ ク ト も あ った 。

〔4〕ComputerUsageCompany,Inc.

CUCはC－E-1-R,PRCに 次 ぐ 古 い 歴 史 を 持 つ ソ フ トウ エ ア 会 社 で,1955年 に 創

立 さ れ,12年 間 に800人 の ス タ ッ フ と 米 国 内 に13の 営 業 所 を 持 つ 中 堅 企 業 に 成 長 し た 。

CUCは と く に コンピュータ の シ ス テ ム ・ プPグ ラ ム の 製 作 に 重 点 を 置 い て い る。

ぼ

例 え ば,最 近 の流 行 で あ る タ イ ム シ ェ ア に し て も,他 の ソ フ ト ウ エ ア 会 社 が 競 って タ イ ム シ ェ

ア サ ー ビ ス に 乗 り 出 し て い る 中 に,サ ー ビ ス そ の も の に は 手 を 染 め て い な い 。

し か し,そ の シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム の 開 発 に つ い て は,タ イ ム シ ェ ア ・ シ ス テ ム の 分 析,プ ロ

グ ラ ミ ン グ で は100万 ドル の 仕 事 を し て い る 。

こ の よ うにCUCは ソ フ ト ウ エ ア の 製 作 に 総 力 を 上 げ て い る 企 業 と し て 特 異 な 存 在 で あ る 。

ソ フ ト ウ エ ア 会 社 の 財 産 は 優 秀 な 人 材 に あ る こ とは 言 を ま た な い が,同 社 は と く に こ れ を 表 面

に 出 し て お り,ア ニ ュ アル ・ レ ポ ー トで もElmerC.Kubie社 長 が 冒 頭 に こ れ を 述 べ て い る。

と く に こ こ2～3年 間 の ス タ ッフ の 充 実 は 目 ざ ま し く,1966年 度(9月 が 年 度 末)は 前 年

の397名 が368%増 の667名 に 増 強 し,1967年 に は800名 を 越 え る ス タ ッ フ を か か

え て い る 。

し か し,他 の ソ フ ト ウ エ ア会 社 の よ うに,事 業 規 模 の 拡 大 策 と し て,他 社 を 吸 収 し て 急 伸 を は

か る と い う傾 向 は 少 な く,じ っ く り と 臼 社 内 で 人 材 を 育 て る タ イ プで あ る 。

』・こ の た め 歴 史 の 古 い の に 比 べ る と従 業 員 も そ う、多 くは な い 。

吸 収 合 併 の 例 外 と し て は,1963年 に カ リ フ ォ ル ニ ア州 パPア ル トに あ っ たSystems

Analysis'Corp.を 傘 下 に お さ め た こ と の み で あ る。

CUCの 収 入 は 主 に コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー との 取 り 引 き よ り き て い る こ と も こ う し た 企 業 の

姿 勢 に 影 響 を 与 え て い る 。

ま た,IBMの ソ フ ト ウ エ ア 開 発 マ ネ ー ジ ャ ーCarlH.Reynolds氏 を 社 長 に 向 か え て

ComputerUsageDevelopmentCorp,の 事 業 も 実 施 し て い る 。

最 近 のCUC社 の 実 績 は 第16表 の 通 り。

教 育 事 業 と し て はComputerUsageEducation,Inc.を 子 会 社 と し て 持 っ て お り・ と く

に 高 等 教 育 に 特 色 を 持 って い る 。
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第16表CUC社 の 業 績

単 位:1,000ド ル

年度
項目 1967 1966 1965

総 収 入 13,000 8,897 6,033

純 益
税 引 後 449 344

1株 当 り ドル

.84

ドル

.64

ドル

.53

資 産
流 動 3,486 2,165

総 資 産 4,708 2,449

従 業 員 数 800名 667名 397名

注)年 度末は各年9月 末

67年 度は概算

〔5〕COMPUTERAPPI」 工CATIONlncorporated

業 務 内 容

最 近 に な って ア プ リケ ー シ ・ ン ・サ ー ビ ス 分 野 を 拡 張 し た 。 収 入 は ,コ ンピュータ サ ー ビ ス の

rコ ン サ ル タ ン ト ・プ ロ グ ラ ム 設 計 開 発 ,シ ス テ ム ・モ デ リ ン グ と シ ミ ュ レ ー シ ・ ン ・シ ス テ ム

工 学 一 コンピュー タ 機 関 の 経 営,デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス と い った 業 務 よ り あ が っ て い る
。

従 来,CAI社 は タ イ ム シ ェ ア リ ン グ,マ ル チ ・プPセ シ ン グ,リ ア ル タ イ ム の 情 報 シ ス テ

ム,コ ンパ イ ラ ー 設 計 や 開 発 関 係 の 顧 客 を 中 心 に 仕 事 を し て き て い た
。

、 シ ス テ ム 設 計 や そ の 施 設 に も 経 験 を 有 し,こ うい っ た 大 型 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム に

は 通 信 の ル ー チ ン,負 荷 分 析,リ ア ル タ イ ム の デ ー タ 処 理 な ど が あ る 。

∈ ン ピュ一 夕 メ ー カ ー に 対 し て は,高 度 の コ ボ ル ・ コ ン パ イ ラ ー の 提 供 な ど を 行 な った
。

66年 度 の 顕 著 な 業 績 の1つ は,第2世 代 か ら 第3世 代 へ の リ プ レ ー ス に と も な う
,各 種 の

コ ン サ ル タ ン トサ ー ビ ス を 実 施 し た こ と で あ る
。

そ の 他,子 会 社Orchard-Hays社 は,今 ま で 開 発 さ れ た 中 で 最 大 か つ 最 強 ク ラ ス の リニ ア ・

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム を コン ピュータ メ ー カ ー に 提 供 し た 。

同 じ く 子 会 社 のNortheastRegion社 は,銀 行 界 へ の サ ー ビ ス に 乗 り出 し た
。 こ れ は 銀

行 が 自社 内'お よ び 取 り引 き先 へ の 計 算 サ ー ビス に 利 用 す る税 の 割 り戻 し お よ び ,財 務 台 帳 の

更 新 な ど を 行 な うプ ロ グ ラ ム を 作 成 し た も の で あ る 。

CAI社 は ・ カ ス トマ ー へ の 情 報 サ ー ビス な ど の 特 殊 サ ー ビス に も重 き を 置 い て い る
。

1966会 計 年 度 に は こ の 活 動 を 充 実 す る た め に
,研 究 開 発 費 と し て25万 ドル(9,000万

円)以 上 も 投 資 し た 。

こ の 年 に 子 会 社 のSPEEData社 が マ ー ケ テ ィ ン グ 情 報 の サ ー ビ ス を 開 始 し た
。 こ の 会

社 は ・ 小 売 商 か ら の 品 物 の 回 収 情 報 を 迅 速 か つ 詳 細 に,食 料 品 メ ー カ ーや 販 売 代 理 店 に も た ら
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すた めのデータ処理技術 を売 りものに して い る。1966年 の2月 からシカ ゴのマーケ テ ィン

グ分野の動向報告 を始 めてい るし,6月 に は,ボ ス トン全域 の市況情報 のサ ー ビスもは じめた。

要 員

サ ー ビス事業 の成功 は,要 員 の経験,充 実,献 身に よ ってい る。 これ は と くに,問 題解 決 の機

能 を果す コンピュータを高度 にあやつ る特殊 な,訓 練 のい きと どい た ブロフェ ッシ 。ナル ・タレ

ン トが必 要 とされ る コンピュータサ ー ビス業界 に言え ることであ る。

最 近政府関 係機 関や業界 は,現 在,生 産 中の新世代 の コンピュータを動 か した り,コ ンピュータ

が他 のサー ビス とつなが ってい く情 報 システムを扱 か う内部要員 を十分 に維 持 で きない悩みが

あ る。

そこでCAI社 は こ うい った顧 客の要求 に答 えて,長 期や短期 に渡 って ブ ロフェシ ョナル ・

タレ ン トのサ ー ビスを実施 してい る。

同 社は,高 度に専 門化 された,技 術 的組織 を建設 した り維 持す るのに大 きな成功 を収め てい

る。

1966年 に は,プ ・フ ェ ッシ ョナル ・アナ リシス ・プ・グ ラ ミング,工 業,科 学関係 の要

員 を60%拡 張 して800人 以 上に した。総計人 数 にす る とこの2倍 強 の2,000人 に な る。

CAI社 の サー ビス内容が特 殊化 され るにつれ,教 育者,都 市 計画者,経 済学者,産 業心理

学者 とい った コンピュータ外 の技 能 を も持つ専 門家 が増 えて きた。

こ うし た要 員あつ め成功 の理由は,1つ に は要 員が 自分 の力を十分 に試 す機会が個 々に与え

られ ることで ある。

CAI社 が コンピュータ業界 のあらゆ る面 を包含 してい るた め,同 社 の プロジェク トに参加 す

るタ レ ントに大 きな仕事 へ の満足感 を与 えられ,こ れが,プ ・フ ェ ッシ ・ナル ・サ ー ビス会社

の成 立を促進 して いる。

第17表CAIの 業 績

単 位:1,000ド ル

年度
項 目

※
1967 1966 1965

総 収 入 22,004 i7,576 11,024

純 益
税 引 後 395 517 243

1株 当 り α37ド ル 051ド ル α26ド ル

資 産
流 動 6,332 鋭385

総 資 産 11,166 5,584

従 業 員 数 2,000名

注)会 計年 度は9月30日

ce1967年 度 は6月30日 現 在 の9ヵ 月間
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〔6〕BoltBeranekandNθwmanInC

1948年 創 立,1953年 に 会 社 組 織 に な った 研 究 開 発 会 社 で あ る 。

商 用Time-SharingServiceの ト ッ プを 切 っ た 企 業 の1つ と してTELCOMPサ ー ビ ス

を,ま たGEと 共 同 で 実 施 し て い る 医 学 情 報 ネ ッ ト ワ ー クMEDINETな ど,最 先 端 を 行 く

ComputerProjectを 実 施 し て い る 企 業 と し て,中 堅 な が ら 特 異 な 存 在 で あ る 。

BB&Nの 業 績

1967年 度(67年6月 末)の 収 入 は827.9万 ドル で 前 年 の39%増,純 益(税 引 き後)

は じ っ に53%も 伸 び て32.6万 ドル と な った 。 ◆・

過 去3カ 年 間 の 業 績 の 足 ど りは 第18表 の 通 り で あ る 。

第18表BB&N社 の 業 績

単 位:1,000ド ル

年度項
目

1967 1966 1965

総 収 入 8,72g 6,290 4,816

純 益
税 引 後 326 212 116

1株 当 り 030ド ル 020ド ル 011ド ル

資 産
流 動 3,596 2,934

総 資 産 5,694 4,330

従 業 員 数 525名

○ 売 上 高 の 部 門 別 内 訳

コ ン サ ル テ ィ ン グ ・研 究 ・開 発

インダス トリアル ・サー ビス,プPダ ク ト

伸長率

↓
76%(29%)

24%(82%)

BB&N社 は 両 部 門 と も極 め て 伸 び 率 の 高 い 数 字 を 示 し て い る 。 と く にIndustrial

Service部 門 の 急 伸 は 注 目 に 値 す る が,こ れ は 主 と し て タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス の

TELCOMPが サ ー ビ ス を 開 始 し て か ら 初 のfu11,year・ を す ご し た こ と に よ る も の で あ る 。

同 社 は こ のTELCOMP事 業 を 支 援 す る た め に,67年 度 に100万 ドル の 投 資 を 行 な っ て

い る 。

ま た こ のTSSサ ー ビ ス は 米 国 内 の み で な く海 外 で の 活 動 を 行 な うた め に,ロ ン ド ン にTime

SharingLtd.,を 新 た に 設 立 し た 。

従 業 員 の 質 に つ い て は525人 の う ち,225人 はcollege卒 業 以 上 の レ ベ ル で あ り,こ

の うち176人 は 学 位 を 持 ち,56人 は 博 士号 を 取 っ て い る 。

2事 業 部 門 の 詳 細

BB&Nの2事 業 の 中 の 主 な 内 容 は 次 の よ う に な って い る 。

①Consulting,ResearchDevelopment
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⑤ArchetecturalAcousticsandNoiseContro1

⑤PhysicalScienceTechnology

⑤ 工nformationScienceandTechnology

② 工ndustrialServicesandProducts

⑥DataEquipment

⑥TELCOMPOnlineComputerServices

①EducationandTraining

@Prototech

⑮JointEndeavorsandLicenseAgreements

こ の うち 重 要 と 思 わ れ る も の に つ い て概 略 を 紹 介 す る。

① 一◎ 情 報 科 学

・人 間 に よ る 情 報 処 理 一一 運 輸 省
,FAA(連 邦 航 空 委 員 会),AF(空 軍)な ど か ら の も

の で,人 間 能 力 をComputerが い か に 手 助 け で き る か に つ い て 研 究

・Computerに よ る 情 報 処 理 一一ARPA(高 等 研 究 計 画 局)か ら の も の
。Graphicな ど

人 間 と 機 械 のlnteraction一 人 間 と 機 械 の 機 能 に つ い て

・医 学 情 報 技 術 一一HospitalComputerProjectで
,す で に5年 目 に 入 っ た 。 国 立 保 健

研 究 所 の5ポ ンe一 に よ る も の で,Mas'sachusettsGeneralHospita1と の 共 同 事 業

で あ る
.。 一 度 に64のremotetermina1を 使 用 で き る も の で ・ 今 年 は 試 用 で は あ るが 実

用 に 供 さ れ た 。

・教 育 情 報 技 術 一一1963年 にCAI用 に"Socratic -dialoguel'を 開 発 し た 。 こ れ を

も と に し てGE-MEDINETDept.と 共 同 で 医 学 教 育 にSocratic・ シ ス テ ム を 使 う研 究

を 進 め て い る 。 こ れ はHarvard大 学 の 薬 学 部 が 協 力 し て い る 。

・T'ELCOMP開 発 一一一TELCOMPは 常 に 改 良 が つ づ け ら れ て い る
。 よ り強 力 な

Computerへ のTELCOMP言 語 の 適 用 を 研 究 し て い る 。

② 一@DataEquipment

PLOTAMATICX-Yグ ラ フ ィ ッ ク ・レ コ ー ダ

DATACODER

GRAFACON

TELEPUTER

② 一(◎TELCOMPサ ー ビ ス

ボ ス ト ン,ニ ユ ー ヨ ー ク とPン ド ン のTime-SharingLtd・,'がTELCOMPサ ー ビ ス

を 実 施 中 。

② 一⑪ 共 同 事 業 と ラ イ セ ン ス 契 約

・MEDINET
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GE社 のMEDINET部 と共 同 で,リ ア ル タ イ ム 情 報 サ ー ビ ス を 全 米 医 学 界 に 提 供 し

て い る。 初 のComputercenterが1967年5月 にWatertown,Mass.,のMEDINET

本 社 に 開 設 さ れ た 。

〔7〕ARIESCorporation

沿 革

Aries社 は19'62年 に 設 立 さ れ た 。

ソ フ トウ エ ア の 需 要 や 電 子 計 算 機 の デ ー タ 処 理 シ ス テ ム を 使 った ア プ リケ ー シ ョ ン の 研 究 開

発 に 応 え る た め だ った 。

顧 客 は 商 業,工 業,軍,政 府 関 係 で あ る 。

Aries社 は 顧 客 が 当 面 して い る 問 題 に 最 新 技 術'11state-of-the-art,1"を 応 用 し て 解 決

し て い く とい う方 策 が 図 に 当 り;当 初 の5カ 年 間 は,毎 月 平 均100%以 上 の 成 長 率 を 示 し た 。

6名 だ っ た プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・ス タ ッフ も・200名 以 上 に ふ え た 。

ま たA・i・ ・DataC・nt・r,ln・.を 吸 収 合 併 し,A・i・ ・Edu・ati・nalSy・t・m・Div・

を 設 け プ ロ フ ェ ッシ ョ ナ ル ・ス タ ッ フ に シ ニ ア ・ コ ン サ ル タ ン トや ア プ リケ ー シ ョ ン ・ス ペ シ

ャ リス トを 加 え た り し て,コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ と情 報 科 学 の サ ー ビ ス を 拡 張 し て き た 。

Aries社 の 経 営 は,完 全 に 計 画 に の っ と った も の で あ る 。 契 約 を 結 ん で い る 各 顧 客 に は,・

仕 事 を 遂 行 し て い く た め の エ キ ス パ ー トを 集 中 す る た あ に,有 能 な 職 員 か ら 成 って い る チ ー ム

が そ れ ぞ れ に つ く こ と に な っ て い る 。

同 社 の プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 は,TechnicalStandardsandConventionsが 担 当 す る 。

PROMPT(ProgramMonitoringandProductionTechniques)を プ ロ ジ ェ ク ト経 営

の 中 心 に す え る。PROMPTはPERTやCPMの 強 力 な 入 力 と し て 大 型 プ ・ ジ ェ ク トに 用

い ら れ て い る 。

事 業 内 容

①MIS(Managementinformationsystems)の 開 発

経 営 方 針 決 定 に 最 も合 った 形 の 情 報 を 経 営 層 に 与 え よ う と す る も の 。

② リザ ー べ ー シ ・ ン ・シ ス テ ム ズ の 開 発

次 の よ うな も の が あ る 。

・DOARS(DonnelleyOfficialAirlineReservationsService)

こ れ は,リ ア ル タ イ ム と オ ン ラ イ ンに 基 づ く 国 内 航 空 旅 客 の 予 約 情 報 交 換 サ ー ビ ス 用 の 設

計 で あ る。ReubenH.Donnelley社 と の 契 約 。

・TELEMAXReservationSystem

大 陸 に 、も ま た が る5,000ヵ 所 以 上 の 遠 隔 地 を 操 作 で き る リア ル タ イ ム の ホ テ ル ・モ ー テ'

ル ・レ ン タ ル カ ー 向 け 予 約 シ ス テ ム で,TELEMAXCorp用 。

・MTMTS(MilitaryTrafficManagementandTerminalService)
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リア ル タ イ ム の エ ア ー ・チ ャータ ー 予 約 シ ス テ ム の(PASTRAM)で,CRT,テ レ タ

イ プ'・ デ ィ ス プ レ ー ・ユ ニ ッ トを 用 い て い る 。

③ 財 政 経 営 シ ス テ ム の 開 発

・BESTON

こ れ は"新 都 市(NowTown)"の 開 発 と 建 設 の た め の 資 金 運 営 を 司 ど る 自動 的 予 算 ・費 用

編 成 セ ン タ ー の 設 計 で あ る 。RestonofVirginia,Inc・ と の 契 約 。

・MERCA ,NTILEBankingSystem

第3世 代 用 の 広 範 囲 な 銀 行 業 務 運 用 シ ス テ ム の 設 計 。MercantileSafeDeposit

andTrustCo.と の 契 約 。

・NavyCostInformationSystem(NCIS)のModelB,Pirogram/Bydget・Data

System・ の た め の レ ポ ー ト ・サ ブ シ ス テ ム を 設 計 し た 。TheUnitedStatesNavy

と の 契 約 。

④ 通 信(message-switching)シ ス テ ム の 開 発 。

連 邦 政 府 機 関 の た め の 全 国 的 レ コ ー ド通 信 シ ス テ ム 用 の ソ フ トウ エ ア仕 様 書 の 開 発 な ど を

!/

行 な っ て い る 。一

⑤Commandandc。ntr。1systemsの 開 発

現 存 の 軍 航 空 制 御 シ ス テ ム(VOLSCAN,MTDS,NTOSな ど)の テ ス トや,Nava1

'TacticalDataSystem(NTDS)の 補 助 サ ー ビ ス の プ ・ グ ラ ミ ン グ な ど を 披 か う。

⑥ 図 書 館 と 文 献 の 検 索 シ ス テ ム の 開 発

⑦ 宇 宙 科 学 シ ス テ ム の 開 発

AD/ECS-37電 子 計 算 機 用 の ソ フ ト ウ エ ア ・シ ス テ ムやNASAの 宇 宙 技 術 制 御 な

ど の 開 発 。

⑧ 統 計 学 的 レ ポ ー ト ・シ ス テ ム の 開 発

電 子 計 算 機 シ ス テ ム 設 計 や 統 計 学 的 分 析 技 術 の 知 識 の 開 発 。

⑨ 教 育 と トレ ー ニ ン グ ・シ ス テ ム の 開 発

第19表ARIES社 の 業 績

単 位:1,000ド ル

年度
項目

弁

1967 1966 1965

総 収 入 2102 3,198 1,468

純 益
税 引 後 11 142 31

1株 当 り α04ド ル 050ド ル 0.13ド ル

資 産
流 動 1643 1152 634

総 資 産 1980 1452 690

従 業 員 数 200名 以 上鞘

注)会 計 年 度 は12月31日 。

斧1967年 度 は6月30日

現 在 の6ヵ 月 間 。

"Professionalstaffの み
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〔8〕Brand◎nAp.pliedSystems,Inc.

BAS社 の サ ー ビ ス業 務 は か な り多 岐 に わ た って い る。

1967年 度(2月 末 決 算)に つ い て み れ ば 収 入 の 業 務 別 内 訳 け は 次 の よ う に な る。

・ コ ン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス46%

・教 育 ・要 員 訓 練 ・27%

'シ ス テ ム'デ ザ イ ン と プPグ ラ ム 作 成16 .5%

・そ の 他 の サ ー ビ ス10 .5%

各 業 務 の 概 況 は 次 の 通 り。

コ ン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス

電子計算 機の設 置,プ ・グ ラミソグ,要 員教育,コ ス ト評価 な どあ ら@るEDPコ ンサル タ

ン トを実施

教 育 ・要 員訓練

生 に プ ロ グ ラ ミ ン グ の ア ドバ ン ス ・ク ラ ス の 教 育 に 重 点 を 置 い て い る 。 セ ミナ ー は1日 当 り

50～150ド ル の 費 用 で,67年 度 に は34の セ ミ ナ ー が,ニ ュ ー ヨ ー ク,ワ シ ン ト ン を 中

心 に 開 催 さ れ た 。

参 加 人 員 は トー タ ル888名,1回 当 り の 平 均 人 数 は26名 だ った 。

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン と コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ログ ラ ミ ング

民間,政 府 機関相手 にほ とん ど固定契約(92%)に よ り実施 して い る。

また専 売 ソフ トウエア ・(proprietary}をEDPマ ネ ー ジメ ン ト分野 を中心に開 発して い る。

その他 のサ ービス

Moody'sInvestorsServicelnc.社 との提 携 に よ る調 査 報 告 の 刊 行 や,Brandon/

SystemsPress.に よ る 各 種 出 版 物 の 刊 行 な どが あ る。

営 業 成 績

1967年 度 末 で,71の カ ス ・トマ ー に サ ー ビス し て お り,う ち4つ の 大 口 ユ ー ザ ー が 総 収

入 のZ9%,7,3%,5.5%,4.1%の 各 々 を 占 め て い る。

収 入 の 顧 客 別 内 訳 け は 次 の 通 り

1967年 度1968年 度 上 半 期

民 間 企 業65%81.5%

政 府 機 関35%18.5%

事 業 は 主 に 米 国 だ が,英 国 に50%の 株 式 を 持 つ 子 会 社BCS(BrandonComputer

ServicesLtd.,)を 持 って い る。

ロ

ま た オ ー ス ト リ ア,ニ ュ ー ジ ラ ン ド,ア ジ ア 地 区 に お け る 活 動 の た め5カ 年 間 の 期 間 で

W.D.Scott&CompanyPty,Ltd"と 業 務 提 携 を 結 ん だ 。

BAS社 の 業 績 は 第20表 の 通 りで あ る。 一
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第20表BAS社 の 業 績

単イ立:LOOOド ル

年度項目 1967 1966 1965

総 収 入 597 292 155

利 益
税 引 後 21 22 19

1株 当 り .09ド ル .10ド ル .10ド ル

資 産
流 動 308

総 資 産 354

従 業 員 数 43

注)年 度 は2月 末

1967年8月 末 現 在 の 同 社 の 契 約 高 は31万 ドル で,48%が コ ン サ ル テ ィ ン グ,39

%が シ ス テ ム デ ザ イ ン と プ ログ ラ ミ ン グ,13%が 民 間 企 業 の プ ラ イ ベ ー ト ・ ト レ ー ニ ン グ 契

約 で あ る 。

従 業 員 は43人 で,う ち33人 は プ ロ フ ェ ッシ 。 ナ ル ・コ ン サ ル タ ン トで,シ ス テ ム ・ ア ナ

リス トと プ ロ グ ラ マ ー は6名 を 除 い て,す べ て 大 学 卒 を 採 用 し て い る 。

'3 -6 .ソ フ トウエ ア権 お よび特 許 問題

プ・グラムが ソフ トウエ ア会社 の"商 品"で ある とい う認識 が強 くな り,専 売権 付 き

(PrOperietary)プPグ ラ ム ・パ ッケージとして大量 にコン ピュータ ・ユ ーザ ーに直接販売 さ

れ るよ うになって,最 大 の問題 として浮かび上が って きたのが ソフ トウエアの権利保 護 とい うこと

であ る。

ソフ トウエ ア ・プ ログ ラム権 の保護 とい う問題は特 許 と著 作権 法 の二つ の方 面か ら これ まで検

討 されて きていたが,米 国では著 作権 法に よ り1964年 か ら コン ピュータ ・プログ ラムの著作

権登録が許 されてい る。 しか し特許 につい ては これ まで当局 は冷淡 に取 り扱か って きていた。そ

れが最近 にな って 「ソフ トウエアを特 許 に 」運動 の主謀 者の第一人者 であ るRichardJones氏

が 社長を してい るADR(AppliedDataResearch)社 に 世界初 の特許 が認 可 された 。

こ うして特 許問題 は第一 の山場 を越 えて本格 的な検 討期 に入 ったが,こ の10月22日,23

日の 両 日には早 くもジ ョージ ・ワシン トン大学 の コンピュ一 夕ーズ ・イン ・ロー ・インス ティテ

ユー トにおい て第1回 の 「lLawofSoftware"会 議 が開催 され るこ とにな ってい る。

プログ ラム権が 問題 にな るよ うにな った のは,メ ー カーや ユーザ ーに と って ソフ トウエ アの コ

ス トが うなぎ昇 りに上が り,こ れを入手す るため に多額 の投 資を必要 とす るよ うにな った ためで

ある。何億 円 とい う資金 を ソフ トウエ アの製作 もし くは購入 につ ぎ込 まなければ な らな くな った

結果 として,ユ ーザーでは それを資産 と して考え,場 合 によ っては償却 の措置 も講 ぜねば経 理面,

で つ じつ まが合わな くな ってきたの である。
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こ うしたユ ーザー側 の ソフ トウエ アへの認識 が高 まるにつれて,ソ フ トウエ アを作 り販 売す る

ソフ トウエ ア会社 でも標準 的な アプ リケーシ ョン ・パ ッケージを作 って1つ の ものを多数 のユ ー

ザ ーに安 く提 供す るよ うにな って きた。 こ うな る と当初理想論 に近か った ソフ トウエ アを特 許 に ,

とい う考 え方はに わかに現実味 を帯び て,こ こ2～3年 は関係業 界が一丸 とな って 当局 に圧 力 を

かけて きた。

この第1の 成果が1964年 か ら ソフ トウエ アの著 作権 の登録 が可能 にな った のであ る。著作

権第1号 の プPグ ラムは1964年5月6日 に登録 された。 ところで著作権 とい うのは"著 作"

に恒 久性 があ り,人 間がは っ きりとそれ を認識 で きるもので あって,し か も コピーので きるもの

であ る必要 が ある。だから コ ンピ ュータ ・プ ログラムも ドキメ ン ト(文 献)や リス トの場合は文

句な くこの条 件に あては まる。 ところが カ ー ドとか磁 気テー プの形で あ ったら ど うなのであろ う

か?磁 気 テ ープで他人 のプ ログ ラム を'コピー した らせ っか くリス トや ドキュメントを保護 して も何

んに もならない。 リス トや ドキ ュメ ン トは人 間 の間 で プ・グラム の作 り方 の情報 を交換す るだけ

のものであ るし,著 作 権法 自体 そ うした人間 のアイデ アを保護す るものであ る。 プログ ラムは現

実 には コンピュータを コン トロールす るための ものであ るから ドキ ュメ ン トや リス トな どは不必

要 で・磁気 テ ー プや カ ー ドデ ックが必要 なのであ る。 こ うした不合理が あ ったため ,そ の複写 行

為 の制限 とい う形 で保 護し よ うとい う解釈 とな った 。

このよ うに全般 的に プログ ラムを著 作権法 で守 るとい うこ とにっいては
,複 雑 な条件が 多 く,

実 質面 での成果 につい ては 何ん と も云 えない とい う。しかし少 な くともこれ に よ って他人 の プ ・

グラムの尊重 とい う気運が 出て きた し,作 る方 の プ ・グ ラマーも これに よ りゃ る気 を起 こし
,ま

た プログ ラム開発 の二重投 資が減 って プ・グ ラムの交換 とい った土譲が 育 って きた
。 これ らを反

映 して ソ7ト ウエアブ ローカーの誕 生や,NASA,DOD(国 防省)に よる プ ログ ラム の配布

シ ステム,90SMICの サ ー ビスな どが スター トしてい る
。

一方 特許の問題 については
,特 許権 自体 が極 め て排他 的性格 である ことから,も ちろん この適

用 に よる保 護の効果は絶大 であ るが,逆 に不当 な価 格のつ り上げや,ソ フ トウエ ア市場 の特定企'

業 によ る独 占 とい ったマイ ナス面 も考 えられ る。 とい うことでそ の取 り扱 いには賛否 両論が 激 し

くかわされた。特 許成 立を主張す るグ ィレー プは著 作権 とい う形で の保護 では ソフ トウエ ア.プ 。

グ ラムの鍵 とでもい うべ き創 造性,ア イデ アを認 め ることにな らぬ のだ とい ってい る
。一方 特許

権 保護反対 の論議は弁護 士グル ー プから出た もので,ソ フ トウエ アだけに特許権 を与 え ると一般

的 な情報や技術 の交換が阻止 され,こ の 自由な流通 には特許権訴 訟 とい う多額 の費用 で片 をつけ

ねば ならぬこ とにな る。 コ ンピュータ のよ うに進展速度が極 めて早 く,し か もIBM,GEな ど

を 頂点 に巨大 企業に おさえられて い る ところでは,特 許権が当初は 弱少 の ソフ トウエア会社 の利

益 にな るよ うだが・長 期的に み る と,こ れ らのマ ンモ ス企業 が制す ることにな るのではない かと

い う懸 念 もいわれてい る。

こ うした複雑 な問題 をかか えて,ソ フ トウエ アの特 許権 は結局 表 面的 には一部 の ソフ トウエ ア
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会社が強力 に主張 しただ けで,他 の コンピュータ ・メー カーや業界 筋は沈黙 を守 って きた。そ し

てつい に1968年 に ソフ トウエア特 許第1号 がADR社 に対 して交付 された のであ る。特許公

告番号は 盃3,380,029だ った。 しかし これが 業界 の この種 問題 の ゴールではない。む しろ

これは スター トライ ンにあた るであろ う。

こ うした特許は一応 出 る道 は ついたが,実 際に これ から得られ る利益 を確 固た るものにするの

は全 くこれか らの仕事 であ る。 ソフ トウエア会社は こ うした状勢 と,ほ か に1億 ドル(360億

円)市 場 にの し上が った ソフ トウエ ア産業の育成 のた め主要11社 が まとま って協会 を設 立した。
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4.米 国 に お け る コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス事 業 の現 況

4一1.商 用 タ イ ム シ ェ ア リ ング ・サ ー ビス

現在 タイ ムシ ェア リング ・サー ビス を業 と している企業 が急速に増 えつつ ある 。商用 セ ンター

はいま の ところ米 国系企業が米国 お よび ヨー ロッパに進 出 してい るが,英 国な どでぽ つぽ つ新 し

い企業 が進 出 してい る。

米 国 においては タイム シェア リング ・サ ー ビスは年 間75%に 達 す る高い伸長率 をみせ て まさ

に ブー ムの感 が強い 。米国 の この市場 の規模 は1968年 に1億 ドル(360億 円)に 達 す るも

の とみ られてい る。

この 中で もっとも大 きな シェアを誇 ってい るのがGEで あ り,全 体 の3分 の2を 制す ると豪 語

してい る。GEが こ の商用 タイ ムシェアサ ー ビス の市場 に入 ったのは1966年4月 である。 こ

こで使 わ れた コン ピュータはGE265,ソ フ トウエ アは1963年 に ダー トマス大学 と共同 開

発を行 な っていたBASIC言 語 を 中心 とした もので ある。当初は ニ ュー ヨーク とフェニ ックス

(GEの コ ンビ ュー タ工場 のあ るア リゾナ州 の都市)で は じま ったこの サー ビスは,1968年

1月 に米 国 内26台 ・ 海外6台(・ ン ドン,パ リ,,メ ル ボル/,カ ナ ダな ど)を 配置,年 末 まで
'

に はさ らに20台 の コン ピュータを全世 界に ば らまいて充 実 をはか ってい る。

GEの ほ かに もコンピ ュ"一一タ ・メー カーに よ るサー ビス はかな り強い立場 をしめ てい る。IB

Mは 第2世 代機 のIBM7090,1410,1401な ど を使 ったQUII(TRAN(科 学 計算

用)と .DATATEXT(手 紙,文 章 な どの編集)と い う特 定 の市場 をねら ったサ ー ビスをか な り

以 前 よ り提供 してい る。 しか し汎用 の タイム シェアサー ビスは機種の整備が遅 れた こ とな どか ら

実施 してい なか った。 しかしつい に1968年 秋 からOALL/360と 呼 ぶIBM360モ デ

ル50とBASICと い う組 み合わせ で進 出 をな しとげた 。GEを 除 くと メーカ ーの この分野 へ

の本格 的な進 出はIBMを 含 めて1968年 に な ってか らの動 きである。

ユニ パ ック社 の場合,や は り今年 に入 ってす ぐU-1108超 大型 機 を使 った全米 ネ ジトワー

クの建設 を発表 した 。U-1108は リアルタ イム用 コンピ ュー タとして多 くの実績 を持 って お

り,ユ ーザ ーではCSCやUCCが こ の機械 を使 ってす でに リモー ト処理 サー ビス を実施 してい

る。そ こでユ ニパ ック炉タイ ム シェアサー ビス をは じめ れば,自 分の ところの機 械の ユー ザー と

競争せ ねぱな らぬ とい うこ とで二 の足 を踏 んでいた が,他 社 の急激な進出に刺激 され て,こ の リ

スクを押 して も活動 をは じめ た とい うこ とであ る

ODC社 も タ イ ム シ ェ ア も し く は リモ ー トバ ッチ 処 理 に ピ ッタ リのCDO6000シ リー ズ と

い う超大型機 械 を持 ってい るが,こ れ までこの分野 に進 出す るに必要 な条 件で もっと も欠 けてい
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る の は 資 金 力 で あ る と い うの が も っ ぱ ら の 評 価 だ っ た 。 と こ ろ が こ の ほ どCDCはCCC

(CommercialCreditCo・,)を 合 併 し て,そ の 資 産30億 ドル(1兆 円)を 利 用 で き る よ うに

な っ た 。 ま た こ の 企 画 に は 日 本 の 富 士 通 のFACOM230-10が サ テ ラ イ ト ・コ ン ピ ュー タ

と し て 大 量 に 採 用 さ れ る の で は な い か と の 噂 さ も あ る。CDCは ま たC-E-1-R社 の 合 併 に

よ っ て 一 部 タ イ ム シ ェ ア ・サ ー ビ ス を 含 む 大 が か り な 計 算 サ ー ビ ス ・ネ ッ ト ワー ク を も 掌 中 に し

て い る 。

一 方 企 業 数 で 最 っ と も 多 い の は 独 立 の 商 用 タ イ ム シ ェ ア 会 社 で あ る。 ほ と ん ど は 中 型 の タ イ ム

シ ェ ア リン グ ・コ ン ピ ュ ー タ1台 を 持 っ て,大 中 都 市 の 特 定 地 域 を 対 象 に100～200ユ ー ザ

ー と 契 約 し て 事 業 を し て い る ケ ー ス が 多 い 。 し か し 中 に はCom-Share社 と かTymshare社 な

ど の よ うに 数 台 の コ ン ピ ュー タ を 各 地 に ば ら ま い て ネ ッ トワ ー ク を 組 ん で い る も の も 出 て い る 。

こ う し た 大 が か りな タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ネ ッ ト ワー ク と し て は,ソ フ ト ウ エ ア 会 社 と し てC

SC,UCCと い っ た 会 社 やITTDataServiceの よ うな 通 信 会 社 系 の 子 会 社,Lasco

社 と い った コ ン ピ ュー タ ・リ ー ス 会 社 な ど 多 彩 な 企 業 が 進 出 し て い る 。

こ れ ら の う ち 最 近 話 題 を 呼 ん だ 企 業 の 概 況 を 次 に 紹 介 す る 。 な お,主 要 な タ イ ム シ ェ ア サ ー ビ

ス 業 者 の 料 金,使 用 機 械 な ど を 第21表 に 示 す 。
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第2'1表 商業用 タイム ・シェア リング.シ ステム

会 社 名 使 用 計 算 機 会 話 言 語 タ ー ミ ナ ル ユーザ数
1ヵ月あたり

a

ター ミナル

時間あた り

OPUTimeの

1分 間 あた り

吾

_.ア ィ ス ク ユーザーロケ→9/

主 要 用 途'

「

'

最低 料金 平均 時 間 料 金
ス トーレ,ヂ

カス トマー' ロ→萱ル 中距離遠距離

Allen-Babcock 1BM360/50① PL/1〔 ・n-1inesubset} IBMZ74〕

工BMIO50

90 $100.00 $5-$10② 100K十 50% 5% 45% 科学,技 術,事 務(一 部)
ComputinglInc・

TT-33,35,37,

Friden7100
PaloAlto,Calif. DatelThirty21

ApPliedL。sicC・rp.

PDP-6,

PDP-10

FORTRANIV,DDT,

AIDE,BASIC

MACRO-10

TT-33,35,37

CRT,PLT

IBMZ741

40 $10-$25 ③ 0+④ ZO% 50% 30%

同 上
CompactCOBOL,

Princet・n,NewJersey LISP,SNOBOL6

BB&N〔BoltBeranekand⑤

C。mb。idg。,ぽ ㌃anbc・1

PDP-9,8

PDP-7,8
TELCOMP TT-33 32 $12.50 制限な し 80% 15% 5% 科学,技 術

CDCC-E・1-R GE-265 BASIC,ALGOL, TT-33,35 40⑥ $1Z5.00 $6.25 40% 40% 乙0%
FORTRAN

GE420

DATANET-30

5272RiverRd. B-5500 FORTRANIV,ALGOL,」 TT,Friden71GO, 24 $8.50 $12.00 75K十

C。mputerNetw。rk PASIC〔4/15/68)
SNOBOL,ALPS,

DCTZOOO

CRT{6/68}
Washingt。n,D.C. DYNAMO

ComputerSharingInc・
SDS940 CAL.ARPAS,BASIC TT-33,35 32 $10.00 $2.50 60K+

DDT,FORTRANIV,
'

BalaCynw・d.Pa. FORTRANII

⑦
COM-SHAREInc.

SDS940 BASIC,CAL,QED,

FORTRANIV,SNOBOL、
TT-33,35,37

CAL-COMP&HI

40 $100.00 $10-$20 $2.50 0十 25% 50% Z5% 教育,科 学、技術,

AnnArb。r,Michigan TAP,DDT,FORTRANII PLT 事務(一 部)

ComputrolSy・tem・lnc・

Atlanta,Ge。rgia

IBM360/40

H2200
10

32
5% 5% 90%

リモー トバ ・チ,科 学(50灼

事務,マ ーケテ ィング

C。且a-C。mputer GEZ65 BASIC.ALGOL

FORTRAN

TTY33,35

CRTD-N760

CAL-COMPPLOTTER
13 70% ZO% 10%

科学,技 術,教 育

事務(一 部)

CSClComputerSciences UN工VACllO8 VARIANTOFBASIC KSR35,IBM2741. 高速伝達装置に連結された中央]ン
Corp・) TSS/8 UlOO4,U・DCT2000, ビュータの正味使 用時間, 50% 25% Z5% 科学,技 術

Richland;Wash. IBM2780 1時 間あた り1,200ド ル

CDC〔Contro]DataCorpJ CDC360D

6600 64 CDC3600は1時 間500ド ル

6600は 同じ く1,200ド ル
科学,技 術

DataNetworkCorp・1 SDS940 FORTRAN肛,-IV ASR33,35 10会12

NewYoτkN.Y. IBM360/40 BASIC,CAL

QED

工BM2741,IBMlO50 50% 25% Z5% 科学,技 術

DIAL-DATA囚C.of SDS940 CAL,DDT,QED, TT-33,35⑥ 40 $IOO.00 $13.50 $3.OO 60K+

WASHINGTON FORTRANII,BASIC. CAL-COMPPLT 科 学,技 術

SNOBOL,FORTRANIV,
Newton,Mass, ARPAS

DIAL-DATA SDS940 CAL,DDT,QED, TT-33,35⑧ . ⑫
FORTRANILBASIC. CAL-COMPPLT 40 $100.00 $1350 $3.OO 60K+
'SNOBOL ,FORTRANIV,

Rokville,Md. ARPAS

GraphicControLsCorp・,

Buffalo,N,Y.

一

GE265 BASIC,ALGOL,

PACER,EDIT,
TSAP,LISP

TTY33,35

FridenConversantional

DN760〔CRT}
10 50% 35% io% 科学,技 術,事 務(一 部)

Gene士alElectricCo,

InformationServiceDept.

GE265 BASIC,ALGOL,

FORTRAN

TT-33,35

PLT 40 $100.00 $10.OO $Z.40 0十
科学,技 術,事 務(一 部)

Botheds,Md,

IBMQUIKTRAN

NewYork,N.Y.
IBM7044 QUIKTRAN IBMIO5D

IBMZ741

80 $125.00 $12,50◎ 0十 科学,技 術

Chicago,ILL

Cleveland,Ohio
LosAngeles,Calif.

Philadelphia,Pa.

IBMDataTextService

NewYork,N.Y.
IBM1460 English IBM2741 32 1日6時 閏の使 用に

たい して310ド ル
テキ ス ト ・エ デ ィテ ィ ング

Chicag。,ILL.

Cleveland,Ohio

LosAngeles,Calif.

Philadelphia,Pa.

SanFrancisco,Calif.

IntincoLimited UNIVAC Stockbroker5 TT-33{70) 82 ⑫ ⑫ ⑫ ◎
L。nd。n,England 418(2} Language TT-35〔12}

JohP.MaguireECo.,1NC., IBM360/30 D,0.S. IBM2740 50 $1〕500.00 ◎ ⑬ ⑬
1290Ave.oftheAmericas IBM王050

KEYDATACorp・

Cambridge,Mass

UN工VAC491 KOPIII
/

TT-Z8 200 ⑭ ⑭ ⑭ ⑭ 60% 35% 5% 事務,出 荷業務

ManagementInformation IBM1440 Autocoder IBMIO64
ServicesInc, 〔TELLETERMINAL) 40 100% inhouse 預 金,ロ ー ン

Seattle,Wash.

NorthWestManagement
ServiceCo., B30 B606-485 16 15% 75% 10% 預 金,ロ ー ン

Seattle,Wash.

⊂沁 沁LineSystemsInc.

Piしtsburgh,Pa・

GE255⑮ BASIC,ALGOL,

FORTRAN

TT-33,35
30 $12.50

.

0十 75% 20% 5%
科 学,技 術

テキスト・エディティング

Pillsbury

ManagementSystemsCo.

DATANET-30 TRAC

TestEditors

Management垣for一

TT-33,35,37

1BM2741
15 $100.00 $5.00 $・.6・一$L266 0十

、

Phenix,Arizona mationSystems

Pi115buryOccidental

Company⑰

GEZ65 ALGOL,BASIC,

BIICAC,FORTRAN,

TT-33,35

PLT,CRT

40 $108.50 $10.00 $3.00 0十

Raleigh,NorthGarolma FORCAC,EDIT
4

Rapidata GE4ZO BASIC〔extendedl TT-33,35 33 $lOO.00 $ll.00 $3.00⑱ o十 .

NewYork,N.Y. DATANET-30 FORTRANIV

REALTIMESystem⊆Inc.

NewYork,N.Y
B5500 FORTRANIV,

COBOL,-ALGOL

TT,TLX,

TWX,CRT

15 $500.00 $10.00 $8.35 0十 55% 35% 10%
科 学,技 術

TYMSHARE SDS940 CAL,BASIC,QED, TT-33,35 60 $80.00 $13-$16 60K+ 50% 20% 30%
LosAltos,Cahf. DDT,FORTRANIV, PLT または 科学,技 術,事 務(一 部)

LosAngeles,Calif・ ARPAS,ALGOL $390.00
TimeShearingSystems

Inc.,Mil
waukee,Wis.

B5500 FORTRANIV・

ALGOL
TTY33,35

10 15 50% 25% 25% 科 学,技 術

Te1-A-Data B3DO
64

ターミナルあたり月間
ビジネス

,

約1,000ド ル

Univac(SperryRand) UNIVAC]107,1108 Det1004-2000 22.5 75% 15% 10% リモ ー ト バ ッチ,科 学,

Philade]phia,Pa. Facility-Sharing

Service

.

技術,事 務(30%)

'

UCC〔UniversityComputing PDP9,8 FARTRAN,COBOL TTY 64 高速伝達装置 に連結された中央 コソピュ 科学,技 術,
Corp・)

Dallas.Texas

UNIVACUO8

(batchpr。cessing}

ALGOL.ASM CRT
'

一夕の正味使用時間 ,

1時 間あたり1200ド ル

50% 30% 20%
テキス ト・エデ ィテ/グ

VIPSyεtemsInc・

Wahingt。n,D.C,

IBM1460 IBMAdministrative

TerminalSystem

IVM2741
40 $100.00 $7.50 0十 60% 20% 20% テキス ト エデ ィテング

White,WeldCo., SDS940 QED,DDT, TT-33,35 24 $1,500.00 ⑲ ⑲ ⑲
FORTRANII,

20BroadSt ,
FFL(First

FinancialLang岨ge)

同時使用ユ ーザの数は機械 をつけくわえ るか コンピュータ システムを拡大す るかによって増やすこ とが できる。

.数 字はキ ャラクターもしくは バイ トの割 当て量 を示す,+は 特別 契約で使用できる量 を示す。

駐)1.追 加された,効 果的会話のための特殊オペレーション ・コー ド。

2使 用総=ア ーの総量による。

3.10,000イ ソス トラクシuン 実行ご とに15セ ント。

41月 あた り100ド ルの最低料金を支 払 うお客 に対 して60Kを 自由使用。

5.シ ステムは,ケ ンブ リプヂ,マ サチsセVツ,イ ース ト ・オレンジ,ニ ュージ ャージおよび英国,ロ ン ドン。

6.GE-420が30の ユーーザを処理。

7,同 時にサー ビスは,シ カゴ,ヒs－ ス トン,ハvチ ソtプ ク,二s－ ジャージのセンターの他計画 されている

それ以上のセ ンターから利用 できる。

S.103デ ータ ・セットとASCllコ ー ドを結合できる他 のター ミナル機器 はシステムに相互作用 されるかも

しれない。

9

0

L

2

3

4

5

6

乳

l

l

1

1

1

1

1

1

18

19,

サービスは33の 主要都市 にあるオフ ィスか ら利用で きる。 ～

その他の〉 ステムは,シ カゴ,ク リー プラン ト,7ィ ラデル フィア,ロ ス アンゼルス,トPン ト忙ある。

最初 の5時 間は11ド ル,6時 間から75時 間は9ド ル。

料金は年間約5,000ド ルでそれに照合 一件 あた り50セ ントの使用料。

会計およびそ の他の商業用,料 金は使用した プロセ ッシングお よびス トーレ.ッヂによる。

会計および経営用,料 金はメッセージ伝 送,使 用 した プロセ フサー ・タイム,お よび ス トーレ プヂによる。

同時にPDP-10で もTSSサ ービスが可能。

使用 したシステム による。

トレー ド ・ネームはCa;1-A-Computerで,ア トランタ,ボ ストソハシカゴ,パ ルテ ィモ ア,ミ ネアポ

リス,オ マハ,ニ ューヨ　クでサービスされる。

1/Oは1分 間あたり1ド ル80セ ン トで契約。

インフ ォメーシ ∋ソは利用 できず。 ・
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(1)TimeShareCorp.

同 社 は タ イ ム シ ェ ア リン グ そ の も の ず ば り の 名 称 を 持 っ て お り,2年 も 前 に 設 立 さ れ た 会 社 な

の だ が,実 際 に 活 動 を 開 始 し た の は ご く最 近 の こ と で あ る 。 こ れ ま で の 仕 事 は カ ス トマ ー の プ ・

グ ラ ム を 開 発 す る の が 中 心 で,同 社 自身 他 の タ イ ム シ ェ ア ・セ ン タ ー の ユ ー ザ ー で もあ っ た 。 そ

の 同 社 が 自 分 で つ い に タ イ ム シ ェ ア ・サ ー ビ ス を 開 始 し よ う と 白 羽 の 矢 を 立 て た の は,こ れ も ご

く最 近 市 場 に 登 場 した ば か りの ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ッヵ ー ド社 のHP2000Aタ イ ム シ ェ ア 機 で

あ る 。

HP2000Aは 本 来 企 業 内 の タ イ ム シ ェ ア 需 要 を 満 た す も の と し て 設 計 さ れ た もの で,こ の

た め 価 格 も9万 ドル(3,240万 円)と 最 も安 い タ イ ム シ ェ ア機,但 し,一 度 に ア ク セ ス で き る

タ ー ミ ナ ル の 数 は16と い う も の 。 と も か く16台 タ ー ミ ナ ル ・ア ワ ー の デ ー リ ー ・サ ー ビ ス で

ユ ー ザ ー の コ ス トは 時 間 当 りわ ず か2ド ル と,従 来 のGE265な ど の 時 間 当 り10ド ル に 比 べ

5分 の1の 廉 価 に な った の が 最 大 の 特 長 で あ る 。 タ イ ム シ ェ ア 社 は こ のHP2000Aを5台 も

発 注 し,科 学 技 術 計 算 の ほ か に 教 育 関 係 の カ ス トマ ー へ の 提 供 を 考 え て い る 。

(2)ComputerSciencesCorp.

CSC社 は 現 在 で は 米 国 随 一 の ソ フ ト ウ エ ア ・サ ー ビ ス 会 社 で あ る 。 そ の 活 動 は 情 報 サ ー ビス

分 野 で もC。mputaxな ど特 徴 あ る ア イ デ ア で 知 ら れ て い る 。 そ のCSCが 米 国 お よ び カ ナ ダ の

主 要20都 市 に リ ジ ・ ナ ル ・タ イ ム シ ェ ア ・セ ン タ ー を 開 設 す る 計 画 を 発 表 し た 。 こ れ ら は ア ト

ラ ン タ,ボ ス トン,カ ル ガ リ ー,シ カ ゴ,シ ン シ ナ チ,ダ ラ ス,デ ン バ ー,デ ト ロ イ ト,ロ サ ン

ゼ ル ス,ミ ネ ア ポ リス,モ ン ト リ オ ー ル,ニ ュ ー ヨ ー ク,オ ル ラ ン ド,フ ィ ラ デ ル フ ィ ア,ピ ッ

ソ バ ー グ,セ ン トル イ ス,サ ン フ ラ ン シ ス コ,シ ア トル,ト ロ ン ト,そ し て ワ シ ン ト ン で あ る 。 こ

の 計 画 を 遂 行 す る た めCSC社 は20台 の ユ ニ パ ッ クU-1108,金 額 に し て 約5,000万 ド

ル(180億 円)を 発 注 し た 。 第1号 機 は9月 にCSC社 の 本 社 の あ る ロ サ ン ゼ ル ス に 設 置 さ れ

る が,第2号 機 以 降 は1969年 第2四 半 期 か ら 毎 月1台,1セ ンタ ー 開 所 の ペ ー ス で 納 入 が 行

な わ れ る予 定 で あ る 。

CSC社 は こ れ ま でU-1108を 採 用 し た リモ ー ト ・バ ッチ サ ー ビ ス のRemotranコ ン ピ

ュー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の 豊 富 な 経 験 を 有 し,米 国 西 海 岸 と カ ナ ダ の 西 部 の 約150の カ ス トマ

ー を 持 っ て い る
。 こ の 実 績 の 上 に タ イ ム シ ェ ア ・サ ー ビ ス へ の 進 出 に 踏 み 切 っ た も の で あ る 。 一

方 こ の タ イ ム シ ェ ア ・サ ー ビ ス 市 場 に 参 加 す る に 当 って も う1つ 大 き な 刺 激 と な っ た の は ハ ン ツ

ビ ル に あ るOSCの オ フ ィ ス が 南 西 部 の 金 融 業 者 向 け に 財 務 分 析 な ど の 会 計 処 理 サ ー ビ ス を1月

か ら 実 行 し て 成 功 した と い う こ と で あ っ た 。 こ の 成 功 に 気 を 良 く し てCSC社 は こ の 全 米 タ イ ム

シ ェ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク の 大 口 ユ ー ザ ー と し て ク レジ ット ・ビ ュ ーP－ の 全 米 組 織Associated

CreditBureausofAmerica,Inc.と 折 衝 に 入 っ て い る。

同 社 が 新 機 軸 を 打 出 そ う と し て い る も う1つ の 冒 険 は タ イ ム シ ェ ア ・サ ー ビ ス で は 困 難 と さ れ

て い る 事 務 ・経 営 計 算 を こ の シ ス テ ム に 乗 せ る と い う こ と で あ る 。 ビ ジ ネ ス 計 算 を タ イ ム シ エ ア

ー73一



にのせ る上 での リス クは ソフ トウエ ア ・バ ックア ップに金が かか りす ぎて収支 が合 わな くな ると

い うこ とで あ る。 そ こでCSC社 は ソフ トウエア会社随一 の実 力を生 か し
,な るべ く一般化,汎

用化 した アプ リケー シ ョンパ ッケー ジのア レイを準 備す ることによ って これ を解決 で きると考え

ている。 もしこの試 みが成功 すれば,リ スク も大 きいがその市場 の潜在 力 も極め て巨大 とされて

いるだけに同社 の ドル箱 にな るだろ う。CSC社 の タイム シェア ・サー ビスは こ うした ソフ トウ

エア会社 らしい生 き方 とそ のナ シ ・ナル ・ベー スの ネ ットワー ク とい う規模 の大 きさでその去就

が注 目されてい る。

(5)Philco-FordCorp・

フ ォー ド自動車に吸収 合併 されて以 来鳴 かず飛ば ずの沈滞 を余儀 な くされていた同社 の コンピ

ュータ事業 は タイム シェア リング ・コンピ ューー一夕 を契機 として巻 き返 しをね らって いる。Phi-

1co-Ford社 のCSN(ComputerServiceNetwork)の 拡 大計 画は東部海岸 線に沿って南

北 をカバーする巨大な もので あ る。このタ イムシ=ア ・ネ ットワー クが1月 に完成 した時点 でフ

ィラデルフ ィア地区最大 のセ ンターにな った もの といわ.れてい る。

このセンターは大型 コ ンピ ュー タPhilco-Fordモ デ ル212型 と小型 のメ ッセー ジ ・スイ

ッチング用 サテ ライ ト ・コンピ ュー タ102型 に よって構成 されてい る。 このタ イムシ ェア ・サ

ー ビスは フ ォー ド自動車 の技 術 コン ピュータ ・セ ンター との共 同研 究 によ り開 発された もので あ

る。同社のCSNサ ー ビス は これ まで原子炉設計 とチ ェ ックア ウ ト用の コンピュータ プログ ラム

を開発 した。 また トラ ック運 輸会社向 けのメ ッセー ジ ・ス イ ッチ ング ・システムFastFrei-

ghterの 開 発に も成功 してい る。 こ うした ことが同社 の コン ピュータ ・サー ビス とハー ドウエ

ア開発に も強い影響 力を与 え る ものとみ られる。

(4)1」eascoI)ataProcessingEquipmentCorp.

Leasco社 とい うのは本 来 コ ンピ ュータ業界で活動 をは じめた初 仕事 とい うのが り一ス業 であ

った。 しか し創業以来 わずか6年 の 間に年商3.5万 ドルから1億 ドル(360億 円)に 急膨張 し

た。その リース会社 がこれ までに獲 得 した資金 を もって他 の コ ンピュータ ・サー ビスに意欲 的に

進 出 してい る。・タイ ム シ ェア リング ・サー ビス もその一 環で ある。

こうした リース会社 の多角経営 は実は リアスコ社 だけでな く業界全体 の傾 向で ある。 とい うの

は第3世 代 コン ピュー タの寿 命 は1970年 代 後半 までは持 つ とは言 われてい るが今後 の新規 契

約についてはやは り日一 日と寿命 が短 かいとい う点 が問題 とな って くる。 このため リー ス会社 に

もっとも利益 の ある契約方 法 であ る7ル ペ ィアウ ト ・リースは減 って くることが考え られ,第4

世 代機 の出荷がは じまる時点 までに,こ の うめ合わ せをす る仕事 を見 つけて,こ の過渡期 の収入

源 を作 らねばな らない。 こ うした考 え方 で多角化 を進め てい る中で リアス コ社は もっと も積極的

な方 の旗頭 であ る。

そこでまずEDP分 野 の多角化 には,Systems&Resea「chDivisionに お 、'てソフ トウ

ェ ア開 発に乗 り出 した。 この事業部は1967年 にDocumentation
,Inc.を 買 収 した のを基
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礎 にスター トした もので あった。 これに引き続 くタイム シェア リング ・サー ビスでは 企業 こそ合

併 していない カ㍉ 人 間のス カ ウ トを実施 してい る。同社 のタイ ム シェア ・サー ビスは本社 の ある

メ リー ラン ド州 ベセ スダで開始 され る。 ここの責任 者にな るのがWalterE .,Simonson博 士 で

ある。同氏は米国 のタイ ム シ ェア リングの 商用 サー ビス では先駆 者 の1人 でC-E-1-R社 の

MAC(Multi-AccessComputer)事 業 部長 であ った人 である。

リアス コ社は英 国,ス ペ イ ン,オ ランダにソ フ トウェ ア ・システム の開発 を業 とす る組織 をス

ター トさせ,他 の国に も出先機関 を設け るごとを考慮 してい るた め
,欧 州で もタ イム シ ェア リン

グ ・サー ビス を開設 す る もの と推定 され る。

同社 のA.S.Douglas博 士 は早 ければ,1969年 末 に も欧州 でのサー ビスがは じまるか も知

れぬ としてい る。

(5)IBM

コ ン ピュータ ・メーカーが行 な うタイム シ ェア リング ・サー ビス と しては,GEとSDSが 非

常 に強力だ が,IBMは こ れに どちらか とい うと冷 淡な態度 を取 って きていた。そ れは結局
,採

算性 の点 からIBMが 現 在 の タイム シェア ・サー ビスの市場 で利 益 を吸い上げ ることのできるの に

都合の よい機種 を持 っていなか ったため といえ る。

IBMが タ イム シェア専 門機 と して力を注い でいた360モ デ ル67は(}E635
,645を

対 抗機種 と した大型 のタイ ム シ ェア機 で,ソ フ トウエアの整 備 も遅 々としてい る。 それに現在市

場 で主導 的位 置 を占め てい るGE265と かSDS940ク ラス の中型 タイム シiア 機 に匹敵す

るものは全 くなか ったので あ る。 しか し最 近GE ,SDSだ けで な くユニバ ックやCDC,NC

R,な ど がこぞ ってタイ ムシ ェア市場 に進 出 してきてい る状 況b{らIBMも じ っと待機 してい る

わけには いかな くな った。

このた めIBMは システ ム360モ デ ル50を 採 用 したCail/360BASICと 呼 ば れ る

サー ビス をスター トさせ る こ とにな った ものであ る。IBMは こ れ までIBM7094を 使 った

QuIKTRAN,さ ら に これを改良 したQulKTRAN2サ ー ビスを提供 して きた が
,こ れ はこ

れで科学 技術計算 を中心 に今後 も継続す る。Ca11/360BASICサ ー・-tfスは
,GEと ダ ー ト

マス大学 で開発 したBASIC言 語 を採用 した汎角 のサー ビスで
,2時 間 も講 習を受け ればす ぐ

に こ の サ ー ビ ス を 利 用 で き,し か もIBMが 開 発 し た 豊 富 な レ デ ィ ・メ ー ドの ア プ リ ケ ー シ ョ ン

・プPグ ラ ム の ラ イ ブ ラ リー を 利 用 で き る の が 最 大 の 利 点 だ とPRし て い る
。 ユ ー ザ ー 端 末 装 置

はIBM2741通 信 タ ー ミ ナ ル か テ レ タ イ プ のTT33 ,35を 利 用 で き る 。 カ ス ト マ ー の ミ

ニ マ ム ・チ ャー ジ は 月 間100ド ル
,IBM2741タ ー ミ ナ ル の レ ン タ ル 料 は 月 額103ド ル

強 で あ る。4月 に ニ ュ ー ヨ ー ク,サ ン フ ラ ン シ ス コ,シ カ ゴ 地 区 は サ ン フ ラ ン シ ス コ の360モ

デ ル50を 使 っ て サ ー ビ ス を 受 け ら れ る よ うに な り
,ニ ュ ー ヨ ー ク と シ カ ゴ の セ ン タ ー は こ の 夏

に 開 所,年 末 ま で に は サ ー・一ビ ス エ リア は 主 要34都 市 に 拡 大 さ れ る も の と して い る
。
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(6)ITTDataSer▼ices

InternationalTe'lephone&TelegraphCorp.の コ ン ビ 」 一 夕 ・サ ー ビ ス を 行 な う事

業 部 で,IBM360モ デ ル50を 採 用 し た タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ スRTS(Reactive

TerminalService)を 全 米 で 実 施 す る こ と に な っ た 。RT・Sサ ー ビ ス は1969年 末 ま で に

20の 都 市 で サ ー ビ ス さ れ る こ と に な っ て お り,現 在 ニ ュ ー ヨ ー ク,ボ ス トン,ロ サ ン ゼ ル ス で

サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。

コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー は ロ サ ン ゼ ル ス と ニ ュー ジ ャー ジ ー 州 パ ラ マ ス にIBM360モ デ ル

65と50を 中 心 と し た シ ス テ ム が あ .り・ こ れ に サ テ ラ イ ト ・コ ン ピ ュー タ が ぶ ら 下 が り ネ ッ ト

ワ ー ク を 構 成 す る 。 サ テ ラ イ ト機 に はIBMの 小 型 機 と ハ ネ ウ エ ル 社 コ ン ト ロ ー ル 事 業 部 のH-

516が あ り,通 信 中継 集 信 シ ス テ ム と し て 使 う。 ボ ス ト ン で は す で に こ の 方 式 で サ ー ビ ス が な

さ れ て い る 。

RTSサ ー ビ ス は 大 き な 武 器 と し てITTデ ー タ ・サ ー ビ ス が 独 自 に 開 発 し た ソ フ ト ウ エ ア を

持 ち,こ の 中 で も25語 の 共 通 語 を ヒ ー チ ャ ー し たRTS言 語 が そ の 最 右 翼 で あ る。 現 在 の と こ

ろRTSは1セ ン タ ー で100程 度 の ユ ー ザ ー を 一 度 に 処 理 で き,近 い 将 来 に は300ユ ー ザ ー

ま で 充 実 で き る とい う。 同 事 業 部RobertA.Leonard社 長 はRTSタ ー ミ ナ ル で ソ フ ト ウ エ

ア の作 成 と デ バ ッギ ング を す れ ば,プ ログ ラ マ ー の 能 力 は 標 準 的 に4倍 に も 強 化 で き,こ れ が ひ

い て は 米 国 の 熟 練 し た プ ロ グ ラ ミン グ ・タ レ ン トの 解 消 に 結 び つ く と言 明 し て い る 。

一方ITTの 米 国 以 外 の 地 区 で の サ ー ビ ス 開 始 も活 発 化 して き て い る 。 ヨ ー ロ ッパ 地 区 が 主 体

だ が,パ リ,シ ュ ツ ッ トガ ル ト,ベ ル リ ン,ス ト ッ ク ホ ル ム に サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロー を 開 設 し て

い る。 英 国 で は コ ン ピ ュー タ と 周 辺 機 器 約250万 ドル(9億 円)を 導 入 し て お り,そ の 中 に は

新 た にIBMシ ス テ ム360モ デ ル50(256K),30,20が 含 ま れ,こ の う ち モ デ ル

30と50は 英 国 で のRTSシ ス テ ム の 開 始 に 備 え た も の で あ る 。

4-2.米 国 にお け る情 報 処 理 サ ー ビス機 関 の実態(A'DAPSO調 査 に よ る)

ADAPSO(AssociationofDataProcessingServiceOrganizations,Inc.)

は,米 国 の サ ー ビ ス ・ビ ュー ロー 業 者 の 団 体 で あ る が1966年 か ら,こ の 急 激 に 伸 展 しつ つ あ

る 業 界 の 真 の 姿 を 把 握 す る た め,米 国 と カ ナ ダ を 対 象 に,サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ・ 一 業 の規 模,成 長

率,収 入 源,カ ス トマ ー の 実 情,コ ス ト内 訳 け,競 合 状 況 と い っ た 点 に つ い て 調 査 を は じめ た 。

こ の 調 査 はFCC(連 邦 通 信 委 員 会)が1966年 秋 に 「コ ン ピ ュ ー タ と通 信 の 相 互 依 存 の 影

響 」 調 査 を は じ め,こ れ に 対 す るADAPSOの 見 解 を 明 ら か に す る に あ た りそ の 基 礎 資 料 と し て

使 う とい う事 情 が 加 わ っ て 重 要 な 調 査 と し て ク ロー ズ ア ップ さ れ た 。

調 査 は ア ン ケ ー ト形 式 で 行 な わ れ,1967年 春 にADAPSOの 会 員 お よ び 会 員 外 で も明 白

に サ ー ビ ス ・ビ ュー ロ ー 業 と し て 活 動 し て い る 業 者 約2,000が 選 び 出 さ れ,こ れ に 対 し て ア ン
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ケー ト調査票 の発送 が行 なわ れた。

回答は 発送 数の2.6%だ っ たが,比 較的大型 の企業(1966年 の 総収入 が1,000万 ドルを

越 える もの)か らは50%の 回答 率 があ ったため,こ れらの事情 を考慮 して,大 型 企業は別 に独

自のデータ集計 と評価 を行 な って アンバ ランス を出 さぬ よ うに したい とい ってい る。以下調査結

果'の概要 を紹介 す る。

(1)サ ー ビス ・ビ ュー ロー の カス トマー

1966年 サ ー ビス ・ビュー ローは約700社 が1,300の サ ー ビス ・センターを運 営 してい

る。 これ らの ビ ュー ロー業 のカス トマーは約8万 人 にお よん でい る。

700の 業 者 の うち70%は1セ ンター を運営 してい る中小業者 で,こ れらの業者 の シェア

(市 場 占拠率)は43%,カ ス トマー の数 では34%と な ってい る。 一方 大型 の企 業,数 に して

全 体 のサー ビス ・ビ ューP－ 業者 のわず か5%の 業 者が コ ンピュータ ・センターの30%を 運用

し,全 体 の40%の カス トマーにサ ービス を提供 してい る。

第22表 サ ー ビス ・ビュー ロー業 の規模別 カストマー分布状 況(1966年)

/
ノ カ ス トマ ー 数 ビ ュ ー ロ ー 業 者 数

一

サ ービス提供 を うけ る

カス トマー ¢教

0-49 300 7,500

50-99 200 15000

100-149 120 15,000

150-199 30 5,250

200-249 30 6,750

250-299 10 2,750

300以 上 10 27,000

ト ー タ ル 700 79,250

第22表 は こ うした状 況 を別 の側 面 よ りみた もの だが,全 業者 の40%強 は50人 以 下の カス

トーマー しか持 たぬ 中小 企業 で,一 方 ヵス トマー の3分 の1は 上位10社 に独 占 され ているとい っ

た事情 がは っき りと出てい る。

1966年 の時点 でデータ処理作業 で仕事 を してい る企業 の うち40%は 社 歴4年 以 下 の若い

企業 で,ま た5～8年 の ものが4%,9～12年 は13 ,%,社 歴13年 以 上の もの とな るとわず

か7%に す ぎない。 この状況 は第23表 に示す通 りであ る。

また2つ 以上 のセ ンター を運営 してい る業者 は,1セ ンタ ーしか運営 してい ない業者に比べ て

1セ ンター当 りの カス トマー数 で まさ っている ことも判 明 してい る。 もっともこれは多 くの セ ン

ター を運営 してい る業者 は社歴 も古 い とい うこ とに よってい る。

1965年 か ら1966年 に か けて,平 均 的センター業者 で カス トマーの数 は50%増 え て いる。

個 々には カス トマー数 の増加 は,67%の 減 少 とい うところ から,1900%増 とい うもの まで
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第23表 社 歴 と カ ス トマ 一 散 の 関 連

社 歴 企 業 数
1セ ン タ ー 当 り の

平 均 カ ス ト マ 一 致

1～4年

5～8年

9～12年

13年 以 上

280

280

90

50

35

85

115

125

種 々雑多だが,80%の 会 社は0～200%,さ ら に絞 って60%は25%～100%増 とい う

範 囲 に位 置 してお り,当 然 の ことだが新 しい社歴 の企業 の方 が急激な伸長率 を記 してい る。

第16図 は こ うした状況 を図 に示 した もの である。これ によれば,創 業 から5年 目までの間には

カス トマー数(中 庸 数)は ほぼ1年 当 り15ユ ー ザ ーの比率 で直線的 に増加 して いる。次 に くる

第16図 計 算 セ ンター の社歴 とカス トマーの関係
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5ヵ 年 間は・1957年 に 設立 された企業 では ,年 間約5ヵ ス トマー と増 加率 は下 が りは じめ る。

そして10年 もの長 い社歴 を持つ企業 では もは や カス トマー数 の増減 はほ とん どみ られ な くな り

定 常状 態に達す る。

インタh● ク ・一タ イ・レ(中 間 値か ら偏差25%の 幅)で は カス トマー数 は
,新 規 企業 で5～

20カ ス トマー が5年 程度 の社歴 の ところ40～140カ ス トマーと急速 に増加 して い る
。例 え

ば1957年 設 立 の企業では,こ の レ ンジは70～200ヵ ス トマーにな り15年 もの長 い社歴

を持 つ ところでは,80～240カ ス トマー とな っていた。

(2)サ 一-tfス ・ビ ュー ロー の収入

1966年 に お けるデー タ処理 サー ビス産業 の トー タル収入 高は5億 ドル(1
,800億 円)だ

った と推定 され る。 この内訳 けは第24表 の通 りだ が,全 体 の企業の35%は 収 入15万 ドル以

下 の中小企業 であ る。

第24表 総 収入 によ るデ ータ処理サー ビス業 の分類

総 収 入

(1000ド ル)
企 業 数

トー タ ル 収 入

(100万 ドル)

25-50 80 3

50-75 65 4

75-100 50 5

100-150 55 7

150-200 70 12

200-300 115 29

300-400 60 21

400-500 55 25

500-750 75 47

750-1,000 15 13

1,000-2,000 32 48

2,000-6,000 1.5 60

6,000-10,000 5 40

10,000以 上 8 220

ト ー タ ル 700 534

また 同 じよ うに35%の 企 業が15～40万 ドルの レンジに あ り,40万 ドル以上 にな ると

30%,全 体 の企業 の70%に あ た る中小 業者 を集 めて も,業 界全体 の収入 の15%弱 に しかな

らない とい とい う状況下 にあ る。 これは90%の 企 業 を とってみて も全業 界収入 高 の30%弱 で

全収入 のほ ぼ半額が トップ13の 業 者 に集 中 しているのである。

第25表 は サー ビス ・ビュー ロー業 と しての社歴 と企業の収入 の間に どん な関係 が あるかを示
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第25表 計 算セ ンタ ーの社歴 と トータル収入 の関係

単位:1000ド ル

社 歴 企 業 数
収 入 高

中 間 値 平 均 値

1～4

5～8

9～12

13年 以 上

280

280

gq

50

200

400

600

900

250

800

1,200

2,600

して い る。 これ によ ると予想 された通 りこの2つ の因子 間には かな り明白な関連 が あ った。第

24表 で もデー タ処 理サー ビス業 界に ある巨大企業 の存在 が全 体的 な統計 データ のと りまとめに

困難 な要 因 とな っていた が,第25表 の よ うな形 にデー タを分解 してみ ると,13年 以 上 の長い

社歴を持 つ企業 で もその半分 は90万 ドル以下 の収入 しか上げ ていず,13社 全 部 の平 均値で も

260万 ドルにすぎない。 そ ういいな がら もこのよ.うに平均 値 が中間値の3倍 近 くも高い のは,

数 は極めて少 ないが,2,000万 ドル を越 える収 入を上げて いるマ ンモ ス企業が存在 す るためで

あ る。

また,企 業 の平均 収入値 とサー ビスエ リアの大小 との間 の関 係を調 べたところ,こ れ も予想 さ

れた こど く,い くつ かの多数 センターを運営 してい るセ ンターは,シ ングル ・セ ンターの業者 よ

りも収入高 が大 きか った 。 も っともシングル ・セ ンター を運営している業者 だけで業績 の比較 を行

な うと,サ ー ビスエ リアの大 小 にはあま り関 係が な く,む しろ人 口25万 人 以下 の都市 で の事業 一

をする企業 が収 入が低 い とい う傾 向が出てい る。 これは1つ には,小 都市 にあ るセ ンターは多 く

が設立 まもない若い企業 で,ま だそのセ ンターの全 能 力を発揮 させ るチ ャンスが なか った のだ と

もいわれ る。

平均 値 として は1965年 か ら1966年 にか けて収入 は50%の 増 加 をみ てお り,個 々のセ

ンター業者 に ついてみれば,25%減 か ら700%増 ま で の範囲 にわた り,全 業者 の60%は 年

間の収 入増 が3Q%か ら100%増 の 範囲に入 ってい る。

1967年 の予想 としてはほぼ前年 のペー スとい う数字 がは じき出 されてい る。第17図 は業

者 の平均値 と社歴 の間 の関係 を示 した ものである。 なお ここでは上限,下 限 の10%の 企 業を除

いた ものに してい る。

試算 の結 果,こ の グラフ から収入平均値 と社歴 の間 には ほぼ直線的 な関係 の存在 する ことが判

明 した。 この関 係は

収入総 額=$60,000+O.54社 歴 年数'

とい った数 式で表わ され る。
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第17図 セ ンター業 の平 均年収 と社歴 の関係
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(5)サ ー ビス ・ビ ュー ロー の従業員

1966年 に デー タ処 理サー ビス産業 の各 社が雇用 して いる従業員は25,000名 に 達 してい

る。サー ビス ・ビュ ーローにおけ る仕事 のほ とん どは特 殊 な技能 と トレーニ ングを要 す る もので
,

全 体 の半 分 のポ ジ シ・ンは,カ レ ッジ程度 の高等教育 と経 験が必要 とされ る。

1社 当 りの従業 員は小 さい ところで2名 からマ ンモス企 業では2 ,000名 に及ぶ広範 囲 な もの

だが,シ ング ル ・セ ンター しか持 たぬ業者 で従 業員200名 以 上の ところはほ とん どな く,標 準

的企業 は1966年 で25～30入 の 従業員数 であ る。 また各 企業 の性格 が大 き く異 な ることか

らスペ シ ャ リス トの熟練 度 と関連 した従業員 の配置状 況は多岐 にわた ってい る。

例えば ソフ トウエ アの開発 に重点 を置 いて いる業者 は標 準的 に多 くの プログ ラマー を擁 して お

一81一



り,一 方 データ ・ブレパ レー シ・ンを主 に してい る ところでは全従業員 の70～80%は キ ーパ

ンチ ・オペ レータであ るとい った こ とに な って いる。

こ うした多岐 にわ た る従業員構成 を取 ってはい る ものの,標 準的企業 の姿 としては,経 営陣2

名,ス ーパー バイザー3名,セ ー ルスマ ン2名,プ ログ ラマー3名,シ ステムズ ・アナ リス ト2

名,マ シン ・オペ レータ5名,パ ンチ ・オペ レータ4名,そ の他2名 とい った ことにな るとい う

のが調査結 果 であ る。

これ も予 想 された ことだが,従 業員 の平 均数は直 接社歴 と関連 が あ った。新規 企業は普 通10

名 ぐ らいで,2年 度 末 まで には20名 程 度 に増 えてい る。 これは続 く3ヵ 年 でほぼ同 じ水準 に保

た れるが,5年 後 にな ると中間値 で25名 とな ってい る。

5年 から10年 の間 には,従 業員 がほ とん ど増 えな いグ ルー プと4倍 ぐらい に増 え るグ ルー プ

にわかれ る。10年 を越 え る社歴 を持つ業 者 で も約60%は40人 以 下 の従業員 しか雇 って いな

い。 これ らを平 均す る と25名 に な る。 かな り古い社歴 の業者 をみ ると,30%は80人 以 上 を

雇用 してお り,こ のグルー プの企業(1,000人 以 上 の従 業員 を有す る企業は除 く)の 平 均は

125名 で あ る。

第26表 を みて もその企 業の トー タル収入 の約40%は 従 業員に給与 として支 払われ てい る。

これに よ り試算 すれば,業 界全体 の給与支 払額 は2億 ドル(720億 円)に 達 した もの と考 えら

れ る。

第26表 サ ー ビス ・ビL－ ロー業に おけ る経 費の分析

経 費 ・ 支 出
総 収 入(1966)

15万 ドル以下15～40万 ドル40万 ドル以 上

機 器(レ ンタル ・買取 り)
302523

(20-36)(20-34)(20-27)

消 耗 品,カ ー ド,フ ォー ム
555
(2-6)(4-7)(3-6)

マ ー ケ テ ィ ン グ 経 費 1087

(含 セー ルス コ ミ ツシ ・ン給 与) (3-12)(2-11)(3-9)

労務費(給.与,そ の他)
404041

(22-50)(32-45)(30-47)

運輸,デ ー タ移送経 費
111
(0-3)(0-2)(0-2)

事務所家賃 ・維持費
544
(3-6)(2-5)(3-5)

その他経費
5911
(2-12)(3-12).(5-15)

税引き前収益
488
(0-12)(4-13)(5-13)

注:数 字 は総 収入 に対す るパー セ ンテー ジを示す。(『)内 は上限 と下限 。

(4)サ ー ビス ・ビュー ロー業 にお ける投資 と収益

第25表 は サ ー ビス ・ビュー ・一業の支出 と収 益 の内訳 けを取 りま とめた ものだ が,標 準 的パ

ター ンをつかむため企業 を収入 で15万 ドル以 下,15～40万 ドル,40万 ドル以上 と3つ の

グルー プに分け て考 えてい る。

これをみ るとサ ー ビス ・ビ ュー ロー業 の支 出 の中で もっとも大 きな割合 を占めてい るのは給与
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であ り,そ の比率(中 間値)は 企業規模 が大 き くなるにつ れて低 くな ってい る。 こ うした 企業 規

模 が大 きくな るにつ れて支 出の比率 が減少 をみせ てい る項 目 で 最 も目につ くのは使用機器 の項

であ る。 マー ケテ ィング活動 の経 費 も同様 の傾 向で,逆 に企業規模 の大 小に 比例 してい るのは そ

の他経 費 とな ってい る。

企業 の収益につ いては,中 間値 では企業規模が大 きくな るにつれ て増加す る傾 向で,こ れは新

規 開業の 中小企業 では損益 を出す ところが全 体 の企業 の中で高い比率を示 してい るのに対 し大 型

ビュー ロー業 では この比率が低 いため と推定 される。

例えば年 収15万 ドル以下の企業 では全 体 の3分 の1以 上が1966年 に は利 益を 出し得 ない

状 態で あ り,し か もこれらの中小 企業 の うち10%は 税 引前で,す でに全収入 の25%以 上 に も

及ぶ赤字 を出 してい る。

年収15～40万 ドル の企業 にな ると欠 損 を出 した のは20%と 比率 が下 が り,最 悪の決算 を

出 した ところ で も赤字 は全収入 の20%だ っ た。 この中規模業 者では全 体 の8%弱 が 年収 の20

%強 の税 引 き前利益 を上げ ている。

収入 が40万 ドルを越 す大型 サー ビス ・ビ ュー ロー では赤字会 社はわずか に10%に な り最 も

悪 い 成 績 の と こ ろ で も赤字は 年収 のわず か1%,一 方 年収 の20%以 上 の大 きな黒字幅 を記

録 した ところが3%弱 あ った。

このよ うにサ ー ビス ・ビュー ロー業の経営は必 らず しも楽 な もの ではない とい うことが 明白に

示 され,サ ー ビス ・セ ンター を設 立す るには そ う大 きな資金 が必要 と され ない が,極 め て 固 定

経 費の比率 が多 い ことが,と くに設立 当初の時期 に利益 を上げ ることの足を ひ っば ってい る とい

うことがわか る。第23表 で も示 した ごとく年収 が15万 ドルを越 え るには2～3年 の歳月 が必

要で,こ の間 ち ゃん とした資金 を手 当てで きる ソースを持 っていない と,こ のスター ト時 に大 き

くつ まず き失敗 に終 るセ ンター が多 いことも判 明 した。

(5)サ ー ビス ・ビ ュー ロー 業 での問題点

データ処理 サー ビス業が どんな問題 に直 面 しているか?こ れはADAPSOが 設 問 した15の

項 目に対 す る回答 よ り分析 を行 な った もので あ る。

これは問題 の重要度 を1～4の 指標 で回答者 に表現 させ,こ れらを指摘 した企業 の数 との関連

から総合的 に問題 点 の軽 重に対す るサー ビス ・ビ ュー ・一 の経営者 の考 え方 を示 した ものである。

これら の数 字は小 さいもの程大 きな重要度 を示す ものであ る。

第27表 は この結果 をと りま とめた もので,こ れに よれば,"新 しい事業 を開拓 してい くこ と"

が もっとも難 か しい としてお り,こ れ と同 じ程 度の深刻 さで ・従業員 の教育 ・とか ・正 当な仕事

に対す る価格体 系"と い った問題 が提示 され てい る。

なお,こ うしたデー タを企業規模別 とサー ビス地域別 な どに分類 して まとめた ものが第28表

と第29表 であ る。
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第27表 サ ー ビス ビ=-P－ 業 の当面 する問題点

問 題 点 重 要 度 の 指 標
短期的にみた場合 長期的にみた場合

メ ー カ ー と の 競 合 3226

銀行業との競合 2722

既存 事業 のメ ンテナンス 2624

新規事業の開発 1.9・1.8

機器 のデ リバ リイ上の 問題 2930

ソ フ ト ウ ェ ア 、デ リバ リ ィ 上 の 問 題 2627

従業員の確保 2725

〃 再 教育 2120

正 当 な ジ ・ブの価格体系 20ao

第28表 企業規模による重要問題に対する認識の差異

総 収 入

問 題 点 15万 ドル未 満 15～40万 ドル未 満 40万 ドル以 上

短期的 長期的 短期的 長期的 短期的 長期的

メ ー カ ー と の 競 合 33 ag 3.1 25 30 25

銀行業との競合 26 22 24 1.9 3.0 a6

既 存 事業 の メンテナンス 29 27 26 23 22 23

新規事業の開発 20 L8 1.9 1.8 1.9 1.9

機 器 のデ リバ リイ上の問題 30 a2 30 28 28 30

ソ フ ト ウ ェ ア ・デ リバ リ ィ 上 の 問 題 28 28 28 26 23 26

従業員の確保 29 a5 28 26 25 24

〃 の再 教育 a3 ao 26 20 20 20

正 当 な ジョブの価格 体系 20 20 26 a1 1.9 1.9
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第29表 サ ー ビスエ リアの大小 と重要問題 に対す る認識 の関 係

サ ー ビ ス エ リ ア 内 の 人 口

問 題 点 200万 以 上 50～200万 未 満 50万 未 満
、

短期的 長期的 短期的 長期的 短期的 長期的

メー カーとの競合 33 27 3.2 27 29 24

銀行業との競合 29 25 2.5 1.8 25 21

既 存 事業の メン テナ ンス' 26 24 26 24 26 24

新規事業の開発 L9 1.8 1.9 1.9 20 1.9

機器 のデ リバ リィ上 の問題 28 30 29 31 32 ao

ソ フ ト ウ ェ ア.デ リバ リ ィ 上 の 問 題 26 27 28 30 25 23

従業員の確保 26 25 ao 25 27 23

〃 の再 教育 21 21 24 21 1.9 1.6

正当なジョブの価格体系 20 20 21 20 1.9 20

(6)サ ー ビス ・ビ ュー ロー業 の競合状 態

ADAPSOの 質 問に応 じた人 々の うち約40%は このサー ビス ・ビュー・一業が極め て競 合の

激 しい産業 であ ることを認 めてい る。 さらに35%が ま あまあ だと し,あ ま りたい した競合 には

直面 してい ない と答 えた ものは10%と な ってい る。

(7)デ ー タ処 理サー ビス業の今後 の傾向

この種の調査 としてはADAPSO・ の 今回の調査 がは じめての もので あ り,こ の ため今後 のサ ー

ビス ・ビュー ロー業 の姿 を明確 に とらえ ることが1つ の目的 で もあ った。

前述 した通 りサー ビス ・ビューP－ 業 は,1965年 か ら1966年 に かけては平 均50%の

伸 びをみせ てい る。 しか しこの成長 力を もう少 し詳細 にわた って分析 してみ ると,企 業規 模に よ

って若干 の標準 的な姿が 出てい る。例 えば大型 企業 では年間伸長率 は低 くな り
,上 位3分 の1企

業 では1966年 で28%,1967年 で の予 想伸長率 は33%と な ってい る。 さらに上位10

社 を選 んで伸び率 を調 べると19%,67年 の 予想 は21%と 横 ばい状 況がは っき り出てい る。

こ うした点 を考慮 して作 成 した今 後5カ 年 間の業界の予想 が第30表 の よ うな ものであ る
。 こ

れは第24表 の データを基本 に して,企 業 規模別 に5～50%の 成 長率 を適 当 と思 われる ものを

採用 して積 み上げ を行 な った もので,全 体 としては 年率19%の 成 長率 が算 出 された。

なお こうしたデー タに基 づ く予想 よ りは実際 には もっと伸 びるだろ うとい うのがADAPSO

の 推定 である。 その理由 としては 次の よ うな点 を上 げてい る
。

(1)タ イ ム シェア リング ・システムの普及 が進 んで,ADAPSOの 調 査 では全 く明らかにされ

なか うた要素,と くに新 しい市場 が出現 す るだろ う。 ともか くは っき りした数 字 の裏 づけは な
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第30表 デ ータ処 理サ ー ビス業 の実績予 想

(1966-1971)

年 総 収 入 額
(100万 ドル)

1966 534

67 640

68 765

69 910

70 1,075

71 1,260

い が,タ イ ム シェア商用 セ ンター はこの業界でもっとも急速 に伸びてい る分野 で ある。

② 第3世 代 機 の本格的 な稼 動 で もっとも経 済的 にサー ビスを提供 できる よ うにな ろ うこ とを企

業が知 るよ うにな る し,第3世 代機 への移 行 上の困難さか ら新 しい潜 在 ユーザー をセ ンターに

もたらす こ ともあ る。

㈲ データ処理関係要員 の慢性的 な不足 が新 しい カス トマーを開拓す る ことに もな る可能性が あ

る。

(4)人 口25万 人 以 下の都市 で も経済的 に サー ビス ・センターが成 立す るのだ が,米 国 では この

クラスの都市 には まだ適 当なサー ビス が与 え られて おらず,大 きい新規 サー ビス業 の進 出す る

余地が ある。

このよ うに新 しい需要 も増 え,セ ンター の数 も増 え,そ れ を運 営す る企業 も増加 し続 ける もの

と思 われ るが,企 業 の数 自体 の伸び率は い くつ かの理 由で以前 よ りも下 が るのではな いか と思わ

れる。 それは

(1)か な りの数 の企業合併 が現在検 討されて お り,す でに固 まった もの も多 く,し か も今後 とも

この傾 向は続 く。

(2)コ ン ビ=一 夕と通信 の一体化 した シス テムが出現す るこ とで,一 社 が カバー でき るサー ビス

エ リアが極 めて広大 な もの となる。

(3)通 信 会社 がデ ータ処理 サ ー'ビスを実施 でき るよ うな政策 の変 換 が少 しで もあれば,そ れが合

併 に向.う圧 力 となろ う。

とい った点 であろ うと思 わ れ る。

4-3.コ ン、ピ ュ一 夕 ・リー ス会社 の発 展 と今 後 の問題 点
,

(1)リ ー ス会 社成 長の背景

コン ピュー タ ・リー ス会社 は この ところ米国 でめ ざましい成長 をみせ ,コ ンピ ュータ業 界に独

自の産業基盤 を築 きつ つあ る。値 動 きの激 しい リー ス会 社の株 は多 くの投 資家の関心 を集 めてい
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る。(第18図 参 照)

現在 注 目をあつめてい るこのコ ンピ ュータ ・リース とい う商売は比較 的新 しい事業 で あ り,

1960年 代 初期 から徐 々に姿 を あらわ してきた もので ある。 リース会社は最初 パ ンチ ・カー ド

装 置 ・事務会計器,そ れに今では寿 命 に近 づ いてい る第2世 代 コシピ ュ・一一タを取 り扱 って いた。

現在 の リース会社 の主 力商 品は第3世 代 コン ピ ュー タで ある。

第18図 りース会社株 の値動 き
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この業界の好題 を伝潤 いてここ3年 ばヵ'りのうちに ・一ス暢 鯵 加する麟 が増加 し,

現在 リース業 界は約80社 に ふ くれ あが ってい る。

このよ うな り一 ス会社の盛況 ぶ りは ,も ちろん リース会社 のユーザ ーにたいす るサー ビス努力

は るとこ㍗ 大 きいが・今 日の リース会社 を あら、しめ てい る歴 史的背景 を無 視 す ることは で き

な い 。

'ン ピ ユ一夕産業 吐 け るIBM膨 響 力 の強さは今 訂 言 うま鄭 な ・パ ビ 乏 社 の誕

生 もこの ・IBMの 動 き と響 ば かわ?あ 〔○ ・る・1-9.56年 糎 覗 省e:・BMと の 間に

"ConsentDecree"と 言 われ る
,価 格 規制,差 別禁止 に関 す る協定 をむす ん だ。 この協定は

「IBMは レ ンタル相応 の価格 で殺備 の販売 を行 なわな ければならない」 とい うもので ,こ れに

はまた 「IBMが レ ンタ・喫 繊 に提供 す るの と同 じサ ー ・ス… テナ云 お よび ・ぺ ・ ・パ

ー ツを・同一価 格 で設備 の所柄 す なわ 韻 取 り一一ザーや
・い辞 ・ス 会榔 も雄 し崩 れ

ばならない」 とい う条項 が入 ってい る。
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この'℃onsentDecreei'に よ り安定 した価格環境 が確立 され,リ ー ス会社成 長の土壌 とな

った。 この協定 は その後,期 限切 れ とな った が,司 法省 が目を光 らせ ているため・IBMは ひ き

続 き協定 を順守 してい る。 このよ うな価格 環境 があ って初 めて リース会社は設備 の残存価 値の維

持 に賭 け ることがで き,そ れ故十分 な投 資収益 をあげ るこ とが でき るのである。 この他1966

年 の金融 の逼迫 とい った経済界 の状況 も リース会社 に幸いす る原因 とな った。

さらに コ ンピ ュー タ ・ハー ドウエ アの性 能の 向上 は リー ス事業 を安定 させ る大 きな柱 とな って

い る。 それは第2世 代 コンピ ュータ を含 ん だコ ンピ ュー タ装置全体 の信 頼性 の増加 であ り,フ ァ

ミリー思想 を もった第3世 代 コンピ ュータの登場 であ る。 これに よ り急激 な技術進歩 は当分の間

な くな り,リ ー ス会 社は安心 して事業 を拡大 で きるのであ る。

(2)リ ー ス会社の運 営方 法

リー ス会社は 前述 のよ うないわば数 々の外部条件 の上に立脚 して その業務 を運営 してい るが,

こ こで リース会社 の業務 内容 について概略 を説 明 して みよ う。

リ_ス 会 社は投 資銀行 の よ うな金融機関 を資金 源 に して コ ンピュ'一タ ・メー カー から新品 もし

くは中古 の機 械 を買い入 れ る。 そして これをユーザ ーに メー カーの レンタル料の2.0%か ら30

%デ ィス カ ウン トで リースす るのであ る。 リース会社 は メー カーが レンタル費用 回収計算 の基礎

とした期 間 よ りも電子計算機 の市場 価値 を長 く見積 ってい る。すなわち メーカー側 では設備 の購

入価格 と保守 費用 お よびそ の他 の コス トを5年 間で回収す る計算 でレ ンタルを きめ てい る。 これ

に対 して リー ス会社 の方 は10年 間は設備 の市場 価値 が高水準 に とどま り,し たが って10年 間

の期間にわた って償 却する計算 を立て てお りこの意味 か らメー カーよ り低 い料金 で リー スでき る

ので ある。 つ ま りメー カーの5年 償却,高 い間接 費,デ ィス カウン トなし とい うレンタル条件 に

対 して リース会社は10年 償 却,低 い 間接 費,残 存価 値 への信頼,デ ィス カウン トつ き とい う リ

ース条件 で対 抗 してい るわ けであ る。

リース方 法 としては フル ・ペイ アウ ト ・リ三ス(ペ イ ・ア ウ ト ・リース とも言 う)と ノン'フ

ル.ペ イ アウ ト ・リー ス(リ スク ・リース とも言 う)が あ る。

フル.ペ イ アウ ト.リ ース は リース期限 が8年 から10年 で,こ の期限 が切 れ るまでに,投 資

額全額 が リー ス会 社に回収 される仕組 みにな ってい る。 これ をユ ーザ ーの立場 か ら言えば割賦払

いで設備 を購入 す るよ うなかたちにな り,そ のため ある程度 まで コンピ ュータ の残存価値 につ い

て投機 を行 な ってい るこ とに もな る。 フル ・ペ イア ウ ト ・リース の場 合 はノン ・フルペ イァ ゥ ト

・リースに比べ てデ ィろ ヵ ウソ トが5～10%大 き く,普 通最初 の2年 間はキ ャンセルが きかな

いが,そ の後 はペ ナルテ ィを払えばキ ャンセル でき る。

ノソ ・フルペ イァ ゥ ト ・リースは リ;ス 期 限が1年 から5年 で この間は キ ャンセルで きない。

これが切 れた あ とでは,30日 か ら90日 前 に予 告す れば キ ャンセルで きる。 ノン ・フル ・ペ ィ

アウ トでは リース会社は設備 の残存価 値が高水準 に とどま るこ とに賭 けてい るが,リ ー スを受け

る側 からす れば設備 に対 して所有権 がな いため,関 心は設 備 の使 用 にのみ 向けられ る。 この リ一
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ス シス テムでは ユーザーに と って支払面 では不 利 であるが,技 術革新 の恩恵 を受けやす く,投 資

決定の誤 りが素早 く修正 できる。

リー ス会 社 のサー ビス形態 は この他 フル ・サー ビス とネ ッ ト ・サー ビスに分類 される。 フル ・

サー ビスは メ ンテナンス,修 理 調 整 サ ー ビスに関 して全 サー ビスを行 ない,フ ル ・サー ビスを

行 な ってい る会社 は,ManagementAssistanceInc.を 始 め,Cyber-Tronics,Inc,

DPA,lnc.,LMCDData,工nc.な どである。

ネ ッ ト・サー ビスで取 扱 う機械 は原則 として第3世 代 コン ビ'一 夕に限 りそのほ とん どが,I

BM360シ リーズで ある。 ネ ット ・サー ビス では リース会社は メンテナ ンス,修 理 サー ビスを

行 なわない。

ネ ット ・サー ビスを行 な ってい る会社 は,ComputerLeasingCo.DataProcessing

FinancialandGeneralCo.GCCompUterCo.Leascoな どで あ る。

この様 な各種 のサー ビス形態 の他 に リース会社 のセールス ・ポイントとしては投資税 クレジ ット

と購入 オプシ ・ンがあ る。投資税 クレジッ トと購入 オ プシ ・ンば ともに リース会社 ワ料金表 に直

接影 響 をお よぼす 。 とくに投資税 クレジ ットは リース交 渉上重 要な役割 りをはたす。政府は設備

償 却 に認め られた期間 の長 さに より最高7%の 設 備投 資ク レジ ッ ト(設 備 に対 す る非課税額)を

認 めてお り,ユ ー ザーは これに浴 する権利 があ る。 メーカーはその設備 を4年 から5年 の間 で償

却 しよ うとしてお りこのため25%ぐ らい の投資税 クレジ ッ トしか受 ける資格 がないが,8～10

年 に わた って償却 す る リース会社 は これ を全部 利用 できる。投 資税 クレジ ッ トがその ままユ ーザ

ーに移 転 され て利用 されるか
,リ ース ・レー トに折 り込 まれるかは リース会社 の政策次 第であ る。

リー ス会 社は ユーザーへ,リ ー ス初年度 に7%の 投 資税 クレジ ・トを全部移譲 す ることもでき

るし,設 備 の全 耐用年数 にわた って レー トに折 り込む こ ともでき る。全部移譲 された場 合ユ ーザ

ーはそ れをボー ナスと考 えれば よいだろ うし
,全 耐用年数 に分割した場 合は ユーザー のレンタル

・レー トは低 くな る。 もちろん この場合 フル ・ペイアウ トの方 が,ノ ン ・フル ・ペイ アウ トよ り

もレー トが低 くな るこ とは言 うまで もな い。

また リース会 社 の中には,ノ ン ・フル ・ペイア ウ トの場 合 ユーザーに投資 ク レジ ットを移 譲 し

ないで将来 の再 契約に お り込む ところ もある。

リー ス交 渉にあた っての も う1つ のポ イ ン トは,リ ー スの対象 とな る設備に購入 オプシ ・ンが

ついてい るか ど うかとい うことで ある。 リース契 約が結ば れる場合,設 備 投資に関 す る売却 お よ

び リー ス ・バ ック条件は重大 な検 討事項 であ る。 この場 合機械 がIBMかIBM以 外 の機械 かに

よ って 条 件 が変 って くる。 ノン ・フル ・ペ イ アウ トの場 合,設 備 がIBMで あれば都合 が よい。

なぜ な らIBMの 中古 ならば70年 代 でもマ ーケ ットが十 分存在 するからであ る。周辺 機器 につ

いてはセ ン トラル ・ユ ニ ッ トよ りも寿 命が短 かい と考 え られ るため,リ ース会社 は これ を リース

契約 から除外 しよ うとす るのが普 通であ る。

この他,課 税,保 険,設 置 と リース期限満 了時 の撤去, ,時 間外 使用 などが リース会社のセール
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ス`ポ イ ン ト と して挙げ られ,各 社 は これ らのセー ルス ・ポ イン トを様 々に組 み合わ せ て リー

ス ・マーケ ッ トに臨 んでいる。

さて リース会社 の これらの運営方 法 も様 々な外 部環境の変化 とともに刻 々 と変 ってい る。現在

リース会社 が直面 してい る,い わば"次 に打つ手"の 主 なものを拾 ってみ よ う。

(5)IBM560シ リーズ に代るもの

現在 リース業者 は第3世 代 コンピ ュータ の大量購入,取 扱いをやめようとしてい る。特 にIBM

360シ リーズ とのハネムー ンはほ と ん ど終 ろ うとしてお りRandolphComputer,1」evin

-Townsendと かGraniteComputerLeasingと い った ところの首脳陣 は360シ リーズ

の大量購入 は本年末 か少な くとも1969年 の 中頃 には打 ち切 られ ると語 ってい る。 これは ほ と

ん どの リー ス会社 が第3世 代 コンピ ュータの寿命 を1970年 代 中頃 とみてお り,こ れから逆算

して360シ リーズの リースは少 な くと も6年 が 限度 と計 算 してい るからで あ る。

従 って このIBM360シ リーズ の穴 うめ をするため リース会社は新 しい経 営方法 を模 索 して

いる。 もっとも新 しい方 法 を考え てい ると言 って も第3世 代 コ ンピュー タを完全 にすて てや って

@こ うとい うのではない。第3世 代 に関 しては 恐 ら くリー スの形式 を変 え ること、が考 え られ るで

あろ う。た とえば リース期間 を最低4年 にす るとか,5年 か それ以 上の フル ・ペィ アウ トとい っ

た形 にす る とい うことで あ る。 また65と か85と い った大型 システムに リース の対象 を モデル

・チエ ソジす ることも考 えられる。今後 恐 ら く数社 が この大型 システ ムを短 期 間 リースで取扱 う

であろ う。 これは大 型 シス テムであ れば,ユ ーザー が,い ったん この シス テムのために資金 をつ

ぎ込 んで ソフ トウエアを開 発すれぱ,数 年 間は シス テムを維持 してゆ くだろ うと予 想 され るから

であ る。 これに比 べて リース会社 は モデル20と い った小型 の機種 を取 扱いたが ら ない。従 って

これを取扱 うところは どうして も長期 リー ス とい った方 法にな ってしま う。

IBM360シ リーズにっいての この よ うな問題 か ら,リ ース会社の うち数社 はIBM以 外 の

会社の機械 を打診 してい る。た とえばGraniteComputerLeasingはVarianData

Machinesと い った小規模 な会社 の機械 を取 扱 うと発表 してい る。

またハー ドウエ アに関 す る技術革 新 とは 比較的無関 係な ものと して,工 場 の オー トメー シ ・ン

とか プロセス ・コ ン トロー ル とい ったよ うな分野 で使用され るシステムを短期 間の契約で扱 う傾

向が増加 してい る。 これは,こ の分野 の システムに対 す るア プ リケー シ ・ンの投 資は膨 大 な もの

であ り,ま た この シス テムの有効期 間は長期 にわた るからである。事実SystemsCapital社

な どはオー トメー シ ョン ・システ ムに積極的 に食い込ん でゆ こ うとしてい る。

この他 に リー ス会社 としては周辺機 器 メーカー と手 を組 んでゆ くことも考え てい る。

(4)工BMと の 関係 、

リース会社 を理解 し,リ ース業界 の将来 を展望す る うえでIBMと こ の業界 の関係 をぜ ひ知 っ

てお かねば ならない。

ここ数 年 間IBMの 価 格,販 売政策 の変 更 はその都度 リー ス会社 に大 きな影響 を与 え て きた。
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すでに リース会社 が リース の終 った後 の機械 の残存価 値に賭 けてい ることは 説明 したが,実 際

リー ス会社は,こ の残存価値 が低下す るな どとい うことは あ り得 ない とい う仮定 の もとで繁栄 し

ている ような ものであ る。

ところで この残存価 値はIBMの 価 格政 策 に もとついてい るのであ る。1965年10月 からIBM

は 自社の レ ンタル ・ユーザ ーにたい して,納 入 した設備を,第1年 目が終 る前 に定価 か ら12%

デ ィス カ ウン ト(月1%)し て売 るとい うオ プシ ョンを提供 して きてい る。 このデ ィス カ ウン ト

率 は2年 目以降 も増加 しない 。 これ は 裏 返 せ ばIBMの 機 械 はゆ き とどいた メ ンテナンス をす

れば,年 数 が.経過 して もそのパー フ ォー マンスは低下 しない と主 張 して い ることで もあ る。IB

Mの 影 響 は コン ピューータ業界 のす みずみ まで浸透 しているため,IBMが 次 の10年 間 この価格

政策 を変 更せず,ま た中古 の機械 に対 す る需要が 高ければ,そ の残 存価 格 も高水準 を維持 で きる

のであ る。

しか しIBMは 何 も リース会社 を助け るのが 目的 では ない。時 には リー ス会社 の強 力な競争相

手 として立 ちふ さが ると きもあ る。1968年1月IBMは 自社 の レンタルが リース会社 に食 わ

れてい るのを巻 き返 すた め,自 社 のセールス マン ・代理店に"リ ース会社 はIBMの 競 争相手 で

あ る"と い う手 紙を書 き送 ってい る。 またIBMの レ ンタ ルを拡大 す るた めセー)レスマンめ ノル

マを強化 した りしてい るが いずれ も直接 リース会社に圧 力を かけた りす るところ までには到 って

い ない 。これはIBMが 販 売 高を落 した くないため と独禁 法に抵触す るの を恐 れてい ることに よ

る ものである。

これ とは別 にIBMは 今 年 の4月 にデー タ処理事 業部 の中にy－ ス会社関 係部 門(Leasing

CompanyRelations)を 設 立,リ ース会社 との関係を良 くしよ うと してい る。 この知 らせ を

受けと ったDieblodComputerLeasingの 社 長RicherdUrfer氏 はIBMが 何 か態度 を

急に一変 させた よ うな印象 を受 けた。

今 年の6月IBMは い わゆ るセカン ド ・ユーザ ーの問題 で,リ ース会社 に有利 な よ うに その方

針 を変更 した。セ カン ド ・ユ ーザ ー とい うのは リー ス会社 のお客 のこ とで あ るが,IBMは この

セ カン ド・ユーザーにた い して,ソ フ トウエア,レ ンテ ナンス と要 員教 育サ ー ビスを拒否す る方

針 を打 ち出 していた。 しか し リー ス会社 か らの圧 力が あ り(あ る会社 は訴 訟 を起 してい る),I

BMは 自社 のお客 と りース会社 のお客 を区別 して扱 わぬ こーとに同意 した
。 これは リース会社 に と

っては大 きな朗報 であ る。セ カ ン ド ・■一 ザーの心 配から解放 された リース会社 はIBMの サ ー

ビスを利用 して売上げ を伸 ば してい る。

IBMの セ カン ド ・ユーザ ーに対す る方 針 の変更 にはそれ な りの理 由が あ る。 まず セカ ン ド・

ユーザー の問題 が でて きた とき
,リ ース会社は個別 に,ま た リース協 会 を通 じた りしてIBMと

そ の決定 が もた らす長期的 な影響 に つい て討議 を重 ね強 く交渉 した。 また セカン ド・ユーザーの

問題 は独 禁 法にふ れ る恐れ もあ った。 それにり一ス業界の猛 烈な抵抗 から最 悪 の価 格戦 争に落ち

込む 可能性 がでて きた ことな どで あ る。
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またIBMは リース会社 の食 い込 みに よって失 った レ ンタル契 約を2億 から4億 ぐらい と推定

してい る。 この ことから,ウ ォール街 の業界 筋にはIBMが 試 験 的に子 会社 を作 って長期 リース

を実施 す るとの うわ さが流 れて い る。

(5)激 化 す る企 業間競争

IBMは リー ス会社 に とって ある意味 では一番大 きな競争相 手で あるが,LeaScoの よ う に

IBMの 機 械 の扱 い高が 少な く,財 政的 にODC(ControlDataCorp.)と 結 びつ きが 深い

大手の会社 もあって,同 業者 間の競 争は別 の問題 として考え られね ば ならない であろ う。

リー ス業界 では豊富 な資金 源が 一つ の大 きな競争 の武器 である。各社 は財源 を親会社 に求めた

り(リ ー ス会社 の親 会社 とな ってい る業種 には,保 険会社,全 般的 な機 械 の リー ス を行 なってい

るレン歩一会社,コ ング ロメ レ ットな どであ る),独 立 してや ってい るところでは,銀 行,保 険

会社から融資 を受けた りして いる。

またGCComputerと か,BσothLeasingCo・ とか,Greyhandと い った 古い会社 と一

緒に,Transamericaと か,CommercielCreditと い った新 会社 も,.財 源 確保 のため競 っ

て新株 発行,一 連 の転換社債 の発行 を行 な っている。

この分野 に参加 してくる新会社については,高 利息 の借入金 が原因 で脱 落 しているところが.多 くでて

い るに もかかわらず,全 体 として企業数 は増加 してお り,競 争は激 しいもの とな.っている。 自然

草わ けか らの会社 は,1970年 代 中頃 に発表 され るとみ られ てい るIBMの 新 機 種出現へ の対

策 として,新 しい会社 よ り先 に減価 償却 を行 なお うとしてい る。 そ して前 述 した ことでもあ るが,

ほ とんどの会社が ここ2年 ぐらいの間,購 入高 を削減す る ことる計画 してい る。

リースの主 力で ある コンピ ュータについての こ ういった様 々な思惑 もあ って,ま た会社 の基盤

を強固な もの とす る意 味 で も リース会社 は金 融会社 を始 め各種 分野 の企業 の吸収 合併 を盛 んに行

な ってい る。

とくに面白 い動 きとして は,コ ンピ ュー タを購入 す る こと も,リ ースす ること もで きないお客'

に たい してTSSサ ー ビス部 門を開設 する例 もあ り,ソ フ トウエ ア会 社吸収 の動 き とともに今後

コンピ ュータ産業全般 にわ た って リース会社 は注 目すべ き波乱 を まき起 こす,い わば台 風 の目の

よ うな存在 になろ うとしてい る。

リース業界の競 争につい ては一般的 に次 のよ うな ことが いわれてい る。 すなわ ち"も し主要 な

大手 の リース会社が本 当にそ の気 にな って財源 をか きあつめ シ ェアーを拡大す る方 針 を強化 した

な ら,新 しい会社 はひ とた ま りもない であろ う"。

背後 に様 々な分野 の企業 を持 ち,将 来の コン ピュータ産業 をひ っかき まわす新 しい勢 力 となる

可 能 性 を 持 つ リース会社 の今後 の動 きを注意 深 く観察す るために も,最 後 に主 要 な リー ス会社

10社 に ついて簡単 に紹介 してみ たい。
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(6)主 要 リー ス 会 社10社

LeascoDataEquipmentCorp'

同 社 は1965年 に 創 立 さ れ た 。Leascoは 本 来 リー ス 会 社 で あ る が,合 併 活 動 を 通 じ て 多 種

類 の 事 業 に 手 を 拡 げ,総 合 的 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 組 織 と な り つ つ あ る ・

Leascoの 主 業 務 は リ ー ス 事 業 とSystems&ResearchCorp・ の2っ の 事 業 か ら 成 り立 っ

て い る 。 コ ン ピ ュ ー タ ・ リー ス 事 業 部 は 着 実 に 伸 び て お り,Systems&ResearchCorp・ は

Leascoの 中 で 大 き な 地 位 を 占 め て い る 。

Systems&ResearchCorp.は1967年 にDocumentation社 とFoxComputer

Services社 と い う2つ の 会 社 か ら つ く ら れ,マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ン サ ル テ ィ ン グ を 主 要 業 務 と

し て い る 。 同 事 業 部 に は600人 の コ ン サ ル テ ィ ン グ 専 門 家 と260人 シ ス テ ム ・ア ナ リス ト・

プ ロ グ ラ マ ー が い る 。

Leascoは 合 衆 国 内 に11の オ フ ィ ス を も ち,英 国,西 独,フ ラ ン ス,ベ ル ギ ー,オ ラ ンダ で も

リー ス を 始 め た 。 欧 州 の リー ス 業 務 に は 子 会 社LeascoEurgpaLtd・ が あ た っ・て い る 。 ま た ソ

フ ト'ウエ ア,TSSサ ー ビ ス 分 野 に も 進 出 を 計 画 し て い る 。

1966年 売 上 高7,100,000ド ル(25億5,600万 円)に 対 し て 収 益 は707,000ド ル

(2億5,452億 円),ま た1967年 売 上 高14,400,000ド ル(51億8,400万 円)に 対

し て 収 益 は1,400,000ド ル(5億400万 円)で あ っ た 。 取 扱 い コ ン ピ ュ ー タ はIBM,CD

C等 各 種 。

DataProcessingFinancial&GeneralCorp.

創 立 は1961年 で あ る 。1967年LSIServiceCorp・ か ら コ ン ピ ュ ー タ ・プ ・グ ラ ミ

ソ グ 会 社,InformationSystems 、社 を 吸 収 し,ソ フ ト ウ エ ア 分 野 に 乗 り出 し た 。 ま た 最 近

RailwayExpressAgency社 と合 併 を 交 渉 中 で あ る 。'

ComputerLeasingCo

1964年UCC(UniversityComputingCo,)の 子 会 社 と し て 設 立 さ れ た が,1967

年UCCか ら 分 離,株 を公 開 し て 独 立 し た 。

同 社 はIBMだ け で な く,ど の メ ー カ ー の も の で も取 扱 っ て ゆ く方 針 で あ る 。 同 社 の 平 均 リー

ス 期 間 は3年 で あ る 。,

1966年 の 売 上 高 は968,000ド ル(3億4,848万 円),1967年1月 か ら7月 ま で の 売

上 高 は1,600,000ド ル(5億7,600万 円)で あ っ た 。

ManagementAssistance,Inc・

MAIは1957年 に 創 立 さ れ た リー ス 業 界 最 大 の 会 社 で あ る 。 同 社 は 当 初 パ ン チ ・カ ー ド ・

シ ス テ ム を 金 融 業 界 に 売 り込 ん で い た が,1960年 に な っ て リ ー ス 業 界 に 進 出 を 始 め た 。

現 在MAIは 米52都 市 に サ ー ビ ス ・オ フ ィス を 持 ち,海 外 で は プ エ ル ト リ コ に1ヵ 所,ヨ ー

ロ ッ パ,南 ア メ リ カ に12ヵ 所 の 』オ フ ィス を 持 って い る 。 現 在 販 売 お よ び サ ー ビ ス 要 員 を2,000
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名 以 上 有 し,ス タ ッ フ の 強 化 に 励 ん で い る 。

1967年 の 売 上 高 は50,000,000ド ル(180億 円)収 益 は1300 ,000ド ル(4億6,800

万 円)で あ る。 取 り扱 い コ ン ピ ュー タ はIBM360シ リー ズ そ の 他 で あ る 。

GCComputerCorp・

同 社 は1966年GreyhoundLeasing&Financia1Corp・ が そ の 事 業 の 一 部 と し てE

DPシ ス テ ム の リー ス を 行 な うた め 設 立 さ れ た 。 同 社 は 当 初 マ ー ケ ッ テ ィ ン グ サ ー ビ ス をLevin

-TownsendComputerCorP・ に 依 存 し て い た が1966年 に そ の 関 係 を 打 ち 切
っ た 。 以 来G

Cは 自社 の ス タ ッ フ で お 客 に サ ー ビ ス し て い る 。

取 り扱 い コ ン ピ ュ ー タ はUNIVAC,EAI,Burroughs,MohawkDataSciences,

IBMl400,7000シ リー ズ 等 各 社 の も の を 扱 っ て い る が 特 にIBM360シ リー ズ に 力

を 入 れ て い る 。

GCは リス ク ・ リ ー ス を 主 体 と して い る 。 設 置 ,保 守,ソ フ ト ウ エ ア の サ ボ 「 トはIBMの 手

で 行 な わ れ て い る 。 、

LMCData,Inc.

創 立 は1961年,同 社 はIBMパ ン チ ・カ ー ド装 置 を 専 門 に 取 り扱 っ て い る。`

LMCは ニ ュ ー ヨ ー ク 地 区 で は 調 整,保 守 サ ー ビ ス を 行 な っ て い る が ,イ ン デ ア ナ,ニ ュー ジ

ャー ジ地 区 で は,LMCが 費 用 を 支 払 っ てIBMの サ ー ビ ス 網 を 利 用 し て い る
。 従 っ てLMCは

も しIBMが サ ー ビ ス 料 金 を 変 え た りす る よ う な こ と が あ れ ぱ,直 接 そ の 影 響 を 受 け る こ と に な

る の で あ る。

1967年 同 社 の 売 上 高 は190,000ド ル(6,840万 円) ,1968年 前 半 期 は150,000ド ル

(5,400万 円)で あ っ た 。

Levin-TownsendComputerCorp" 、

1963年,EDPコ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 と し て,HowardS .'LevinとJamesE.Town-

sendの2人 に よ っ て 設 立 さ れ た 。 そ の 後 同 社 は 次 第tlC.V'・一ス 事 業 に 乗 り出 す よ うに な り,今 日

では 代 表 的 リー ス 会 社 と 目 さ れ て い る 。

同 社 は 以 然EDPコ ン サ ル テ ィ ン グ 業 務 を 主 要 業 務 と し な が ら も,他 の 分 野 の 事 業 に 手 を の ば

し て い る 。 す な わ ち1967年 ニ ュ ー ヨ 一二ク,フ ィ ラ デ ル フ ィ ア,ワ シ ン トン の 各 地 で コ ン サ ル

テ ィ ング と サ ー ビ ス:・ ビ ュー ロー 会 社 を 吸 収 し て い る 。 そ の 中 に は タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ

ム の 設 計,プ ロセ ス ・コ ン ト ロ ー ル 工 業 の コ ン サ ル テ ィ ン グ
,計 算 サ ー ビ ス 等 巾 広 い 活 躍 を し て

い たRealtimeSystems社 が 含 ま れ て い る 。

同 社 はIBM360シ リー ズ の ノ ン ・フ ル ・ペ イ メ ン ト ・ リー ス を 行 な っ て い る 。

1967年 の 売 上 高 は480 ,000ド ル(1億7,280万 円),1968年 前 半 期440,000ド ル

(1億5,840万 円)で あ っ た 。
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RandolphComputerCorp.

同 社 は1965年 に 創 立 さ れ,IBM360シ リー ズ の 短 期 リー ス を 行 な っ て い る 。 現 在 同 社

は112台 の コ ン ピ ュ ー タ を50の ユ ー ザ ー に リー ス し て い る 。

Randolphの 標 準 的 な リー ス はIBMよ り10%～15%安 く,24ヵ 月 か ら48ヵ 月 の 期 間

で 行 な わ れ て い る 。

1967年 同 社 はUnitedDataProcessing社 を 吸 収 し,デ ー タ 処 理 サ7ビ ス 分 野 に 進 出

を 始 め た 。

Cyben-Tronic,Inc・

創立は1961年 で あ る。同社は 当初特殊 デー タ処理装置 とシステムの設計 を行 な っていたが ・

徐 々 にメ ンテナンス,修 理サー ビスの業務 を拡大,こ れを導入 口 として次第 に リー ス業 務に進 出

して きた。

取 り扱 い コンピ ュー タはIBM360シ リー ズ。1967年 の 売上高 は5.500,000ド ル

(19億8,000万 円)で あった。

DPA,Inc.

ダ ラ ス に 本 拠 を 置 く こ の 会 社 は1960年 に 設 立 さ れ,最 初 の コ ン ピ ュ ー タ ・ リー ス 会 社 と し

て 知 ら れ て い る 。

同 社 はIBMパ ン チ ・カ ー ド装 置,お よ びIBM360シ リー ズ を リー ス し て い る 。

DPAは 最 近 ペ ン シ ル バ ニ ア 州 か ら パ ン チ ・カ ー ド装 置560,000ド ル(2億160上 円)の

注 文 を 取 った 。

1967年 同 社 の 売 上 高 は7,000,000ド ル(25億2,000万 円)で あ っfe。
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米 国に おけ る ソフ トウエア投 資 の実態
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計算 セ ンターの社歴 とカス トマー の関係

セ ンター業の平均 年収 と社歴 の関 係

リース株 の値動 き
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企業規模 によ る重 要問題 に対 す る認識 の差 異
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コ ンピュータ投 資の状況
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請求 柵 εc
番号4 -3一二官1,0」ニイ

来画 蕎 び区天下1「己罰 「る

轟 報 処 理 産業ひ動 向

|

一一

－

l
L

著者名

書 名

所 属 帯 出 者 氏 名 貸出日
返 却

予定日
返却日
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